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プロローグ



「あなたのことが……大好きです。だから、私と婚約してください」

　どこまでも真っ直ぐに、そいつは俺おれに告白をしてきやがった。

　少女。

　一見しただけじゃ大人っぽくて凜りんとした女の子にしか思えないだろう。腰の辺りまで届く紅くれないのストレートヘア。白いカチューシャ。均きん整せいのとれた抜群のプロポーションと深しん窓そうの令嬢のような表情。そう、ここまでならただの可愛かわいい女の子だ。

　しかし、彼女の胸には──紅い刻印。

　少女が身に纏まとっているふわふわのフリルとレースで飾られた西洋風の紅いドレス。その大きく開いた胸元から見える陶器のように白い肌には、紅い宝石のように輝く魔法陣にも似た小さな紋様が刻まれていた。

「………」

　そう、彼女はあいつと一緒で特別な女の子だ。

　蒼あおいドレス、蒼い瞳ひとみ、そして蒼い刻印を持った少女。

　ラピスラズリ。

　紛れもなく、彼女はあいつと同じ存在──。

「───」

　なんでも、うちの先祖には魔女が一人いたらしい。

　ひどく現実離れした御お伽とぎ噺ばなしだが、その魔女は自分が蒐しゆう集しゆうしていたアンティークに魔術をかけるために、自らの血を分け与えた。

　その数、実に九十九。

　そして魔女の死後──彼女の血ちからを分け与えられたことで魔力が宿ったアンティークたちは、《魔女の遺産ウイツチクラフト》と呼ばれ、この街のあちこちで奇怪な事件を起こしている。

　そして、今俺おれの目の前にいる彼女はまさしくその一つ。

　ウィッチクラフト。

　俺の先祖である魔女──リリィ・ヴァレンタインの血を分け与えられた九十九のアンティーク。今は可愛かわいい女の子の姿をしているが、彼女の正体はまさしくその一つ。

　なかでも──彼女は特別だ。

　なにせ彼女は、もう一つのウィッチクラフトを封印するためのウィッチクラフト。

　紅く輝く刻印で飾られた柩ひつぎ。

　ピジョンブラッド。

　それが──彼女の名前だ。

　ちなみに、俺と彼女の会話をほんのちょっとだけ抜粋すると……。



「来週の週末、デートをしましょう」

「……デート？」

「そうよ、お兄様。あなたには私と一度デートをしてもらってから、婚約をするかどうか決めて欲しいの。結婚を前提としたお付き合いということでもいいし、きっぱりとこの話を断ってもらっても構わない。なんなら、保留ということでもいいわ」

「つまり……おまえは俺とお見合いデートがしたいってことかよ？」

「ええ、もちろん。だって──私は、お兄様のことが大好きだから」



　……まあ、ともかく。

　俺のことを『お兄様』なんて呼ぶ彼女には、一つの願いがある。

　そう、紅く輝く刻印を持った彼女が追い求める、儚はかない一つの願いとは──。










第１章　放課後ランブル



「大丈夫っすか、辻つじ峰みねくん？」

　その声で一気に目が覚めた。

　寝ボケた視界に映るのは見慣れた教室。

　そう、ここは私立千せん羽ば学がく園えん２―Ａ。

　紛れもなく、俺おれのクラスであった。

「……あれ？」

　ガバッと今まで寄りかかっていた机から身体を起こした後で周囲を確認。すると、さっきまで授業中だったクラスの空気はすっかり放課後の喧けん騒そうへと変わっていた。

「やっと起きたっすね。うなされてるみたいだったから心配したっす」

「……イツキ」

　声の方に視線を向けると、そこにいたのはメガネがやけに似合う女子生徒。

　灰はい原ばらイツキ。

　俺のクラスメイトは、心配そうにこちらを見つめていた。

「イツキ。今何時だ？」

「さっき担任の北きた加か瀬せ先生が帰って、ＨＲが終わったとこ。辻峰くんは六限目の途中からずっと眠ってたっす。最近疲れてるんじゃないすか？　ほら、本家の仕事のせいで」

「……かもな。なんか変な女が出てきたし」

　さっきまで見ていた夢を思い出そうとするが、どうもうまくいかなかった。憶えてるのは見たこともない紅い髪の女の子が出てきてたってことだけで……。

「もしかして、まだこの街に慣れてないとか？」

「いや、それはねえよ。俺の故郷は元々こっちだしな」

「ああ、そうだったっすね。でも、辻峰くんがこの学園に転入してきてからもう二ヶ月も経つんすか」

　うーん、時が流れるのは早いっす、なんて年寄りクサいセリフを言うイツキ。

　そう──今日の日付は六月十八日。

　俺がこの街に来てから約三ヶ月が経過した月曜日であった。

「今まで色んなことがあったっすねぇ。いつのまにか辻峰くんもイツキのことを呼び捨てにしてますし」

「そうしろっつったのはおまえだろうが」

　思い出すのは四月。俺の隣の席になったイツキは『イツキのことはイツキって呼んで欲しいっす！』とやたらフレンドリーに話しかけてきたのだ。

　そんな第一印象のせいか、どうもコイツには女の子というより男友だちに対する感じで接してしまう。イツキ自身も男女問わず友だちが多いみたいだし。

「けど、辻つじ峰みねくんがこのクラスに転入してきたときはビックリしたっすねー」

「仕方ねえだろ。俺おれだけじゃなくてラピスもいたんだから」

　いきなり転入生が二人も来ることになればビックリもするだろう。しかも、ラピスは外見だけならかなり可愛かわいいし。

　ちなみに、俺はこの学園に通うために辻峰家に下宿してることになっていて、ラピスは外国からのホームステイという設定である。まあ、あいつは普通とはちょっと違うし、そっちの方が色々と誤魔化せるからな。

　そう、あいつは特別な女の子だ。

　ウィッチクラフト。

　なんでも、俺の先祖には魔女が一人いたそうで、厄介なことにソイツは自分が趣味で蒐しゆう集しゆうしていたアンティークに魔術をかけるために自らの血を分け与えた。

　その数、実に九十九。

　そしてラピスはその中の一つ。ウィッチクラフトを封印するためのウィッチクラフト。遺産№１《蒼柩ラピスラズリ》。それこそが、あいつの正体である。

　だから、正直不安だったんだ。

　ラピスはとある事情で五十年間も眠ってて、三ヶ月前に目を覚ましたばかり。あいつ曰いわくちゃんと現代の知識は手に入れたらしいのだが、ぶっちゃけた話あまり信用できなかった。なので、上手く学園生活を送れるか心配だったんだけど……。

「あ。やっと起きたのね、バカ冬とう夜や」

「うおっ!?」

　突然、座っていた椅い子すの足をゲシッと蹴けられて驚いてしまった。

　……ウワサをすればなんとやらだ。俺のことを『バカ冬夜』呼ばわりしながらキックをかましてくるヤツはこのクラスに一人しかいねえ。

「ラピス。いきなり椅子を蹴るのはやめろ」

　目の前に立つ、金色に輝くウェーブのかかった髪と宝石のように綺き麗れいな蒼あおい瞳ひとみを持ったちっちゃな女の子に話しかける。

　ラピスラズリ。

　俺のクラスメイトにして、我が家の同居人である。

「黙りなさいこのネボスケ犬。見てたわよ？　あんた六限目の途中からさっきまでずっと寝てたでしょ。まったく、もうちょっと授業に集中できないの？」

「おまえこそ、俺なんか見てないで授業に集中しろよ」

「なっ……ち、違うわよ!?　別にわたしは冬夜のことばっかり見てたわけじゃないもん！　違うったら違うんだから！」

「ああ、悪かったよ、ニャピス」

「わたしの名前はラピス！　ていうか、あんたまでそのあだ名で呼ぶなっ！」

　高らかにシャウトをあげるプチ猫。

　そんなラピスを見て、「あ、またニャピスがツンデレしてるー」「ニャピスって相変わらずだよね」「つーか、ニャピスと辻つじ峰みねくんって仲良くない？　一緒の家に住んでるんだし、もしかしてもうすでに……」とクラスの女子数名が何やらコメントをしている。

　そう、こんな感じでラピスはすっかりクラスに馴な染じんでいた。

　きっかけは、二ヶ月前の最初のＨＲ。

　そこでクラスメイト全員が自己紹介をすることになったのだが、案の定緊張しすぎたコイツは「は、はじめまして！　わたしの名前はニャピスラズリでしゅっ！」とトンチンカンな挨あい拶さつをかましやがったのだ。

　しかし、これが思いの外みんなにウケた。

　つまりはギャップなんだろう。クラスのみんなも冗談みたいに可愛かわいいラピスがあんな挨拶をしたのがツボにはまったらしい。今ではすっかりニャピスというあだ名が定着し、我が家のプチ猫はクラスのトップアイドルの座へと登りつめたのだった……！

「まあ、アイドルっていうよりはいじられキャラに近いけどさ」

















「誰だれがいじられキャラよ!?　ちょっとイツキ！　あんたも冬とう夜やの友だちならちゃんと注意してやりなさいっ！」

「いえ、イツキもニャピスには今のキャラがベストマッチだと思うっす」

「だからあんたもそのあだ名で呼ぶのはやめなさいよね!?」

　むっと拗すねた子供みたいに口唇を尖とがらせるラピス。うーん、そういう可愛かわいいリアクションをするからみんながニャピスって呼ぶんだと思うぞ。

「相変わらず、兄さんたちは騒がしいですね」

　不意に呆あきれたような声が後ろから響く。

　振り向くと、そこにいたのは黒髪ポニーテールが似合う俺おれの従妹──辻つじ峰みね真ま由ゆ香かだった。

「ところで兄さん。さっきの授業中に眠っていましたよね？　少しうなされているようでしたけど、何か夢でも見ていたんですか？」

「いや、それは……」

「あっ、まゆっち。どうやら辻峰くんは女の子の夢を見てたみたいっすよ」

　げっ。

「えっ……。兄さん。だとしたら、一体どんな夢を？」

　げげっ。

「……ねえ、冬夜。わたしもほんのちょっぴり気になるんだけど」

　ジトーっと俺に突き刺さるラピスと真由香の視線。

　地獄に堕ちろ、灰はい原ばらイツキ。俺は心の中でクラスメイトを呪のろっていた。コイツの口の軽さはヘリウムガスなみだ。授業中に女の子の夢を見てたのを同居人に暴露されるとかちょっと恥ずかしいぞ。

「た、大した夢じゃねえよ！　真由香もうちのクラスの委員長なんだから細かいことは気にするなよな」

　方向性を逸らすために強引に話題をチェンジチェンジ。

　すると、真由香は「……むっ」とちょっとだけ不満そうに唸うなった。

「兄さん。私は好きでこのクラスの委員長になったわけじゃありませんよ。それもこれも、みんなが私に票を入れるから」

「あれ？　でも、まゆっちも結構喜んでたような。辻峰くんがまゆっちに投票したって言ったときは、小さくガッツポーズまで決めて──」

　と、そこまで言ってイツキは黙った。

「……イツキ？　私はガッツポーズなんてしてませんよね？」

　引きつった笑顔のまま、イツキの顔面に見事なアイアンクローを決める真由香。

　……ご愁しゆう傷しよう様さま、灰原イツキ。どうやら俺が放った呪いは即効性の強いものだったようだ。まさかこんなに早く効果が現れるとは。

「す、すいませんでした！　謝るから放してまゆっち！　ていうか、やばいっす！　結構マジな感じで技がキマっちゃってあああああああっ！」

「……イツキって、ホント無駄に元気よね」

「え？　そんなことはないっすよ。それを言うならまゆっちだって最近元気がいいし。一年生の頃ころよりも明るくなったのは、やっぱり辻つじ峰みねくんが来たのが嬉うれし──」

　そこまで言って、イツキは再び黙った。

　というか、もはや呼吸まで止まっていた。今度は真ま由ゆ香かのチョーククローがイツキの首に炸さく裂れつ。流れるような必殺コンボであった。

「……真由香。そろそろやめてやれ。イツキの顔が土色になってるぞ」

　このままじゃ呼吸どころか心臓まで止まると思ったので、一応レフリーストップを出しておく。

　すると、真由香は「……うっ、兄さんが言うなら仕方ありませんね」と技を解いた。うっかり地獄に旅立ちかけたイツキは、ケホケホと大げさに咳せき込んでいる。

「……ううっ、助かったっすよ、辻峰くん」

「礼はいらねえ。つーか、おまえは相変わらずテンション高いな」

「兄さんの言う通りです。思えば、イツキは一年生の頃からこんな調子でした。新聞部に入っているせいか、他人のウワサ話が大好きですし」

「違うっす！　イツキが好きなのはただのウワサ話じゃなくて誰だれかのＬＯＶＥなニュース！　ほら、こう言うとなんとなく健全な感じがするでしょ？」

「どこがですか。色恋沙汰が好きな分、余計にタチが悪いです。まったく、昔からあなたは変わりませんね」

　はあっとため息を吐く真由香。

　そう、この二人は一年生の頃から同じクラスだったとか。そして……これは少し前にイツキに聞いた話なんだが、一年生の頃の真由香は今ほど明るくはなかったそうだ。それどころか、友だちもあまりいなかったらしい。

　たぶん、それにはウィッチクラフトが関係してる。

　俺おれがこの街に戻ってくる前、真由香はたった一人で辻峰家の役目を──ウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうをしてた。そのために、異常なほどまでの鍛錬を重ねていた。だから、きっと友だちを作る時間も余裕もなかったんだと思う。

「───」

　でも、今は違う。

　三月に起きた事件をきっかけに、俺やラピスも真由香と一緒に蒐集ができるようになった。おかげで、真由香もちょっとだけ肩の荷が下りたんだ。少なくとも、二年生になってからの真由香はラピスと同じように友だちを作って、クラスに馴な染じめてるしさ。

　コイツの兄貴分いとことして、それはすごく嬉うれしいことだ。

「ああ、そっす」

　俺おれがホッと安心していると、イツキが何かを思い出したように話しかけてきた。

「そう言えば、面白い話があるんすけど、興味はあるすか？　辻つじ峰みね家のみなさん」

「───っ」

　その言葉に、俺たちの間に緊張が走った。

　灰はい原ばらイツキ。

　いつもはハイテンションなメガネっ娘こだが、コイツはこっち側の人間だ。

　魔女の遺産を巡る関係者。

　ウィッチクラフトの存在を知る人間の一人──。

「──わかりました。話を聞きましょう、灰原家の当主さん」

　真ま由ゆ香かがイツキの質問に応えた。

　そう、灰原家。

　これは俺が転入した頃ころに梨り央お姉ねえが教えてくれたことなんだが、灰原家は辻峰家のように魔女の血を引いてるというわけではないが、先祖代々辻峰家……そして、もう一つの魔女の血筋である霧きり谷や家に協力してきた家系なんだとか。

　その主な仕事は、両家のサポート。

　ウィッチクラフトのせいか、この音おと原はら市には都市伝説めいたゴシップが多い。灰原家はその中から信しん憑ぴよう性せいのある情報を選んで俺たちに渡す。他の仕事はウィッチクラフトが起こした事件を隠ぺいしたり、辻峰家と霧谷家の間に立って交渉をしたりすること。

　そして、灰原イツキはそんな家系の当主。コイツが俺たちに教えることと言ったら一つしかない。

　それは間違いなくウィッチクラフトに関わることだ。

「あはは、そんなに緊張しなくても。最近は辻峰家のウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうもうまくいってるじゃないすか」

「まあ、そうだけどさ」

　三ヶ月。

　なんやかんやあって、俺がウィッチクラフトの蒐集を手伝うようになってからそれだけの時間が経過。この三ヶ月で蒐集したウィッチクラフトは、全部で三つ。

　遺産№42《箱庭庭園ストロベリーガーデン》。

　遺産№56《夜行協奏曲ラストナンバー》。

　遺産№79《影絵ハイド＆シーク》。

　この三つは、なんとか無事にラピスの中に封印することができた。

　ちなみに、ウィッチクラフトは遺産№が若いほど魔女に分け与えられた血液量が多く、能力がどうあれ強い魔力が宿っている。

　三月に出会った重じゆう騎き士し……遺産№11《蜃気楼ミラージユ》のときは俺おれが重傷を負ったけど、この三つはほとんど無傷で蒐しゆう集しゆうできた。それは三つの遺産№があまり若くなかったことと、俺たちのチームワークが上がってるからだと思う。

『俺たちは──チームになろう』

　三月に俺がそう言った通り、俺たちは良いチームになりつつある。

　基本的にはラピスがウィッチクラフトの気配を探知し、俺と真ま由ゆ香かがそれを蒐集。そして、梨り央お姉ねえはそのサポート。いや、ときどきラピスと真由香がケンカをしたり、梨央姉が悪戯いたずらをしかけてくることはあるんだが、そこはご愛あい嬌きようってことで。

　このまま、何の問題もなく今の日常が続いてくれれば……。

「はい、これ」

　しかし。

　俺の希望は、イツキがポケットから取り出したものによって脆もろくも崩れ去るのだった。

「……おい、イツキ。それは何だ？」

　イツキが俺に差し出した物体を凝視する。

　それはなんとも可愛かわいらしくて乙女チックなピンク色の封筒だった。おまけに『辻つじ峰みね冬とう夜や様へ』なんて宛あて名なまで書いてありやがる。これじゃまるで……。

「見ての通り、ラブレターっすよ。もちろんこの手紙を書いたのはイツキじゃないっす。イツキはとある女の子からこれを預かって来ただけで」

「「女の子!?」」

　イツキの言葉に、俺よりもラピスと真由香の方がビックリしていた。

「……どういうことよ、冬夜。あんた、わたしの犬のくせになんで女の子からラブレターなんてもらってるわけ？」

「……兄さん。私も気になります。……いえ、別に兄さんの交遊関係に口を出すつもりはないのですが……でも、やっぱり……」

「お、落ち着け二人とも。とりあえず、差出人を確認するから」

　二人の追及から逃れるために全力で弁解をスタート。なにせ俺の立場は辻峰家の家事係いぬ。親父が作った莫ばく大だいな借金のせいで魔法使いに出会う前のシンデレラばりのハードワークを熟こなしているのだ。これ以上余計なトラブルが増えるのはマジ勘弁して欲しい。

　そんなことを考えつつ、イツキから封筒をゲット。

　普通なら裏に差出人の名前が書いてあっても──。

「！」

　が。

　そこに書かれた名前を見た瞬間、俺は驚きよう愕がくすることになる。



　霧きり谷や七なな海み。



「霧谷ですって!?」

　封筒の裏に書かれた文字を見た途端、ラピスが叫んでいた。コイツも俺おれと同じように事態の重要性を悟ったんだろう。

　霧谷。

　俺たち辻つじ峰みね家の人間にとって、この名前は決して無視できないものだ。

「どういうことですか、イツキ」

　緊張感の籠こもった声で訊たずねる真ま由ゆ香か。

　その質問に、イツキは少しだけいつもとは違う声で。

「実は、灰はい原ばら家の当主としてあなたたちに伝えたいことがあるっす。なんでも、霧谷家の新しい当主が決まったんだとか。それは、その当主からのお手紙」

「───っ」

　その事実に、言葉を失う。

　霧谷家。

　それは俺たち辻峰家と同じように魔女の血を引いた家系だ。ウィッチクラフトを巡る三大勢力の一角。梨り央お姉ねえの話だと、三年前にセツナの手で壊滅寸前にまで追い込まれて今は機能停止状態だったはず。この三ヶ月の間だって何もして来なかったのに……。

「──で、ここからが本題」

　沈黙する俺に、灰原家の当主は真剣な口調で告げる。

「霧谷の新当主の名前は──霧谷七海。彼女は、今夜霧谷の屋敷で対談をしたいって申し込んできた。その相手は──辻峰冬とう夜やくん。もちろんあなたっす」



×　　　×　　　×





　霧谷家。

　辻峰家の屋敷は純和風だったが、霧谷家の家屋は正反対の洋風だった。梨央姉の話だとこっちも辻峰家と同じく貿易業を中心とした商売をしているそうで、結構なブルジョワらしい。

　現在の時刻は午後七時。

　霧谷家の新当主である霧谷七海と話をするために、俺たちは一度本家に戻ってから音おと原はら市の一角にある霧谷家の屋敷を訪れていた。

「それにしても、どうして霧谷の新しい当主さんは冬夜くんと話がしたいなんて言い出したんだろうね」

　霧きり谷や家のデカい門の前で、一人の女の子が呟つぶやいた。

　辻つじ峰みね梨り央お。

　俺おれの従姉にして、辻峰家の現当主である。

「ところで、冬とう夜やくん。ラブレターにはなんて書いてあったの？」

「いや、『今夜、霧谷の屋敷でお待ちしています』としか書いてなかったぞ」

「ホントに？　実際は『二人で熱い夜を過ごしましょうね♪』って書いてあったんじゃ……」

「そんなことは書いてねえ」

「じゃあ、『本日はサービスデイにより三千円ポッキリ！』とか……」

「どこの夜のお店だよ」

　少なくともこの屋敷はキャバクラには見えねえ。つーか、梨央姉ねえって相変わらずこういうジョークが好きだよな。さすがは辻峰家ナンバー１の小悪魔キャラ。本家で働いて借金を返済するという契約の下に俺を家事係いぬにした女である。

「でも、ラピスと真ま由ゆ香かまで来ることはなかったんじゃねえか？　正直な話、俺とこっちの当主の梨央姉がいれば……」

「ダメです。霧谷は私たち辻峰の宿敵なんですよ？　しかも、対談の場所は霧谷の屋敷。だったら、なるべく大勢で行った方がいいに決まっています」

　制服姿の真由香が真剣な表情で言った。

「まあ、真由香の言うこともわかるよ。辻峰と霧谷はあんまり仲が良くないからね。ボクたちの先祖であり、ウィッチクラフトを生み出した魔女──リリィ・ヴァレンタイン。彼女が産んだ二人の娘の嫁ぎ先が辻峰と霧谷だから」

「確か、そいつらは仲が悪かったんだっけか」

「そう。だから必然的に両家の仲も険悪になった。そして、五十年前。ちょうど魔女が死んだ時期から両家の争いが始まったの。それは、ウィッチクラフトの奪い合い」

「奪い合い……」

「魔女の子孫の務めとして、お互いにウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうを裏稼業にしてた辻峰家と霧谷家だったけど、協力することはできなかったんだ。それどころか、蒐集すべきウィッチクラフトを巡って激しく争い合った」

「でも、最近は争いもなかったんだろ？」

「まあね。セツナが起こした三年前の事件。霧谷では多くの死者が出て、壊滅寸前まで追い込まれた。当時の当主もそのときに死んじゃったし」

「もしかして……梨央姉は蒐集を引退する前にソイツと会ったことがあるのか？」

「うん。一応教えておくけど、ボクは辻峰家の裏稼業──ウィッチクラフト蒐集における六代目当主。その人も霧きり谷やの六代目当主だったから、今日会う新しい当主さんは七代目ってことになるね。まあ、こんなことになったのも全部三年前の事件が原因なんだけどさ」

　梨り央お姉ねえは少し重い声で呟つぶやいた。

　……そんな声を出しちまうのも無理はねえ。

　だって、梨央姉自身もその事件の犠牲者なんだ。

《血核ハートレス》。

　梨央姉が所有してる未完成のウィッチクラフトの名前。三年前の事件で真ま由ゆ香かを庇かばって一度死んでしまった梨央姉だが、今はそのウィッチクラフトの力で生かされている。けど、そのせいで梨央姉は身体の成長が十四歳の時点で止まってしまった。

　俺おれは梨央姉のことを普通の女の子に戻してあげたい。

　それには、九十九のウィッチクラフトをすべて蒐しゆう集しゆうする必要がある。



『九十九すべてのウィッチクラフトを蒐集すれば──一つだけ、願いを叶かなえられる』



　それが魔女の遺言。

　だから、俺は──。

「何にしろ、さっさと話を終わらせて本家へ帰りましょ。なんだかこの屋敷は落ち着かないわ」

「ふうん。じゃあ、ラピスにとって本う家ちは落ち着ける場所なんだね」

「えっ……べ、別にそういうわけじゃないけど……」

「あ。なるほど。ラピスは冬とう夜やくんの傍にいると落ち着くんだ」

「なんでそうなるわけっ!?」

「じゃあ、逆にドキドキしちゃうの？」

「ドっ、ドキドキなんかするわけないでしょ!?　なんでこのわたしがこんなダメ犬なんかにドキドキしなくちゃいけないのよっ！」

　叫んでから、ツンっとそっぽを向くラピス。

　いや、俺は結構ドキドキしてるぞ。なにせ俺の扱いは相変わらず犬っころだからな。そのうち犬小屋で暮らすことになるんじゃないかって怖くてたまらねえ。

「でも、ちょっとは警戒した方がいいんじゃないか？　もし霧谷の人間とケンカとかになったら大変だぞ」

「それは心配ありませんよ。辻つじ峰みねと霧谷の間には『お互いの屋敷では戦闘行為をしない』という協定がありますから」

「なるほど。じゃあ大丈夫か」

　まあ、いくら仲が悪いからって自分の家で暴れられたらシャレにならないからな。そういう協定がないとこういう話し合いもできないだろうし。

「じゃあ、そろそろ行こっか」

　梨り央お姉ねえの先導に従って、霧きり谷や家の敷地内を進む。

　現れたのはよく整備された庭園。うーん、こんなとこに住んでるってことは霧谷家の当主ってのは結構なお嬢様なのかねぇ。

　霧谷七なな海み。

　イツキの話だと、ソイツは俺おれたちと同じ年とし頃ごろの女の子らしいが……。



「ようこそおいで下さいました、辻つじ峰みね家のみなさん」



　唐突に、大人びた声が響いた。

　声のした方向に目を向けると、屋敷の前にいたのは二人の女の子。

　そのうちの一人は、白と黒のメイド服を身に纏まとった少女。普通よりもちょっと小柄で華きや奢しやな身体。肩まで伸ばしたセミロングの灰色の髪。彼女は、人形のような無表情で俺たちを見つめている。

　そして、その隣にいるのが──。

「！」

　瞬間、俺は目を疑った。

　──紅くれない。

　メイドの少女につき従われるように玄関の前に立っていたのは、紅いドレスを身に纏った女の子。絹のように艶つややかな紅髪のロングヘアーと白いカチューシャ。凜りんとした顔つきと見事なプロポーション。

　そして、彼女の胸元には紅い刻印。

　大きく開いた胸元には、魔女が使う魔法陣にも似た小さな紋様が刻まれていた。

「………っ。あ、あんたは……」

　ラピスが──蒼あおい刻印を持った少女が、微かに震える声で話しかけた。

　すると、紅い刻印を持った少女は、まるで家族に再会でもしたかのように、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「はじめまして、辻峰家のみなさん。そして、お姉様。私は霧谷家七代目当主、霧谷七海。でも、それは私が自分でつけた名前。魔女が私にくれた本当の名前とは違うわ」

　そして霧谷家の当主──霧谷七海は告げる。

　自らの、本当の名前を……。

「私は、お姉様と同じウィッチクラフトを封印するための柩ウイツチクラフト。遺産№２──《紅柩ピジヨンブラツド》」










第２章　婚約ピジョンブラッド



　ピジョンブラッド。

　それは深紅に輝く宝石ルビーの名前だ。ルビーの中でも最上級に紅いものだけが、『鳩の血の色ピジヨンブラツド』と称されたその名を与えられる。

　霧きり谷や七なな海み。

　彼女の本当の名前は遺産№２──《紅柩ピジヨンブラツド》。

　そう、霧谷家の当主は、紅い宝石の名を持つウィッチクラフトだった。

「さあ、どうぞ座って」

　霧谷家のリビング。

　まるで深しん窓そうの令嬢のように優雅な仕草で、彼女──七海は俺おれたちを迎え入れた。

　……さすがに、この展開は予想外すぎるぜ。

　遺産№２《紅柩ピジヨンブラツド》。

　冷静に考えれば、霧谷も辻つじ峰みねと同じようにウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしてたんだから、封印に使うウィッチクラフトを持ってるのは当然だ。

　──でも。

　まさか、ソイツが霧谷の新しい当主になってたとは……。

「答えなさい」

　リビングにある高そうなソファーに座った後で、ラピスは七海に声をかけた。それに応えるように七海はラピスの対面の席に座る。

　蒼と紅。

　真逆の刻印を持った少女たちは、互いに向かい合った。

「あんたはいつ目覚めたの、《紅柩ピジヨンブラツド》」

「その名前で呼ぶのはやめて欲しいわ、お姉様。今の私は、霧谷七海」

「ふんっ。リリィにもらった名前を名乗らないなんて、あんたそれでもウィッチクラフトなの？」

「ええ。私は紛れもなくウィッチクラフト。でも、私が霧谷七海を名乗ってるのには理由があるの。霧谷家の当主になるときに、この家の人間としての名前が必要だったのよ」

　にっこりと上品な笑みを浮かべる七海。

　……ヤバイ。

　一瞬だけだが、その笑顔に見み惚とれそうになってしまった。むー、いかんいかん。こういうお嬢様タイプはあんまり話したことがないからどうも緊張しちまって……。

「ところで。あなた、どうしてそんなに私のことを見つめてるの？」

「！」

「ひょっとして、ドキドキしてる？」

「ち、違う！　俺おれは知らない屋敷に来たから緊張してるだけで……！」

「ふうん。本当かしら？」

　獲物を品定めするキツネみたいな目つきで俺を見つめてくる七なな海み。

　……認識を改めよう。

　コイツ、外見はパーフェクトなお嬢様だけど、中身の方は一癖ありそうだ。じゃなきゃここまであからさまなプレッシャーをかけてくるわけがねえ。

　そして、俺の両隣からも凶悪なプレッシャーが。たぶん犯人はラピスと真ま由ゆ香か。「なんで敵にドキドキしてるのよ!?」って感じだろう。怖すぎて確認はできません。

「失礼します、七海様」

　そこで、リビングのドアが開いて、さっきのメイドの少女が人数分のティーカップの載ったお盆を持ってやってきた。どうやら、お茶の準備をしてくれたっぽい。

「辻つじ峰みねのみなさんと会うのは今日が初めてだと思うから紹介するわね。彼女の名前は、霧きり谷やアリス。私の使用人よ」

　七海の声に応えるように、メイドの女の子──アリスはペコリとこちらに向かってお辞儀をした。

　むー、まさかメイドまでいるとは。マジでブルジョワじゃねえか。少なくともこの子は借金のせいで無理やり働かされてるわけじゃないだろう。俺とは違ってね。

「さて。さっきの質問に答えてあげるわ、お姉様」

　クイっとティーカップを傾けて紅茶を一口飲んでから、七海は語り始めた。

「私が目覚めた日付は、今年の三月二十三日」

「えっ……。それって……」

「そうね。たぶん、お姉様が目覚めたのもその日なんでしょう？　これは推測だけど、私はお姉様が目覚めるのに呼応して目覚めたんじゃないかしら。ほら、私たちって姉妹だもの」

「ふんっ。わたしはあんたのことを姉妹とは思ってないわ」

「ふふっ。無理もないわね。私はお姉様と違って生み出されたのが遅かったから。魔女が私を生み出したのは、お姉様が彼女に眠らされた後だし」

「ちょ、ちょっと待ってください。じゃあ、二人は今日が初対面なんですか？」

　ラピスと七海の話に真由香が割って入る。

　すると、七海は真由香を見つめてから、

「あなたの言う通りよ、辻峰真由香さん」

「………っ。あなた、どうして私の名前を……」

「霧きり谷や家の当主になるときに、辻つじ峰みね家のことは色々と調べさせてもらったわ。さて、質問に答えましょう。私とお姉様はこれが初対面。私は生み出されたのがウィッチクラフトの中で一番遅かったの」

「でも、ラピスは魔女と十六年も一緒に生きてたんでしょ？　どうしてラピスと七なな海みちゃんの誕生日にはタイムラグがあるの？」

「簡単な話よ。だって、私とお姉様は《Ⅸノウエム》の一角だもの」

　梨り央お姉ねえの質問に、七海は誇らしそうに応えた。

　──《Ⅸノウエム》。

　九十九のウィッチクラフトの中でも、一ひと桁けた台の遺産№を与えられた九つのアンティーク。この九つは魔女に分け与えられた血液量が多く、他のものとは段違いの魔力が宿っているとか。

「《Ⅸノウエム》に選ばれるほど強い力を持ったウィッチクラフトを生み出すには、大量の血液と膨大な時間がかかるの。しかも、私たちは序列一位と二位。お姉様だって生み出されるのに十年以上の時間がかかっているはずよ」

「そんなに？」

「まあ、数百年以上生きた魔女にとっては十年なんて大したことなかったかもしれないけどね。そんなわけで、私が生み出された……いえ、完成したのは魔女が死ぬ直前だった。それから、お姉様と同じように五十年間眠っていたわけ」

「なるほど。ラピスが辻峰家で眠ってたみたいに、七海ちゃんも霧谷家で柩ひつぎの姿のまま眠ってたわけか。……あれ？　ということは、七海ちゃんも誰だれかと契約してるの？」

「いいえ。私は誰とも契約していないわ」

　当たり前のことのように言う七海。

　……契約してない？　ラピスは誰かと契約しないと人の姿を保てないのに、七海は違うのか？

「まあ、私はお姉様よりも後に生み出されたからね。その辺りはお姉様より優れているんじゃないかしら。けど、契約をしてないせいでこの時代の知識を勉強するのに時間が掛かっちゃった」

「……ふうん。でも、ビックリしたわよ。まさかあんたが霧谷の当主をやってるなんてね。ウィッチクラフトのくせに」

　ちょっとトゲトゲしい口調で言うラピス。

　もしかしたら、七海が自分よりも優れてるって言ってるのが気に入らないのかも。コイツって、結構プライド高いしな。

「……ん？」

　けど、少しおかしくないか？

　魔女の最高傑作。

　ラピスはそう呼ばれていたはずだ。それなのに、妹である七なな海みの方が契約のシステムにおいて優れてる。それはちょっと違和感があるような……。

「あら、私だってビックリしたわよ」

　優雅で落ち着いた微笑ほほえみ。

　七海はさっきのラピスの挑発に応えるように笑ってから、

「私が思ってたよりも、お姉様がちっちゃくて可愛かわいい人だったから」

「なっ……！」

「羨うらやましい。私もお姉様みたいに可愛くなりたかったわ」

「う、うるさいわね！　そんな褒められ方しても全然嬉うれしくないわよ！」

　見事なクロスカウンターを喰くらったラピスはエサを奪われた子猫みたいに「むっ」と唸うなっていた。まあ、コイツって身長が低いのを気にしてるしなぁ。

「ちょっと冬とう夜や！　あんたはわたしの所有者でしょ!?　何でもいいからあんたも抗議しなさいよっ！」

「……わかったよ。オイ、あんた。あんまり失礼なこと言うな。ラピスはそこまでちっちゃくないぞ」

「そうそう、わたしは全然ちっちゃくないわ」

「コイツって態度だけは大きいし」

「うんうん、わたしって態度だけは大きくて……って、一番失礼なのはあんたよアホ犬っ！」

「ぐおっ!?　ラピス！　いきなり人の足を踏むのはやめろ！」

「あんたが失礼なこと言うからでしょっ！」

「『何でもいい』っつったのはおまえだろーがっ！」

　いや、だからって態度がデカいって言っちゃう俺おれもどうかと思う。でも、許してくれ。今のはつい本音が出ちゃったんだ。飼い犬だってたまには主人の手を噛かみたくなるさ。

「あははっ」

　どうしてか、七海はそんな俺たちのやり取りを見て笑っていた。

「ステキ。辻つじ峰みね家のみなさんってとっても楽しそう。それに、やっぱりあなたって家族想いなのね」

「……やっぱり？」

　どういう意味だ？　俺とコイツは初対面だったはずだぞ。もしかして、どっかで会ったことでもあるのか？

「でもね、お姉様」

　話を戻すように、七海は改めて切り出した。

「三年前の事件で多くの人間が亡くなったせいで、生き残った霧きり谷や家の人たちは誰だれもが当主になるのを嫌がったの。当主になれば、また殺されるかもしれない。だから、私が三年間空席だった霧きり谷や家七代目当主の座につけたのよ」

「なるほど。みんなビビっちゃってあんた以外の候補者がいなかったわけか。でも、ウィッチクラフトであるあんたがよく当主になれたわね」

「もちろん、一筋縄じゃいかなかったわ。当主を続けるために色々と条件を付けられちゃったし。でも、別にウィッチクラフトの私が霧谷の当主をやっていても構わないでしょう？　だって……」

　クスッと。

　彼女は挑発的な笑みを浮かべてから、



「辻つじ峰みねの当主だって、未完成のウィッチクラフトに生かされてる死にぞこないじゃない」



　──瞬間。

　真っ先に席を立ったのは真ま由ゆ香かだった。彼女は、今にも飛びかかりそうな目で七なな海みを見つめて、

「やめろ、真由香」

　その腕を、俺おれに掴つかまれていた。

「………っ！　止めないでください兄さん！　あいつは……あいつは姉さんのことを！」

「ああ、わかってるよ」

　──死にぞこない。

　霧谷七海。今コイツは、梨り央お姉ねえのことをそう呼びやがった。確かに、梨央姉は普通の女の子じゃねえ。十四歳で……死んだときのままで成長が止まっちまっている。梨央姉自身も、まるで怪物アンデツドみたいって言ってたっけな。

　……でも。

　コイツは、梨央姉を……俺の家族を侮ぶ辱じよくしやがったんだ。

　だから──。

「──頼む、真由香」

　そして、俺は従妹の手を左手で握りながら、言う。



「おまえは……俺のことを止めてくれ」



「えっ──」

　一瞬、真由香は俺が何を言っているのかわからなかったみたいだった。しかし、俺の右手に握られたものを見た途端──状況を理解したらしく、顔から血の気を引かせた。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　首から外した銀色のペンダントを、俺おれは右手で握りしめていた。

　まるで、蒐集たたかいを始めるときみたいに。

「ちょ、ちょっと冬とう夜や！」

　叫びながら、ラピスが俺の右手を掴つかむ。

　でも……そんな弱い力じゃダメだ。《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力である刀剣変化はまだ発動させていないが、今の七なな海みの言葉のせいで頭ず蓋がい骨こつの中身が沸騰しそうになっちまって……！



「──撃うち抜け、ファーストショット」



　瞬間、響いたのは機械のように無機質な声と──銃声。

　映画の中でしか聞いたことのないような乾いた音色が、リビングの空気を切り裂いた。

「なっ──」

　途端、目の前のテーブルが爆ぜる。舞い上がる火花と黒煙。そして、テーブルに穿うがたれたのはブスブスと焦げつく拳こぶし大だいの穴。

　──弾丸。

　突如撃ち込まれたピンポン玉ほどの大きさの炎の弾丸としか言いようのないものが、俺の目の前にあるテーブルを直撃したのだ。

　そして、その凶弾を放ったのは七海の後ろに控えていたメイド。

　霧きり谷やアリス。

　彼女は無表情のままで、銀色の大口径リヴォルバーを構えていた。

「──《四銃奏カルテツト》！」

　拳けん銃じゆうを見た瞬間、梨り央お姉ねえが叫んだ。

　……《四銃奏カルテツト》？

　それが、あの銃の名前なのか？

「そう。梨央さんの言う通り、アリスが持っているのは拳銃のウィッチクラフト。遺産№８──《四銃奏カルテツト》」

「！」

　遺産№８。

　一ひと桁けた台の数字……《Ⅸノウエム》か！

「ケンカはやめましょう？　そのペンダントは遺産№７《剣舞士の首飾りソードダンサー》よね？　《Ⅸノウエム》同士が争うのは良くないわ。まあ、もしあなたが戦うつもりなら、私たちも最低限の自己防衛はしなくちゃいけないけど」

「くっ……」

　……そうか。だからわざわざテーブルを撃うち抜きやがったのか。

　つまりは、もし戦うつもりなら次はおまえがこうなるぞという警告。

　普通なら間違いなく退くべきだろう。

　だけど、それでも俺おれは……。

「ねえ、梨り央おさんもそう思うでしょ？」

「──そうだね。ここで争うのは辻つじ峰みねと霧きり谷やの協定を破ることにもなっちゃうし。でも、困ったことに簡単にはこの場を収められそうにない。だから……奥の手を使うよ」

「奥の手？」

「うん。もしくは、切り札ってところかな？」

　不思議そうにする七なな海みに微笑ほほえんでから、なぜか梨央姉ねえはこっちに近づいてきた。

　そして、彼女は俺のことを上目づかいに見つめながら、

「──ごめんね、冬とう夜やくん」



　あまりにも唐突に、俺の口唇に自分の口唇を重ねてきた。



「………っ!?」

　怒りでオーバーヒートしかけていた思考が、一気にフリーズする。

　キス。

　それは突然すぎるキスだった。微かに漂う甘いシャンプーの香り。口唇に感じる梨央姉の体温。柔らかくてちょっとだけ湿った温かい感触。そう、直に触れ合った梨央姉の口唇は、どうしようもなく温かくって……。

「………」

　……いや。

　なんで従姉とのキスシーンを鮮明に描写してるんだ、俺は。

「えへへ。キス……しちゃったね♪」

　完かん璧ぺきに思考停止する俺を無視するように、梨央姉は口唇を離してからちょっとだけ照れくさそうにしながら微笑んだ。

「───っ」

　ドクンッと、その屈託のない笑顔に心臓が高鳴ってしまう。

　辻峰梨央。

　こんな状況で言うのもなんだが、今の梨央姉はメチャクチャ可愛かわいく見えて……。

「り、りりり梨央っ！　いきなり何をしてるのよあんたはっ!?」

　その叫び声でハッと我に返った。

　見ると、ラピスがたった今自分の番い犬ぬの口唇を奪った梨り央お姉ねえに抗議をしていた。

「え？　何って、キスだけど？」

「そういうことじゃない！　なんであんなことをしたのかって聞いてるのよっ！」

「だって、あれくらいしないと冬とう夜やくんは大人しくなってくれなそうだったし」

「だからってなんでいきなりキスするわけっ!?」

「もしかして、ラピスも冬夜くんとキスしたかった？」

「はあっ!?　ち、違っ、わたしは……っ」

「ともかく。今のキスは冬夜くんを大人しくさせるための切り札。それに冬夜くんには前からボーナスをあげるって言ってたから。ちなみに……ボクは今のがファーストキス♪」

「っ!?」

　梨央姉のカミングアウトに、ラピスは「ふぁ、ふぁーしゅときしゅって……」と完熟リンゴみたいに真っ赤になってしまった。

　つーか、ボーナスって……そう言えば二ヶ月前に俺おれが退院するとき、梨央姉はそんなことを言ってた気もするが……。

「真ま由ゆ香かっ！　あんたもなんか言ったらどうなのっ！」

　自分だけじゃ不利と思ったのか、顔を真っ赤にしたままで援軍要請を出すラピス。

　対する真由香は……。

















「………」

　完かん璧ぺきに放心状態になっていた。しかも、立ったまま。どうやら実の姉と俺おれのキスシーンはショックが強すぎたらしい。武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいかよ、おまえは。

「け、けど、梨り央お姉ねえ。なんでこのタイミングでこんなことを……」

「さっきも言ったでしょ？　二ヶ月前にあげるはずだったご褒美。この二ヶ月間はどうも機会がなかったからね。それと、キスぐらいのショックを与えなくちゃ冬とう夜やくんは止まってくれないと思ったし。最後に──」

　梨央姉は、少しだけ頬ほおを赤くしてから。

「冬夜くんが……ボクのために怒ってくれたのが、すごく嬉うれしかったから」

「なっ」

「ともかく。冬夜くんも今のキスで頭が冷えたでしょ？　とりあえずここでケンカをするのはやめよう？　大丈夫。ボク、七なな海みちゃんが言ったことなんか全然気にしてないもん」

「───っ」

　梨央姉の言葉に、俺はペンダントを握る力を弱めるしかなかった。

　……チクショウ。どうしてあんたがそんなことを言えるんだよ。死にぞこないなんて言われて一番辛いのはあんただろ？　なのに……あんたにそんなこと言われちまったら、俺はもう怒れないじゃねえか……！

「アリス。《四銃奏カルテツト》を下ろして」

　そこで、七海がアリスに指示を出した。

　そして──。

「──ごめんなさい、梨央さん」

　素直に、頭を下げた。

「あなたを侮ぶ辱じよくするような発言をしたことは謝るわ。でも、あれは仕方がないことだったの。私には、どうしても確かめたいことがあったから」

「確かめたいこと？」

「ええ。まあ、色々とね」

　言って、七海は頭を上げて俺の方を見てから、微笑ほほえんできた。

「わかった。理由はわからないけど、ボクはきみの謝罪を受け入れるよ、七海ちゃん。お互いの屋敷では争っちゃいけないって協定もあるしね。というわけで、冬夜くんも七海ちゃんのことを怒っちゃダメ」

「お、おう……」

　七海の態度に違和感を感じつつも、俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》を再び首にかける。それを確認した後で、アリスも拳けん銃じゆうをスカートの下に隠した。もしかしたら、足にホルスターでも着けてるのかもしれん。

「うふふ」

　そして、俺おれたちが武器をしまった後で、七なな海みは不敵に笑う。

「それにしてもビックリしたわ。いきなりウィッチクラフトを使おうとするなんて……あなた、本当に家族想いなのね」

「……うるせえ。それより、これだけは言っとくぞ。もしさっきみたいな言葉をもう一度梨り央お姉ねえに言ってみろ。そのときは、俺はたぶん自分を抑えられねえ」

　そう、さっきは不意打ち過ぎるキスのおかげでなんとかクールダウンできたんだ。

　あれがなかったら、もしかしたら俺は……。

「ふふっ」

　しかし、七海は余裕ありげな態度を崩さなかった。

　そして、紅いストレートヘアを揺らしてから──一言。

「ええ。それは十分理解できたわ、お兄ちゃん」

「………」

　……空耳だよな？

　今すごくふざけたセリフが聞こえなかったか？

「……おまえ、今なんて言った？」

「あら、聞こえなかったかしら、お兄ちゃん。別に私があなたのことをこう呼んでもいいでしょう？　今の私は霧きり谷や七海。霧谷家の一員よ。そして、霧谷と辻つじ峰みねは言ってしまえば親しん戚せき同士。だったら、私にとってあなたは親戚のお兄ちゃんみたいなものじゃない？」

　言って、天使のようなスマイルを浮かべる七海。

　……いかん。何をうっかりドキドキしそうになってるんだ俺は。コイツは梨央姉にひどいことを言ったんだぞ。

「……いや」

　……でも、それについてはちゃんと謝ったし、コイツにも何か理由があったみたいだし、梨央姉だって謝罪を受け入れたじゃねえか。

　それに、梨央姉も俺に『怒っちゃダメ』って言ったわけで、そもそも赤の他人に『お兄ちゃん』って呼ばれようが俺は何とも──。

「ななな何をふざけたことを言ってるんですかあなたは!?」

　が、どう見ても納得してない人間が約一名。

　放心状態から回復したのか、真ま由ゆ香かが親の仇かたきでも見るような目で七海を睨にらんでいた。

「絶対にダメです。あなたが兄さんをそんな呼び方で呼ぶことは許しません」

「あら。どうして？」

「だって……いくら親戚と言ってもあなたは兄さんの妹じゃないでしょう？　だから、兄さんを『お兄ちゃん』なんて呼ぶのはおかしいことです」

「それを言うなら真ま由ゆ香かさんだって一緒じゃないかしら。あなたもお兄ちゃんのことを『兄さん』って呼んでるわよね？　妹でもないただの親戚いとこなのに」

「あ、あぅ……私はいいんです。私は生まれてから十年間も兄さんと一緒に暮らしていました。一緒に遊んだり、一緒のお布団で眠ったり、一緒に……お、お風呂に入ったり、そういう兄妹としての思い出がいっぱいあるんですから」

「私は男女の間に時間なんて関係ないと思うけど？」

「意味深なことを言って誤魔化そうとするのはやめてください！」

　ピコピコとリボンを揺らしながら叫ぶ真由香。

　……マズい。このままじゃマジで戦争が始まるぞ。今にも《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で斬きりかかりそうな顔してるもん、この従妹。

「おい、真由香。ちょっと落ち着け」

「えっ……でも、兄さん……」

「呼び名ぐらいでそう怒るなって。俺おれは別に気にしないぞ」

「兄さんが気にしなくても私は気にするんですっ！」

　むーっと納得いかなそうに唸うなる真由香。

　うわー、なんでコイツは裏切り者でも見るような目で俺を睨にらむんだ？　本ほん能のう寺じで死んだ織お田だ信のぶ長ながの悪霊にでも憑りつかれてるんじゃないだろうか。

「とにかく！　あなたが兄さんを『お兄ちゃん』なんて呼ぶのは認めません！　だって……だって……」

　真由香は顔を真っ赤にして目にうるうると涙を溜ためながら、それでも一生懸命に声を張り上げて、



「兄さんは、私だけの兄さんですから！」



「………」

　……あの、真由香さん？

　どうしてあなたはそんな恥ずかしいセリフを堂々と叫べるんでしょうか？

「……あっ。ち、違いますよ兄さん？　今のは兄さんの妹は私だけでいいということで、別におかしな意味があったわけじゃ……」

　自分の発言の恥ずかしさに気付いたのか、真由香はあわあわしながら弁解をスタート。

　……やべえ。

　超可愛かわいいんですけど、俺の従妹。まあ、コイツってガキの頃ころから『お兄ちゃんが欲しい』って言ってたし、今みたいなセリフを言っちまうのも無理はないか。

「わかったわ、真由香さん」

　ふうっと、七なな海みが仕方なさそうにため息を吐いた。

「私は『お兄ちゃん』って呼び方を使うのはやめましょう」

「七海さん……やっと私の言いたいことを理解してくれたんですね？」

「ええ。だから、これからは『お兄様』って呼ぶことにするわ」

「これっぽっちも理解してない!?」

「というわけで。これからよろしくね、お兄様♪」

「あ、ああ。よろしく」

「私を無視しないで下さい七海さん！　あと、兄さんもこんなキツネ女の呼びかけに応えちゃダメです！」

　必死に抗議する真ま由ゆ香か。ぎゃー、マズいマズいマズい。真由香は大和やまと撫子なでしこな外見とは裏腹に意外と激情家だ。まさかこんなにご機嫌ナナメになるとは。

　ともかく、なんとかこの場を収めないと……。

「いい加減にしなさいよ、二人とも」

　と、そこで響いたのは落ち着いた声。

　ラピスが、二人の間に入っていた。

「さっきから全然話が進んでないわ。真由香も一度落ち着きなさい。ここにはコイツの話を聞きにきたのよ？　あんたはそんなことも忘れちゃったの？」

「うっ……」

　ラピスの冷静な態度に、自分の言動が恥ずかしくなったのか、真由香は頬ほおを紅潮させたままでソファーに座った。

　……ビックリした。まさかラピスがこんなに綺き麗れいに場を収めるとは。外見は子供のくせにやけに落ち着いてやがる。今のラピスは、普段と違ってすごく大人っぽく見えて……。



　きゅぅぅぅぅ。



　なんて。

　感心しかけた直後、非常に気の抜けるメロディがラピスのお腹の辺りから聞こえた。

　………。

　まさか、このプチ猫……。

「あっ……ち、違うわよ!?　決して『お腹が空いたから早くうちに帰ってゴハンが食べたいなぁ』とか思ってたわけじゃないんだからっ！」

「………」

　……ダメだ。やっぱりラピスはラピスだった。いや、こんなことになったのは出かける前に「今晩の献立はラピスの好物のハンバーグだ」とうっかり情報をリークしてしまった俺おれに非があるのかもしれんが。

「ふふふっ」

　そんな姉の姿を見て、七なな海みは楽しそうに頬ほおを緩ませた。

「まあ、何はともあれ。そろそろ本題に入りましょうか。私が今日お兄様を呼んだのは、重要な話があるからよ」

「───っ」

　七海の声はさきほどとは違う緊張感を孕はらんでいた。

　……重要な話。

　それは、霧きり谷や家の当主としてってことなんだろうか？

「率直に言うわ」

　そして。

　七海はその瞳ひとみで俺のことを真っ直ぐ見つめたままで、



「同盟を結びましょう」



「……同盟？」

「そう。私がいる霧谷家とお兄様がいる辻つじ峰みね家。今まではずっと険悪な関係にあった両家だけど、これからは同盟を結んで協力関係を築いていきたい。少なくとも、霧谷の当主である私はそう思っているの」

「なっ──」

　辻峰と霧谷が同盟を結ぶだって？　そんなことが可能なのか？　だって、辻峰と霧谷はそれぞれがウィッチクラフトを巡る三大勢力の一角なんだぞ。

「七海ちゃん。それは本気で言ってるのかな？」

　霧谷の当主の質問に答えたのは、梨り央お姉ねえ──辻峰の当主だった。

「辻峰と霧谷は魔女が死んでから五十年間も争ってきたんだよ？　それなのに、今さら同盟を結ぶなんて……はっきり言って、正気の沙汰とは思えない」

「あら、そうかしら。私は今だからこそ同盟が必要だと思うわ。三年前の事件で、霧谷と辻峰は多くのウィッチクラフトを奪われてしまった。だったら、今は減少した戦力を補うために共闘するべきなんじゃない？」

「………」

　考え込むように、梨央姉は黙った。

　見つめ合う辻峰と霧谷の当主。

　──沈黙。

　少しの間、リビングを重い沈黙が支配した後で。

「簡単には、頷うなずけない」

「へぇ。それは交渉決裂という意味かしら？」

「今のところはね。この五十年間辻つじ峰みねと霧きり谷やはずっと険悪な関係だったわけだし、すぐに仲良くなるのは不可能でしょ？」

「うふふ。確かに、梨り央おさんの言う通りかもしれないわね。じゃあ、こういうのはどうかしら」

　言って、七なな海みはクスッと微笑ほほえんだ。

　そして、彼女は獲物を罠わなに嵌はめたキツネのように楽しそうな顔で、一言。

「霧谷と辻峰。お互いの友好を深めるために、両家の人間でお見合いをするの」

「──はい？」

　突然投下された爆弾発言に俺おれはポカンとするしかなかった。

　……お見合い？

　それは、つまり……。

「要するに……七海ちゃんは辻峰と霧谷の人間を政略結婚させたいってこと？」

「まあ、言ってしまえばそういうことになるわ。名案でしょう？　霧谷と辻峰の人間が婚約を結べば、必然的に両家の関係も近くなる。そうすれば、五十年もの間続いてきた霧谷と辻峰の争いに終止符を打てる。それは辻峰にとっても有益なことよね」

「……確かに、七海ちゃんの言うことは一理あるよ。辻峰と霧谷の人間が結婚するなんてことは今まで前例がなかった。そんな前代未聞なことが起きれば、両家の争いも終わるかもしれない。けど……一体、誰と誰がお見合いをするの？」

　そう、それは当然の疑問だ。

　もし真ま由ゆ香かや梨央姉ねえがお見合いの候補に選ばれるんだとしたら俺は断固反対だ。大事な家族を政略結婚の材料になんか絶対にさせねえ。

「ふふっ。やっぱり、問題はそこよね。というわけで、辻峰家のみなさんに一つ提案があるわ」

　しかし、七海はあくまで不敵に笑ってから。

「実は、私には好きな人がいるの」

　一直線に、俺のことを見つめてきやがった。

「………」

　……いや、ちょっと待ってくださいよ。

　まさかとは思うが、コイツの好きな相手って──。

「──お兄様」

　嫌な予感をビンビン感じてる俺を無視するように、七海は完かん璧ぺきなお嬢様の笑顔を浮かべたままで──告白する。



「あなたのことが……大好きです。だから、私と婚約してください」



「───」

　本日二度目の爆弾発言に、俺おれの意識は火星辺りまでふっ飛びそうだった。

　霧きり谷や七なな海み。

　彼女が俺に言った言葉は、どう考えてもプロポーズに違いなかった。



×　　　×　　　×





「そ、そんなのダメに決まってるでしょっ！」

　あまりのことにリアクションが取れない俺の代打として、ラピスが叫んでいた。

「《紅柩ピジヨンブラツド》！　あんた頭がおかしいんじゃないの!?」

「失礼なこと言わないで、お姉様。それに、その名前で呼ぶのはやめてくれない？」

「黙りなさい！　あんたの言ってることは全部おかしいわ！　そもそも、あんたはウィッチクラフトなのよっ!?　なのに冬とう夜やと……人間と結婚できるわけがないもんっ！」

「どうして？　お姉様も知ってると思うけど、私たち姉妹の身体の仕組みはほとんど人間と変わらない。ちゃんとエッチなこともできるし、子供だって作れるわ」

「そそそそそういうことを言ってるんじゃなくてっ！」

　カァアアアアっと赤面しながら叫ぶラピス。

　うん、気持ちはわかる。だっていきなり婚約とか結婚とか言われましても。第一、俺と七海は今日初めて出会ったのに……。

「ラピスの言う通りです、七海さん。そもそも兄さんと七海さんは今日初めて顔を合わせたのに、どうしていきなりプロポーズなんかするんです？」

　冷静な声で訊たずねる真ま由ゆ香か……って、マズい。頬ほおの辺りがピクピクと引きつってる。どうやら叫びたいのを必死に我慢してるっぽい。まあ、俺だって自分の家族が政略結婚の道具にされたら嫌だし、気持ちはわかるが。

「うふふ。それは仕方ないわよ」

　爆発寸前の真由香に、七海は微笑ほほえんだままで、一言。

「だって、好きになっちゃったんだもん」

「なっ──」

「霧谷家の当主になってから、私は辻つじ峰みね家のことを色々と調べた。そして、お兄様の存在を知ったわ。そのときに……胸がキュンってなっちゃったの。言うなれば、一ひと目め惚ぼれね」

「ひ、一目惚れって……っ」

　七なな海みの強烈なカウンターパンチに、真ま由ゆ香かはフラフラとダウン寸前だった。これがボクシングの試合だったら間違いなくセコンドがタオルを投入してるだろう。

　七海のあまりにもストレートな告白に、真由香はまったく反論できなくて……。

「──けれど。よく考えてみれば真由香さんの言うことも一理あるのかもしれないわ」

　だが。

　なぜか七海は、真由香の意見を聞き入れていた。

「私とお兄様は今日初めて出会った。お兄様は私のことをまったく知らないのは事実。いくら霧きり谷やと辻つじ峰みねの同盟のためとは言え、私だってお兄様の意思を無視してまで結婚なんかしたくない。だから……」

　ビシッと、七海はほっそりとした白い指で俺おれのことを指さした。

「来週の週末、デートをしましょう」

「……デート？」

「そうよ、お兄様。あなたには私と一度デートをしてもらってから、婚約をするかどうか決めて欲しいの。結婚を前提としたお付き合いということでもいいし、きっぱりとこの話を断ってもらっても構わない。なんなら、保留ということでもいいわ」

「つまり……おまえは俺とお見合いデートがしたいってことかよ？」

「ええ、もちろん。だって──」



「私は、お兄様のことが大好きだから」



「───っ」

　あまりにも真っ直ぐすぎる告白に、動悸が速くなる。少なくとも、俺には七海の言葉が嘘うそには思えなかった。

「───」

　でも、七海は俺なんかのどこに惚ほれたんだ？　辻峰家のことについて調べているときに俺を知ったって言ったけど……少なくとも、俺は至ってノーマルな高校生。いや、ロクデナシな親父のせいで借金が五千万ほどあるが、それは理由にはならねえだろうし。

　だから、わからねえ。

　コイツは、俺についての何を知っている？

「──七海ちゃん」

　そして、次に七海に質問するのは梨り央お姉ねえ。

　辻峰家の当主は、その大きな瞳ひとみを真っ直ぐ七海に向けていた。

「きみは、一体何がしたいのかな？」

「………。それは……どういう意味かしら？」

「言葉通りの意味だよ。だって、七なな海みちゃんの言動はあまりにも唐突すぎるもん。いきなり辻つじ峰みねと霧きり谷やの同盟を結びたいって言い出して、極めつきは冬とう夜やくんへのプロポーズ。そう、何もかもが唐突過ぎる。はっきり言って、何か動機があるとしか思えないよ」

「………」

　梨り央お姉ねえの言葉に、少しだけ黙る七海。

　そして、「はあっ」とどこかあきらめた様子でため息を吐く。

「さすがは辻峰家の当主さん。一筋縄じゃいかないわね」

「じゃあ、やっぱり七海ちゃんには動機があるんだね？」

「大正解。ただしこれは私個人というより、霧谷家の動機って言った方がいいのかもしれないけれど」

「霧谷家の？」

「その通り。私とお兄様が婚約して辻峰と霧谷が同盟を結べば、私たちの戦力は倍増する。当然よね。だって、戦闘用の《Ⅸノウエム》を三つも所有できるんですもの」

「………」

　今度は梨央姉が黙る番だった。

　……確かに、七海の言ってることは一理ある。辻峰と霧谷。ウィッチクラフトを巡る三大勢力の内の二つが一つになれば、俺おれたちの戦力は著しく増加する。

　遺産№７──《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　遺産№８──《四銃奏カルテツト》。

　遺産№９──《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　九十九あるウィッチクラフトの中でも、《Ⅸノウエム》と称される一ひと桁けた台の数字を持った九つの遺産。その内の戦闘に特化したものが三つも集まるんだ。もし俺と七海が婚約して同盟が実現すれば、かつてない大きな戦力が生まれることになるかもしれん。

「───」

　でも、わからねえ。

　霧谷七海。

　遺産№２──《紅柩ピジヨンブラツド》。

　コイツは……いや、霧谷家はそれほどの戦力を使って一体何をする気なんだ？

「………」

　気付けば、いつの間にか俺たち全員の視線が七海に集まっていた。

　そして──。

「──いいわ。教えてあげる」

　七海は、その視線に応えるように立ち上がった。

　そう、胸にある紅い刻印を見せびらかすように輝かせながら。

「告白しましょう。霧きり谷やが辻つじ峰みねと同盟を結びたい動機。それは──復讐よ」

「………っ！」

　瞬間、背筋に氷塊を叩たたき込まれたような悪寒が走った。

　──復ふく讐しゆう。

　霧谷家が復讐したい相手。そんなの簡単に想像が付くさ。だって、霧谷家は三年前に起きた事件で、多くの人間をあいつに殺されたはずなんだから。

「ふふっ。きっとあなたの考えは当たっているわ、お兄様」

　まるで俺おれの心を先読みしたかのように相あい槌づちを打ってから。

　霧谷七なな海みは、歌うように滑らかな口調で、告げる。

「霧谷家の目的はたった一つ。三年前の事件を起こした張本人であり、ウィッチクラフトを巡る三大勢力の一角を担う少女──セツナの討伐。そして、遺産№４《魔狼フエンリル》の蒐しゆう集しゆうよ」










第３章　会議の時間です。



　余談だが、俺は剣を振るのが好きだ。

　ガキの頃ころは真ま由ゆ香かや梨り央お姉ねえと一緒に近くの道場で剣術を習っていたし、中学校時代はずっと剣道部にいた。まあ、三度の飯よりギャンブルが好きな親父ロクデナシのせいで高校からはバイトに専念してたけどさ。

　それでもヒマがあれば竹刀を振ってたし、剣の腕には多少の自信があったんだが……。

「行きますよ、兄さん」

　真由香の凜りんとした声が鼓膜を叩く。

　六月十九日、早朝。

　場所は千せん羽ば学がく園えんの敷地内にある剣道場。そこで俺は真由香と鍛錬をしていた。そう、お互いのウィッチクラフトを使った模擬試合を。

「───っ！」

　瞬間、真由香が一気に間合いを詰める。

　そして、放たれる刃。狙ねらいはこちらの右胴。普通ならバックステップで躱してもいいが、真由香にはそんなマニュアル通りの受け方は通用しない。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力──氷結。

　氷で作られた刀身は空気中の水分を奪って自由自在に長さや形を変えることができる。だから、中途半端な逃げは伸縮自在の刃によって追いつかれてしまう。

　よって、ここは──。

「──ぐっ！」

　重く鈍い金属音とともに、迫りくる刃を手に持った剣で防ぐ。そう、これがベストな対処法。後は間合いに気を付けながら打ち合ってチャンスを……。

「！」

　しかし、そんな俺おれの考えは一瞬で砕けることになる。

　剣道場に響いたのは、硝子が壊れるような破砕音。

　突如、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の刃が粉々に砕けていた。

「なっ……」

　あまりのことに言葉を失う。砕けた刀身はいくつもの氷の破片かけらとなって、俺の両腕に飛び散った。そして、

「──《氷縛ロツク》」

「………っ!?」

　真ま由ゆ香かの呟つぶやいた言葉とともに、俺の両腕に付着した無数の氷の破片が凍り付いていく。

　そう、俺の両腕を氷で覆い、その動きを封じるように……！

「くっ、おおおっ！」

　このままじゃ詰む。

　瞬間的にそう判断した俺は、腕を動かして凍り付きかけた氷を振り払う。

　結果、どうにか拘束から抜け出すことに成功したが、

「──一本おわりです」

　拘束を解くわずかな隙すきを突くように、真由香が新しく作り直した《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の刀身を俺の右わき腹に打ち込んでいた。

　試合終了。

　真由香の言葉通り、見事な一本勝ちだった。

「……くそっ。これで今日は俺の四勝六敗か。にしても、今のはビックリしたぞ。刀身の形を変える以外に、あんなこともできるんだな」

「はい。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力は氷結。砕いた刀身を再び凍り付かせて一瞬だけ相手の動きを封じるくらいなら、私でもできます。それより、兄さん。そろそろ終わりにしませんか？　時間的にも厳しくなってきましたし」

「ああ、もう少しでＨＲホームルームが始まっちまうか」

　言ってから、俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》をペンダントの形へと戻す。

　俺おれが学園に転入して以来、よくこんな感じで真ま由ゆ香かと千せん羽ば学がく園えんの道場で鍛錬をしてる。他にも河川敷をランニングしたり、屋敷に帰ってからも庭で鍛錬したりしてるので、ぶっちゃけ下手な運動部の練習よりもシンドいぜ。

「でも、最初はこんな風に真剣で鍛錬ができるとは思ってなかったよ」

「まあ、真剣といってもこれはウィッチクラフトですからね」

　言ってから、真由香は氷でできた刃を水蒸気に変えて霧散させた。

　そう、当たり前だが真剣を使った鍛錬なんて普通はできやしない。お互いにシャレにならない怪我をする可能性があるし、刀だって傷んでしまう。

　でも、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》は普通の刀とは違う。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》は空気中の水分を集めて刀身を作る際に、意図的に刃を潰つぶして切れ味をなくすことや、刀身の硬度をある程度コントロールできるらしい。つまりは、鍛錬用の安全な刀を作れるってことだ。

　それは俺の《剣舞士の首飾りソードダンサー》も同じ。

　こっちの能力は刀剣変化。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》ほど自由自在に刀身を変化させるのは無理だが、刃を潰して硬度を安全なものに変えるぐらいなら簡単。おまけに多少の傷なら自己修復されるっぽい。

　だから、こうやって限りなく実戦に近い鍛錬ができるわけだ。

「それにしても、やっぱり真由香って結構体力があるんだな」

「そ、そんなことはありませんよ。昔は持久走や剣道じゃ兄さんや姉さんに一度も勝てませんでしたし」

　褒められたのが照れ臭かったのか、真由香はほんのちょっぴり頬ほおを赤く染めた。その服装は白と黒の剣道着。大和やまと撫子なでしこっぽい雰囲気の真由香にはよく似合ってると思う。

「けど、兄さんが本家に戻ってきてくれて本当によかったです」

「えっ？」

　思わず聞き返すと、真由香は髪を結んでいるリボンをちょこっと揺らしてから、嬉うれしそうにはにかんだ。

「だって、兄さんと一緒に鍛錬ができるのは……すごく、幸せですから」

「そ、そうなのか……」

　ぐわー、なんて恥ずかしいことを言いやがるんだコイツは。まあ、俺が来るまでずっと独りで鍛錬をしてたせいで誰だれかと一緒にできるのが嬉しくてたまらないんだろうけどさ。

「まあ、競う相手がいた方がモチベーションも上がるしな」

「ふふっ。でも、ランニングをしているときに私が先を走り始めると、兄さんは毎回『ちょっと休もう』って言うじゃないですか。ダメですよ、あんまりサボっちゃ」

「あ、あはは、悪い」

　……言えない。真ま由ゆ香かの後ろを走ってると意識がある一点に集中しちゃうとかマジ言えない。コイツの走ってるときの服装はトレーニングジャージとスパッツ。だから後ろにいるとどうしても目に入るんだよ。その……お尻しりに浮き出た下着のラインとか。

「それにしても、真由香は昔に比べてホントに強くなったと思うぞ」

　恥ずかしさを誤魔化すように話をチェンジ。

　そう、真由香は本当に強くなった。昔は俺おれや梨り央お姉ねえに剣道で勝てなくてよく泣いてたのに、今じゃ俺からも一本を取るレベルだからな。

　コイツがここまでの実力をつけるのには、それこそ血を吐くほどの鍛錬をしたんだろう。三年もの間、辻つじ峰みね家の役目を継ぐために真由香はたった一人で努力してきたんだ。

「……いえ、私はまだまだですよ」

　しかし、真由香は小さな声で呟つぶやいた。

「昔の姉さんの方が、もっと強かったです。姉さんは私よりも《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使いこなしていましたし、剣の腕だって……」

「あー、梨央姉は別格だぞ。俺だって、梨央姉には一度も勝てなかったし」

　辻峰梨央。

　普段は小悪魔キャラ全開な辻峰家当主だが、剣を握らせればすごかった。そういや小学生の頃ころにはすでに大人の有段者と試合をしてたっけ。しかも、勝ってたし。

　──天才。

　あまりにもありきたりな表現だが、あの人にはそんな言葉がピッタリだ。そう考えると、努力型の真由香とは正反対なのかもしれん。

「まあ、そこまでコンプレックスを抱くことでもねえよ。誰だれかに負けた苦い思い出ってのも結構大事だぜ？　本当に強いヤツってのは、そういうもんを糧にして努力してくもんだ。それに、俺だって真由香と一緒に鍛錬できてすっげえ嬉うれしいぞ」

「兄さん……」

　ちょっとだけ黙った後、真由香は「……ありがとうございます。私、もっと頑張りますね」と呟いた。……うーむ、我が従妹ながら健気なヤツだ。こうして見てると、やっぱり真由香はお淑やかな大和やまと撫子なでしこって感じがする。

「つーか、よくこんな場所の使用許可が下りたよな」

　言ってから、俺たち以外誰もいない剣道場を見渡した。

　うちの学園の剣道部は数年前から部員が一人もいなくなってしまって実質休部状態だそうだ。なのでこの剣道場も絶賛放置中。だから、俺たちがありがたく使わせてもらってるわけなんだが……。

「何も問題はありません。辻峰家はこの学園にある程度のコネを持ってますから、これぐらいは簡単です。それに、学園に私と兄さんだけの秘密の場所があるというのは……とてもステキなことな気がします」

「ああ。ここなら誰だれも来ないから安心してウィッチクラフトを使った鍛錬ができる」

「うっ……そういう利点もありますが……せっかく学園で二人きりになれるのに……」

「ん？　悪い、真ま由ゆ香か。声がちっちゃくてよく聞こえなかった」

「………っ。い、いえ、ただの独り言です。それより、早く教室に行きましょう」

「？　おう、そうだな」

　現在の時刻は八時。

　もうすぐ朝のＨＲが始まる時間だから着替えて剣道場を出なくちゃいけない。そんなことを考えながら、自分のカバンから出したスポーツタオルで髪についた汗を拭ふいて、グビグビとペットボトル入りのポカリを飲んでいると……。

「……あっ」

　真由香が自分のカバンを覗のぞきながら小さな声を出した。そのままチラッと俺おれの持っているタオルに目を向けてくる。

「あれ？　真由香、もしかしてタオルを忘れたのか？」

「……はい。そうみたいです」

「なんなら、俺のタオルでよければ貸すぞ？」

「えっ……でも、それは……」

「あっ、ごめん。もう使っちゃったし、汗とか匂においが付いてるのは嫌だよな」

「い、いえ、そんなことはありません。むしろ……」

「むしろ？」

　訊たずね返すと真由香は「あっ……あぅ……えっと……」と顔を俯うつむかせた。

　そして、数秒考え込んでから、意を決したように、

「……わかりました。じゃあ、借りてもいいですか？」

「もちろん。ほら」

「あっ……あぅ……やっぱり、兄さんの匂いがします……」

「そりゃああれだけ鍛錬すれば汗もかくさ」

「そ、そうですよね……」

　なぜか微かに顔を赤くしながら、真由香は俺のタオルで自分の汗を拭ぬぐっていた。

　うーむ、改めて見ると真由香ってホントに剣道着が似合う。

　しかも運動した後だから肌がほんのり火照ってて、鎖骨のあたりに浮かんだ小さな汗の雫しずくがなんとも色っぽい……って、うわー、よく見たら剣道着の胸の辺りがズレて桃色の下着が覗いてるんですが……。

「……きゃっ」

　俺の視線に気付いたのか、真由香が自分の胸元をタオルで隠すように覆った。そのまま少し潤んだ目で抗議でもするみたいに俺おれを見つめてくる。

「……兄さんのえっち」

「うっ……悪い。胸元がズレてるって教えづらくてさ」

「だからって、あんなにジっと見られたら……その、恥ずかしいです……」

　頬ほおを紅潮させながら俯うつむいてしまう真ま由ゆ香か。うわー、なんだこの気マズい空気は。ここはなんとかしてフォローを入れなければ……。

「ご、ごめん。お詫わびと言っちゃなんだけど……何かおまえの言うことを一つ聞くよ」

「えっ……ホントですか？」

「ああ、俺は辻つじ峰みね家の家事係だし、雇用主様の命令なら多少は聞くさ」

「………。わかりました。じゃあ、昨日のことで少し相談したいことがあるんですけど、いいですか？」

「おう。俺でよければなんでも聞いてくれ」

　従妹の真剣な表情に即答する。そう、昨日は色々なことがあった。もしコイツが悩みを抱えてるんだとしたら、兄貴分としてちゃんと聞いてやらなくちゃいけないと思う。

「じゃあ、聞きますね？」

　ふうっと、真由香はどこか緊張した様子で息を吐いてから、

「兄さんは昨日姉さんにキスされてどう思いましたか？」

「………」

　……すごいね。

　完かん璧ぺきに俺の予想のナナメ上を行く質問をしてきやがったよ、この従妹。

「おい、真由香。どうしてそんなことを聞くんだ？」

「だ、だって兄さんは言ったじゃないですか。『なんでも聞いてくれ』って。それに……ほら、私は姉さんの妹じゃないですか。だから……気になるんです。もし昨日のキスがきっかけで兄さんと姉さんが……そ、そういう関係になったりしたら……」

「そういう関係って……」

　あー、つまりコイツは昨日のキスがきっかけで俺と梨り央お姉ねえが付き合うかもしれないって思ってるのか？　まあ、妹として姉の恋愛事情を心配するのは当然なのかもしれん。

「心配すんなって。俺と梨央姉はそういう関係にはならねえよ。そもそも梨央姉は俺にそんな感情を抱いてないと思うし。昨日のキスだってスキンシップの一環だと思うぞ」

「スキンシップ……」

「ああ。俺たちは家族なんだし、あれぐらい普通なんじゃないかな」

「………。じゃあ、兄さんは……私ともキスをしてくれるんですか？」

「ああ。真由香も家族なんだし、それぐらいはスキンシップで……」

　……って、待て待て待て。

　今、会話の勢いに流されてとんでもない回答をしてしまったような……。

「……兄さん」

「！」

　不意に真ま由ゆ香かが俺おれを呼んで……うわー、直視できねえ。どうして捨てられた子犬みたいな目をしてるんだコイツは。

「お、落ち着け真由香！　つーか、どうしていきなりキスなんて言い出すんだよ!?」

「それは……実は、昨日の夜に夢を見てしまって……」

「夢？」

「……はい。兄さんが私に……キ、キスをする夢でした……」

「………」

「しかも……何度も何度も……」

「………」

「きっと兄さんと姉さんのキスを見たせいでそんな夢を見てしまったんだと思うんですが……恥ずかしくて夜中に目が覚めてしまいました。そのまま、朝まで寝付けなくて……」

「へ、へえー、そうなんだー……」

　ふざけんなよ、夢の中の俺。どうしておまえは現実の俺にできないことを簡単にやってのけるんだ。そこに痺しびれて憧あこがれちゃうじゃねえか。

















「もし今夜もあんな夢を見たら……私はまた眠れなくなってしまいます。だったら、いっそのこと現実でキスに対する免疫をつけた方がいいと思って……お願いします。こんなこと、兄さんにしか頼めないんです」

「うっ……」

　……落ち着け、辻つじ峰みね冬とう夜や。状況をもう一度確認しろ。

　早朝の学園。誰だれもいない剣道場。鍛錬の後で火照った身体。そして真ま由ゆ香かとキス……って、うわああああなんだよその青春っぽいラブコメイベントは！　昨日の梨り央お姉ねえのキスはあの人なりのスキンシップだと思うが、だからって真由香ともキスをするのは……。

「…………兄さん」

「!?」

　甘えるような声で呼ばれて、呼吸が止まりそうになった。

　目の前にいるのは剣道着姿の真由香。とろんと瞳ひとみを潤ませた従妹は、まるですがるような上目づかいで俺おれのことを見つめてきて──。



　ＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ……。



　瞬間、剣道場の空気を揺らしたのは無機質な電子メロディだった。

　音につられるように、真由香の視線が俺の背後へＧＯ。おそらく、発信源は真由香のカバンに入ったケータイ。

「……すいません、兄さん」

　さすがに無視するのもどうかと思ったらしく、真由香はカバンの中に入っていたケータイを取り出した後でボタンを操作して、

「……なんですか、ラピス」

『うわっ、なんでそんなに不機嫌そうなのよ真由香！』

　スピーカーホンにしたらしく、ケータイから聞き慣れた声が大音量で聞こえてきた。どうやら電波の向こうにいるのは我が家のプチ猫っぽい。

「べ、別に私は不機嫌じゃありません。それより、どうして電話してきたんです？」

『だって、そろそろＨＲの時間でしょ？　それなのに真由香たちが教室に来ないから……あっ、まさか……剣道場で冬夜と何かおかしなことを──』

「お、おおおおかしなことなんかしてませんよ!?　そもそも、どうしてそういう考えに至ったんですか!?」

『えっ……えっと、言いにくいんだけど、実は昨日の夜にトイレに行こうと思って真由香の部屋の前を通ったとき、「あっ、ダメです兄さん、そんなに優しくされたら、私……私……っ」みたいな寝言が聞こえてきて──』

「きゃああああああああっ!?」

　ラピスの言葉を遮るように叫んでから、「今すぐ教室に行きますから待っててください！」と真ま由ゆ香かは電話を切った。そして、「あっ……」と呟つぶやいてから俺おれに目を向けて、

「ち、違うんです、兄さん。私はラピスが言ったみたいな寝言は一言も……」

「……うん。わかったよ。だから、そろそろ教室に行こうぜ？」

「えっ……でも……」

「今すぐ行くって言ったのはおまえだろ？」

「うっ」

　ぎゅっと剣道着の袖そでを握りしめた後、真由香は「……わかりました」と小さな声で呟いてから、カバンにケータイをしまった。

　……ああ、助かった。今回ばかりは我が家のプチ猫に感謝せねばなるまい。ただでさえ昨日は色んなことがあったっていうのに、これ以上トラブルが起きたら俺の対応キャパシティが限界を超えてしまう。

「───」

　そう、昨日は本当に色んなことがあった。

《紅柩ピジヨンブラツド》こと、霧きり谷や七なな海みとの初遭遇。辻つじ峰みねと霧谷の同盟。突然のプロポーズと俺へのデートの申し込み。そして、霧谷家の目的。

「昼休みになったら会議か」

　昨日、七海からの話が終わった後で俺たちが彼女に伝えた答えは──保留。そして霧谷家から帰った後、梨り央お姉ねえは「今日は色んなことがありすぎたから、各自明日のお昼までに自分の意見をまとめておいて」と言った。

　おそらく、昼休みにメシでも食いながら会議をするんだろう。

「……荒れなきゃいいけど」

　なんとなく嫌な予感を感じながらも、俺はそれが的中しないことを祈りながら剣道場を出た。
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「ぜーったい反対よっ！」

　午前の授業が終わって昼休みが始まってから数分。案の定、俺の不安は的中してしまうのだった。

「ラピス。少し落ち着け」

　千せん羽ば学がく園えん第一校舎の屋上。集まった俺たちに梨央姉が「じゃあ、そろそろ始めよっか」と言った途端、叫んだのはラピスだった。見事なシュプレヒコール。今にも過激派市民団体あたりからスカウトが来そうな勢いである。

「つーか、そんなに怒鳴るなって」

「うるさいバカ冬とう夜や！　これが落ち着けるもんですかっ！　わたしはあんたと《紅柩ピジヨンブラツド》の婚約なんか絶対に認めないからねっ！」

　叫んだ勢いそのままに「ふんっ」と息を吐くラピス。

　これじゃまるで娘の結婚に反対する頑固オヤジだ。いや、ピクニックよろしく屋上にレジャーシートを広げてその上でお弁当を食べてるんだから緊張感はゼロだが。ちなみに、春休みに俺おれと真ま由ゆ香かが試合をやったときと同じで、この屋上は俺たちの貸切である。

「あはは、ラピスもそんなにツンツンしないで。ボクたちがこうやって学園で一緒にお昼を食べることはあんまりないんだしさ。冬夜くんだって普段はクラスメイトの男の子と食べてるだろうし、ボクもあんまり合流できないもん」

「まあ、梨り央お姉ねえは学年が違うからな」

「というわけで、待ちに待った一いつ家か団だん欒らん学園ランチのスタート。ではでは、冬夜くん。ボクのお弁当の卵焼きを分けてあげるよ。はい、あーん♪」

「いや、梨央姉。その卵焼きは俺の弁当にも入ってるからな？」

　そもそも、ここにいる全員の弁当を作ったのは家事係である俺だ。献立はハンバーグ、ウィンナー、卵焼き、ポテトサラダ、そしてわかめゴハン。朝は鍛錬のせいであんまり料理をする時間がないから、昨晩の夕食の残り物で誤魔化してる感じ。

「でも、たまにはこうやってみんな一緒に学園でメシを食うのも悪くないか」

　会議っていう名目はあるけど、学園で家族が全員一緒なのは結構新鮮で楽しい。少なくとも本家に来るまでの俺は、こんな学園生活が送れるとは夢にも思ってなかったよ。

「ところで、ラピス。一つ質問していい？」

　俺に食べさせるはずだった卵焼きを自分の口に放り込んでもにゅもにゅと咀そ嚼しやくしてから、梨央姉がラピスに話しかけた。

「ラピスはどうして冬夜くんと七なな海みちゃんが婚約するのが嫌なの？」

「そんなの決まってるでしょ。コイツはわたしの犬だもん。知らないヤツといきなり結婚しちゃうのはわたしの躾しつけに反するわ」

　おまえはどこのトップブリーダーだ。そこまで俺の私生活に首を突っ込まなくていい。

「でも、七海ちゃんはラピスの妹なのに」

「ふざけないで。わたしは妹なんか欲しくないもん。それに……会ったばっかりなのにいきなり妹なんて言われても困るのよ……」

「うわー、ニャピスのツンデレー」

「うううううるさいっ！　ニャピスって言うなっ！」

「けど、妹は最高だよ？　可愛かわいいし、一緒に遊べるし、色んな服を着せてカメラで撮影できるもん」

　えへへっとはにかむ梨り央お姉ねえ。

　……オイ、最後の理由は若干アブノーマルじゃねえか……って、うわー、真ま由ゆ香かの顔がすっげえ真っ赤になってるんですけど。一体どんな服を着せられればこうなるんだ？

「……コホンっ」

　話を逸らすためなのか、真由香は一度だけ咳せきばらいをした。

「姉さん。私もラピスと同じで兄さんと七なな海みさんの婚約には反対です。そもそも婚約の話の前に、辻つじ峰みねと霧きり谷やが同盟を結ぶということを信じる方が無理です。きっとこれには何か裏があるに決まっています」

　それに……あのキツネ女は兄さんのことを『お兄様』なんて呼んでましたし……と真由香はラピスと別の理由でご機嫌ナナメになっていた。ていうか、キツネ女って。まあ、確かに七海ってどことなくキツネっぽい。外見じゃなくて主に性格が。

「なるほど」

　にっこりと、何やら梨央姉は楽しそうにラピスと真由香に向かって微笑ほほえんでいた。

「つまり、二人は七海ちゃんに冬とう夜やくんを取られちゃうのが嫌なわけだね？」

「「なっ」」

「ボクだって冬夜くんを取られちゃうのはヤダよ？　七海ちゃんが霧谷の当主な以上、婚約したら冬夜くんは婿入りすることになっちゃうし。それに、まだ叔父様の借金も返してもらってないもん」

「そっ……そうですよねっ。兄さんには五千万も借金があるんですから、ずっと我が家の家事係いぬをやらせるべきですっ」

「うっ……うん！　わたしもそう思うわ！　それに、冬夜が飼い主であるわたし以外にシッポを振るようなことになったらヤダもん！」

　息をピッタリ合わせながら相あい槌づちを打つラピスと真由香。

　まあ、現実問題俺おれは借金という鎖で辻峰家に繋つながれてるわけだし、あっちに婿入りするわけにはいかねえよなぁ。

「でも、それは別として」

　が。

　梨央姉は、そこで俺に目を向けてから、

「冬夜くんには、七海ちゃんとお見合いデートをしてきて欲しいの」

「「ええええええええええっ!?」」

　再びラピスと真由香の声が綺き麗れいにデュエット。……つーか、マジで息ピッタリだなコイツら。え？　俺？　あいにくだがビックリしすぎて叫ぶことすら不可能だ。なんで俺と七海がデートしなくちゃいけないんだよ？

「落ち着いて、二人とも。ボクだって真ま由ゆ香かと同じで七なな海みちゃんのことは信用しきれてないよ？　でも、もし本当に辻つじ峰みねと霧きり谷やが同盟を結べたとしたら、それはすごいことなの。なにせ両家は五十年間も争ってたんだから」

「けど、霧谷の目的はセツナを倒して《魔狼フエンリル》を蒐しゆう集しゆうすることなんだろ？」

　そのために、辻峰の協力を求めているんだと思う。しかし、いくら《Ⅸノウエム》を三つ集めたからって簡単にセツナに勝てるとは思えない。

　三月に出会って以来、セツナとは一度も遭遇していないが、それでも初めて出会ったときのことは忘れられない。

　遺産№４──《魔狼フエンリル》。

　その能力は、獣化変身。所有者の身体を獣へと変えることで、身体能力と闘争本能を爆発的に強化。さらに不死身と言っていいほどの回復力を与える。三ヶ月前、俺おれはその能力をまざまざと見せつけられた。

　そして、セツナの圧倒的な強さも──。

「たぶん、霧谷には勝算があるんじゃないかな？　じゃなかったらこんな話を持ちかけてくるとは思えないもん。あっちも《Ⅸノウエム》を一つ持ってるから、戦力がゼロってわけじゃないし」

「確か、《四銃奏カルテツト》だっけ。あの拳けん銃じゆうの能力は知ってるのか？」

「もちろん。《四銃奏カルテツト》の能力は──焔えん弾だん。簡単に言っちゃえば、炎ほのおの弾丸を撃うち出す能力。ちなみに、四重奏カルテツトの名前通り弾丸には四つの種類があるんだ」

「炎の弾丸……ね。なんだか、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》とは真逆の能力だな」

「ふふっ、いい所に気付いたね。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と《四銃奏カルテツト》は対を成すウィッチクラフトなの。刀と銃。氷と炎。そして、辻峰と霧谷。あの二つは、遠い昔に魔女が両家に授けたものなんだよ」

「なるほど……」

　何にしろ、霧谷は《四銃奏カルテツト》を使ってセツナに復ふく讐しゆうしようとしている。

　三年前の事件。

　そのきっかけはセツナが《魔狼フエンリル》を暴走させたこと。詳しい経緯は知らないが、霧谷は当時の当主も含めて多くの人間が死んでしまった。だったら、セツナのことを恨むのも仕方ないかもしれん。

「でも、あのメイドには気を付けた方がいいわよ。だって、あいつの持ってるウィッチクラフトは《四銃奏カルテツト》だけじゃなかったもん」

「………っ。ラピス、それはつまり……」

「ええ。たぶんあいつは冬とう夜やと同じ二重所有者ダブルホルダー。何を所有しているかまではわからなかったけど、あのメイドからはウィッチクラフトの気配を二つ感じたの」

「では、霧きり谷やの戦力はあのメイドさんということですか。霧谷も辻つじ峰みねと同じで三年前の事件でほとんどのウィッチクラフトを奪われていますから、新しいものをどこからか手に入れたのかもしれませんね」

　注意が必要です、と真ま由ゆ香かは呟つぶやいた。確かに、あのアリスって子が何のウィッチクラフトを持ってるかわからない限り警戒はしとくべきか。

「まあ、何が言いたいかっていうとね。ボクはもうちょっと様子を見てもいいんじゃないかなって思うんだ。このチャンスを逃したら辻峰と霧谷が同盟を結べる機会はもう来ないかもしれない。それに──《魔狼フエンリル》を蒐しゆう集しゆうできる機会も」

「やっぱり、梨り央お姉ねえは《魔狼フエンリル》を蒐集したいのか？」

「当たり前だよ。セツナがウィッチクラフトを狩り続ける限り、辻峰家の当主として野放しにはできないもん」

「………」

　でも……梨央姉にとって、セツナは友だちだったんじゃねえのかよ？

　親友。

　俺おれの記憶が正しければ、三月に梨央姉はあいつのことをそう呼んでいた。そして、あいつのことを庇かばうようなことも言ってたっけ。

「───」

　ひょっとしたら……梨央姉は迷ってるんだろうか？

　辻峰家の当主としては霧谷と同盟を結んで《魔狼フエンリル》を蒐集したい。でも、辻峰梨央個人の意見としてはセツナのことを庇ってやりたい。

　その二つの想いの結果が、様子見なのかもしれん。

「だから、冬とう夜やくんにはとりあえず七なな海みちゃんとデートをしてきて欲しいんだ。そして──できれば七海ちゃんに探りを入れてきて」

「探り？」

「ホントに辻峰と同盟を結ぶ気があるのかどうか確かめて欲しいってこと。それに……個人的な勘だけど、七海ちゃんはボクたちにまだ何か隠してそうな気がするし」

「つまり、デートをしながらあいつの真意を見極めてこいってわけか。まあ、梨央姉は俺の雇用主だし、家族がマジメに頼んでんだから断れねえよ。ただ……あの霧谷七海って女は一筋縄じゃいかなそうな気が……」

「うーん、そうだよね。七海ちゃんってＳっぽいところがありそうだもん。あの子って好きな人を見るとイジメたくなっちゃうタイプだよ。でも、きっと大丈夫。だって、七海ちゃんは冬夜くんのことが大好きなんだよ？」

「……いや、梨央姉。さっきの真由香の話じゃないけど、七海が俺を好きだってのはもしかしたらあいつの嘘うそかもしれねえぞ」

「ううん。それはないね。ボクの乙女の勘に賭かけて。もし違ったら、冬とう夜やくんにボクの胸を触らせてあげてもいいよ？」

「マジすか!?」

　……って、やめろ、辻つじ峰みね冬夜。今はうっかりテンションをＵＰさせてる状況じゃねえ。その証拠にラピスと真ま由ゆ香かがジト目で俺おれのことを睨にらんでるし。下手をしたら平和なランチ会場が悪夢のリンチ現場にシフトチェンジしちゃうぜ。

「姉さん。一つ訊きいてもいいですか？」

　俺の横にいる真由香が質問する。

「兄さんが七なな海みさんとデートするということはわかりました。……いえ、本当はすごく不満ですが、ここは辻峰家のためということで百歩譲って納得します。でも……」

　どうしてか頬ほおを赤く染めながら、真由香はかなりマジメ口調で、



「もし、兄さんが七海さんにオトされちゃったらどうするんですか？」



「………」

　……タイムタイム。

　いきなりオトされるって言われましてもね。

「大丈夫だ、真由香。その心配はない」

「え？　ホントですか？」

「おう。絞め技からのエスケープなら柔道部の友だちに教わったことがある。だから七海がいきなりデート中に襲ってきても……」

「そういう意味のオトすじゃありませんっ！」

　いえ、あのキツネ女なら性的な意味で襲ってくるかもしれませんが！　と叫ぶ真由香。むー、すっかり七海のキツネキャラが定着しつつある。今度から俺もあいつを腹黒キツネと呼ぶことにしよう。もちろん、心の中オンリーで。

「私が言いたいのは、兄さんが七海さんに誘惑されちゃうんじゃないかってことです」

「……あー、そっちのオトすか」

　けど、誘惑って言われても。確かに七海は可愛かわいいけど、あいつとはまだ出会ったばっかりだし、そういう感情が芽生える段階じゃない気がするぞ。

「……うん。わたしもちょっぴり不安だわ」

「えっ？　ラピスもか？」

「当たり前でしょ。あんたって発情期の高校生だし」

「思春期だよ！　つーか、マジで俺を犬扱いすんなっ！」

「ふん。仕方ないわね。じゃあ、言い方に変化をつけてあげる」

「……変化？」

「うわっ、あんたって洗ってない犬みたいな臭いがするっ」

「どう考えてもそのチョイスは悪意満点じゃねえか！」

「なら、普通に犬扱いされた方がマシでしょ？　それに、《紅柩ピジヨンブラツド》ってスタイルが良くて結構可愛かわいかったし、女の子との恋愛経験がゼロなあんたじゃコロっとオトされそうだもん……」

　ちょっと悔しそうに言うラピス。ひょっとしてコイツは七なな海みにコンプレックスでも感じてるんじゃないだろうか？　二人は姉妹だけど、プロポーションが全然違うしなぁ。

「……ともかく。兄さんは私だけの兄さんで、辻つじ峰みね家の家事係いぬでもあるんですから、七海さんには渡せません」

「……うん。冬とう夜やはわたしの番い犬ぬでもあるし、《紅柩ピジヨンブラツド》になんかあげられないわ」

　むーっと真ま由ゆ香かとラピスは不満そうにしていた。

　どうやらこの二人の俺おれに対する認識は相変わらず犬っころっぽい。一体どうすればこの危機的状況を打破できるのか？　俺の脳ミソでは到底解けないクエスチョン。誰だれか急いでシャーロック先生を連れてきて。この際ワトソンくんでもいいから。

「つーか、二人ともそこまで心配しなくてもいいと思うぜ。俺が七海にオトされることはねえと思うし」

「むっ。どうしてよ？　まさか、あんた男が好きなの？」

「違う」

「そう言えば、兄さんは昼休みになるといつもクラスメイトの男の子と一緒にお弁当を食べてますよね……」

「至って普通のことだと思うんですけど!?」

　今日みたいに華やかなランチタイムもたまにはいいと思うが、毎日やってったら明らかに不自然だぞ。

「俺だって普通に女の子と恋愛がしたいよ。でも、俺はまだウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうを始めて三ヶ月しか経ってないんだぜ？　だから、しばらくはそれだけに集中したいんだ」

「えっ……つまり、兄さんは蒐集にある程度慣れるまで、女の子とは恋愛しないってことですか？」

「おう。まだまだ鍛錬もしなくちゃいけないしさ。蒐集は命を落とすかもしれない危険な仕事だ。それに、俺はラピスや真由香や梨り央お姉ねえのことを守りたい。だったら恋愛にかまけてる場合じゃねえだろ？」

　……いや、もちろん恋愛したい気持ちもあるが、俺なんかがモテるとも思えん。なにせ借金が五千万もあるし。

「むっ……わたしたちを守るって言ってくれるのはほんのちょっぴり嬉うれしいけど……」

「私も……兄さんのそういうストイックなところは嫌いじゃありませんが……」

　どこか納得のいかない様子で唸うなる二人。

　まあ、確かに自分でもちょっとストイックだと思うよ。けど、それでも俺おれは強くならなくちゃいけないんだ。コイツらを……自分の家族を守るために……。

「うーん、相変わらず冬とう夜やくんは硬派だねぇ。けど、もしかしたら冬夜くんもいきなり恋に落ちちゃうかもしれないし……」

　ロダンの考える人みたいなポーズでシンキングタイムに入る梨り央お姉ねえ。そして、「あっ、そうだ」と名案でも考え付いたみたいに手を叩たたいてから、



「こうなったら、冬夜くんが七なな海みちゃんをオトしちゃおうよ」



「………」

　瞬間、ものすごく楽しそうにしている従姉の姿を見ながら、俺の脳は一つの確信的な予測を弾き出していた。

　この人がこんなことを言い出した以上、絶対に来週のデートはうまくいかねえ。










第４章　デートの時間です。



　七月一日、日曜日。

　最近は梅雨のせいでジメジメした天気が多かったんだが、今日の空は一足早く夏を先取りしたように晴れ渡っていた。まさしくアーリーサマー。こんな日は自然と外に出かけてみたくなるもんだ。

　だが、一人で出かけるのと誰だれかと一緒に出かけるのとじゃ全然違うわけで。

「こんにちは、お兄様」

「……よう、七海」

　時刻は午後四時。

　待ち合わせ場所の駅前広場で、俺は彼女と再会していた。

　霧きり谷や七海。

　霧谷家の当主にして、本日俺がお見合いデートをする女の子である。

「じゃあ、行きましょうか」

「!?」

　ごく自然に、七海はこっちの手を握ってきた。

　……いかん。この程度で動揺してどうするんだ。クールクールクール。気持ちを落ち着かせるために、さっき買ったコーラでも飲もう。

「そう言えば、お兄様に一つ聞いておきたいことがあったんだけど」

　ぐびぐびコーラを飲んでいると、七なな海みが話しかけてきて、

「お姉様とは週何回ぐらいのペースでしてるの？」

　俺おれは口に含んだコーラを物の見事に吹き出した。

「あら？　もしかしてまだしてないの？」

「当たり前だろうが！」

「じゃあ、真ま由ゆ香かさんや梨り央おさんとしてるのね？」

「違う！　俺はやましいことなんか全然してねえ！」

「でも、一緒に住んでるんだからラブコメっぽいイベントが起きてもおかしくないのに。うっかり脱衣所に突入しちゃうとか、うっかりトイレのドアを開けちゃうとか……」

「そ、そんなことは今までこれっぽっちもなかったさ！」

　ヤバイ。勘が良すぎるぞ、この腹黒キツネ。もはやエスパーのレベルである。

「……まさか、うちに盗撮カメラでも仕掛けたんじゃねえだろうな？」

「うふふ。そんなことをしなくてもあなたたちの生活なんて予想がつくわ。私は霧きり谷や家のエースピッチャーだもの」

「それは当主じゃなくて投手だ」

　わかりにくいボケをかますんじゃねえよ。

「でも、本当に何もしてないの？　お兄様は可愛かわいい女の子三人と同居してるのに」

「あいにくだが、うちの連中は俺のことを便利な家事係いぬとしか思ってねえよ」

　まあ、だからこそ七海に奪われるのが嫌なのかもしれないけどさ。俺としては一刻も早く転職したい。今の生活が続くのは終身雇用というより終身刑に近いぞ。

「つーか、七海。なんで俺のことを『お兄様』って呼ぶんだ？」

「それはこの前も説明したでしょう？　私とあなたは親しん戚せき同士で──」

「だからって、そんな呼び方しなくてもいいだろーが」

　正直、あんまり面識のない女の子にそんな呼ぶ方されるのはどうもくすぐったい。できれば普通に呼んで欲しいんだが……。

「……ごめんなさい」

　シュンっと、七海は頭を下げた。

「そこまでお兄様が嫌がるなら、呼び方を変えるわ」

「えっ……いや、別にそこまで嫌ってわけじゃ……」

「これからは『ウィンターナイト』って呼ぶことにするから」

「なんだその恥ずかしい呼び名!?」

　俺おれの名前が冬とう夜やだからか!?　だからってそのキラキラネームは痛すぎるぞ！

「あっ、見て見てウィンターナイト！　あそこに美味しそうなクレープ屋さんがある！」

「やめろ！　大声でその名前を叫ぶな！」

「じゃあ、『お兄様』って呼んでもいい？」

「うっ……わ、わかった……」

「ありがとう。お返しに、私のことを『七なな海み様』って呼んでもいいわよ♪」

「はっきり言って全然お返しになってねえからな!?」

　うわー、どうしよう。絶好調だよ、七海様。警戒レベルを引き上げろ。この女は一癖あるってレベルじゃねえ。もはや俺の手に負えるのかすら怪しくなってきた。

「つーか、なんで夕方に待ち合わせなんだ？」

　隣にいる七海に訊たずねる。俺がデートに行くことを連絡すると、七海はこの時間と場所を指定してきたのだ。どうせなら昼からデートすりゃいいのに。

「あら、だって夜が近い方がロマンチックでしょう？」

「ロマンチックって……」

「闇やみに紛れて襲ってきてもいいわよ」

「そんな忍者みたいなことはしねえ。とりあえず、さっさと行こうぜ」

「あら、エスコートしてくれるの？」

「まあな。もう行く場所は決まってるし」

「ラブホテル？」

「違う」

「お兄様……私、初めてだから……できれば優しくして欲しいの……」

「頼むから俺の話を聞いてくれませんっ!?」

　つーか、頬ほおを染めながらそういうセリフを言うのはマジやめて。一瞬本気でときめきそうになっちまっただろ。ちなみに、行く場所は駅前の大型ショッピングモール。音おと原はら市に住む若者にとっては定番のデートスポットである。

「ふふっ。残念」

　どこまで本気なのか、七海は大げさにため息を吐きやがった。

　その服装はこの前みたいな紅いドレスじゃなくて、夏っぽい爽さわやかな薄手のキャミソールと白いミニスカート。靴はブーツである。ちょっと薄着に見えるが、今日から七月になったんだし季節的にはちょうどいいのかもしれん。

「あ、待って、お兄様」

　そんなことを考えていると、七海はスカートを揺らしながら立ち止まった。

「せっかくだから、あそこのお店のクレープを食べましょう。お金は私が払うから」

「いや……ちゃんと出すよ。デートで女の子に奢おごってもらうのは……」

「カモみたいでイヤ？」

「それを言うならヒモだろ!?」

「あら、そうかしら。私は間違っていないと思うけど？」

　ペロっと真っ赤な舌で自分の口唇を舐なめる七なな海みさん。

　……あの、すいません。マジで怖いっす。コイツには俺おれがネギを背負ったカモにでも見えてるんじゃねえか？

「はい、どうぞ」

　クレープ屋の前まで行くと、七海はクレープを二つ買って片方を俺に差し出してきた。

　うーむ、なんだか餌え付づけされてる気分。ラピスや真ま由ゆ香かが見たら激怒してたかもしれん。まあ、今日は俺一人で来たからその心配はないが。

「……サンキュー」

「むっ。あんまり嬉うれしそうじゃないわね？　もしかして、私のクレープの方が欲しい？」

「いや、そんなことは……」

「はい、あーん♪」

「だから人の話を聞けよなおまえ!?」

　ダメだ。これは探りを入れるどころじゃねえ。コイツのペースに巻き込まれないようにするので精一杯だ。ちなみに、俺のクレープはチョコレートで七海はストロベリー。

















　七なな海みは、笑顔のままで手に持ったクレープを差し出してきた。

「さあ、どうぞ」

「わかったよ……って、オイ。なんで口じゃなくて目の方にクレープを持ってくんだ？」

「大丈夫よ。瞳どう孔こうを開けば」

「瞳孔!?」

「はい、あーん♪」

「無理無理無理っ！　そんな効果音で瞳孔を開けるか！」

「じゃあ、はい、チーズ♪」

「俺おれの瞳孔はカメラのシャッターじゃねえっ！」

　遊ばれてる。現在進行形で俺はこの腹黒キツネのオモチャにされている。ああ……きっとコイツは梨り央お姉ねえと同じタイプの人間。人をからかうのが大好きなドＳさんだ。

「……七海。なんでそんなに俺のことをからかうんだよ？」

「え？　だって、あなたのことが好きなんだもん」

「いや、好きなんだもんって言われても……」

「正確には、大好きって言った方がいいのかしら？」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんでから、七海は自分のクレープをパクッと一口。そして、「うん。甘くて美味しい♪」と呟つぶやいている。その姿は、可愛かわいい女の子にしか見えなかった。

「……はあっ」

　……やっぱり、わかんねえ。

　七海は一体俺なんかのどこに惹ひかれたんだろうか？

「？　どうしたの、お兄様。そんなに私の顔をジーっと見つめて」

「な、なんでもねえよ。最近疲れてたからちょっとボーっとしてただけだ」

　誤魔化すように言い訳をしておく。まあ、疲れてるのは事実だしさ。

　そう、七海と出会った次の日から、俺は毎日毎日我が家の女性陣たちと今日のデートのための対策会議をしてきた。

　まあ、わかりやすいようにすべての発端となったあの会議の続きから回想すると……。



×　　　×　　　×





「ではでは、本家に帰ってきたことだし、昼休みの続きだね。今から『冬とう夜やくんはどうやったら七海ちゃんをオトせるか？』会議を始めます」

　六月十九日の放課後。

　昼休みに学園の屋上でしてた会議の続きをするために、授業を終えた俺たちは我が家の居間へと集まったんだが……。

「オイ、梨り央お姉ねえ。あんまりわけのわからねえこと言うなって」

「むっ。ちゃんと理屈は通ってるもん。冬とう夜やくんの任務は来週末のデートで七なな海みちゃんの真意を確かめることでしょ？　だったら、七海ちゃんをメロメロのデレデレにしてすべて曝け出させちゃえばいいんだよ」

「曝け出させるって……」

「フトモモとか、胸とか、スカートの中身とか」

「そんなもん曝け出させてどうすんだよっ！」

「あはは、今のはボクのジョーク。でも、そんな感じで冬夜くんの方からどんどんアプローチを仕掛けていけばいいんじゃないかな？」

　いぇーい！　と楽しそうに両手を上げてはしゃぐ梨央姉。

　……エマージェンシー。経験上、こうなった梨央姉はたとえグリーンベレーでも止められない。小悪魔パワーフルスロットル。どうやら俺おれの従姉は本日も絶好調っぽい。

「……姉さん。あんまり兄さんをからかわないでください。第一、あのキツネ女を簡単にオトせるとは思えません」

「そんなのわかんないでしょ？　ボク、ああいうタイプは意外とストレートなアプローチに弱いと思うの。だから、多少強引な手段を使ってもいいんじゃないかな？　例えば……キスとか」

「なっ」

　瞬間、真ま由ゆ香かの顔が一気に赤くなった。もしかしたら昨日の俺と梨央姉のキスシーンを思い出してるのかもしれん。こっちだって顔が熱くなって仕方ねえよ。

「というわけで、まずは軽くシミュレーションしてみよっか」

　なんて。

　梨央姉はなんでもないことのように言ってから、

「とりあえず、キスの相手は真由香でオッケー？」

「「「!?」」」

　我らが当主の発言に驚きよう愕がくする三人。いかん。これじゃまるで中世ヨーロッパで領主に圧政を強いられる農民だ。そのうち梨央姉に税金とか取られるんじゃねえか？

「……ど、どうしましょう、兄さん」

　瞳ひとみをうるうるさせながら俺に助けを求めてくる真由香。ぎゃー、頼むから涙目でそんなことを訊きくのはやめてくれ。

「お、落ち着け真由香！　とりあえず、キスはやめよう！」

「えっ……つまり、兄さんは私とキスをするのが嫌なんですか？」

「そういうことじゃなくてだな！　とにかく、ここでキスをするのは恥ずかしいっていうか……」

「じゃあ……私の部屋に行きますか？」

「なんでそういう結論になるんだ!?」

「だ、だって……」

　兄さんはラピスや姉さんとはキスしてたのに……とシュンとする真ま由ゆ香か。

　いや、どうしてそこで落ち込むの？　もしかして仲間外れにされたみたいで気に入らないのかな？　もしくは『飼い主である自分以外に俺おれがシッポを振るのはイヤ』って理論か。どっちにしろ、ここでキスをするのは恥ずかしすぎる。

「もう、冬とう夜やくんは硬派だね。真由香は従妹なんだし、キスぐらい平気でしょ？」

「ふざけんな。いくら従妹だからって簡単にキスできるか」

「でも『従妹』って言葉は『従う妹』って書くんだよ？　だから冬夜くんが命令すれば、裸になった真由香の胸にバニラアイスをトッピングして『兄さん……好きなところにキスしてもいいですよ……？』って言わせちゃうことも……」

「一体どうすればそういう発想に行きつくのさ!?」

　つーか、その理屈なら俺だって真由香にとっては『従う兄』で……って、変な指摘するのはやめておこう。悲しいことに俺は辻つじ峰みね家の犬。マジで変な命令を下されかねん。

「ふふっ。仕方ないね。じゃあ、こういうのはどうかな？」

　俺とラピスが見守る中、梨り央お姉ねえが真由香にゴニョゴニョと耳打ち。それを聞いて「えっ……」と言葉を失う真由香。

　どうやら緊急姉妹会議でキスとは違う案が出たっぽい。しかし、どんな別案なんだ？　梨央姉がからんでる時点でいい予感はまるでしねえぞ。

「それでは、発表します。キスの代わりに、冬夜くんがすることは……」

　わざとらしく、梨央姉はためを作った後で、

「真由香に、『可愛かわいい』って言ってあげて」

「「……はい？」」

　梨央姉の言葉にきょとんとする俺とラピス。え？　マジで？　ホントに「可愛い」って言うだけでいいのか？

「なあ、真由香もそれでいいのか？」

「は、はい。私はそれで十分です。私は……兄さんに『可愛い』って言ってもらえれば満足ですから」

「満足って……おまえ、クラスの女子に『可愛い』って言われてるじゃん」

「確かに、いつも『まゆっちマジ可愛い！』とか言われてる気が……」

　俺の意見にラピスも同意した。

　兄貴分の俺が言うのも何だが、真由香は結構可愛い女の子だし、そんなセリフは言われ慣れてるんじゃねえか？

「あぅ……でも……」

　少しだけ黙った後で、「兄さんに言ってもらうのは……全然違います」と真ま由ゆ香かは消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　えーっと、つまりは家族に褒めてもらいたいってことなのか？

「ともかく。冬とう夜やくんは真由香に『可愛かわいい』って言って。それに、これは七なな海みちゃんを攻略するのにも役立つよ？　『可愛い』って言われて嬉うれしくない女の子はいないと思うし」

「………。わかったよ」

　ふうっと息を吐いてから、覚悟を決める。

　そして──。

「可愛いぞ、真由香」

「っ！」

　真由香はピンクのリボンをピコピコと揺らしてから、「あっ、ありがとう……ございます……」と顔を真っ赤にしながらお礼を言ってきた。

　………。

　やべえ。本気で可愛いぞ、このまゆっち。反応が初々しすぎるせいか、キスとは違った意味でドキドキする。うーむ、こんなリアクションをされたらもっと可愛いところが見たくなってしまうというか……。

「真由香」

「え？　なんですか、兄さん」

「いや……なんていうか、おまえって本当に可愛いな」

「にっ、兄さん!?　どうして二回も……っ！」

「だって、まゆっちが可愛いから」

「なっ……ど、どどどうして兄さんまでそのあだ名で呼ぶんですか！」

「やっぱり可愛い。そうやって嬉しくて恥ずかしいのを必死に誤魔化そうとしてるまゆっちは、本気で可愛いと思う」

「っ!?」

　もはや頭から湯気が上がりそうなくらい真っ赤になった真由香は「あ、あぅ……その……えっと……っ」と呟いて、

「…………はんそくです」

　たった一言。

　小さな声で抗議をしてから、

「こんなの……ぜったいに反則ですからっ！」

　耳まで真っ赤になって叫んだ後、あたふたした足取りで居間から出て行ってしまった。

　………。

　えーっと、もしかして恥ずかしさに耐え切れなくなって逃げちゃったのか？　うわー、そういうところがまた純情で可愛かわいすぎるぞまゆっち。ただ、あの様子だと数時間は部屋から出て来ないかもしれん。このまま引きこもりにならなきゃいいが。

「…………ずるい」

　と。

　唐突に小さな抗議が聞こえた。見ると、ラピスがやけに不満そうな目つきで「むーっ」とこちらを睨にらんでいた。……なんだ？　俺おれが何かしたか？

「ねぇ、ラピス」

「むっ。何よ、梨り央お。そんなに楽しそうな顔をしちゃって」

「えへへ。この際だからラピスにも冬とう夜やくんのデートのシミュレーションを手伝ってもらおうと思って。えっと、具体的に言うとね……」

　何やらゴニョゴニョとラピスに耳打ちする梨央姉ねえ。

　すると、ラピスは「むっ……」と唸うなった。

「梨央。それってわたしに似合うんでしょうね？」

「もちろん。それでは一名様ご案内～♪」

　あっ、冬夜くんはここで待っててね、と言い残してから梨央姉はラピスの腕を引っ張って居間から出ていった。

「……つーか、ラピスが言ってた『似合う』ってのは何だ？」

　そんな独り言を呟つぶやいてから待つこと十数分。「お待たせー」と言いながら梨央姉が居間の入り口から顔だけをひょっこりと出した。

「あれ？　梨央姉。ラピスは？」

「廊下にいるよ。ただ、ラピスはボクのコレクションを着てるからちょっと恥ずかしがってて」

「コレクション？」

「実はボク、可愛い洋服を作ったり集めたりするのが趣味なんだ」

　えへへっと微笑ほほえむ梨央姉。

　そういやこの人って昔から手先が器用で手芸とかが好きだったっけ。ただし、今のセリフには間違いが一つ。梨央姉が好きなのは可愛い洋服を女の子に着せることだ。

「でも、なんでそれが七なな海みとのデートに繋つながるのさ？」

「簡単な理屈だよ。七海ちゃんもデート当日は思いっきりオシャレしてくるかもしれないでしょ？　だったら冬夜くんも多少のオシャレじゃビックリしないようにならなくちゃ」

　だから今のラピスを見てもビックリしちゃダメだよ、と言ってから梨央姉は居間へと入ってきた。その手はラピスの小さな手を握っていて──。

「───っ！」

　瞬間、息を呑んだ。

　ラピスが身に纏まとっていたのは白いシャツと赤いネクタイ、そして黒い燕えん尾び服ふく。

　執事服。

　まるで名家のお嬢様に仕える執事のようなファッション。どこで手に入れてきたのか、白と黒の執事服はラピスによく似合っていた。

　ただ……。

「な、何よっ。そんなにジロジロ見て……別におかしいところはないでしょ？」

　言いつつも、シャツの裾すそで露わになった自分のフトモモを必死に隠そうとするラピス。

　そう、なぜか彼女はズボンを穿はいていなかった。

「……梨り央お姉ねえ。このアグレッシブな服装はどこで見つけてきたんだ？」

「あれ？　冬とう夜やくんは知らないかな？　これはちょっと前にメディアミックスもされたライトノベルのヒロインが着てた執事服なんだよ」

「執事服って……でも、ズボンを穿いてないような……」

「説明すると、そのヒロインの女の子は男装執事なの。だから、こうやって女の子らしさをアピールしてるわけ」

「いや、アピールって言われましても……」

「ちなみに、今のラピスが着てるシャツはほんのちょっと丈が長めだから下着が見える心配はないよ。それに……この格かつ好こうを見てると、ドキドキしてこない？」

「………」

　……ヤバイ。言われてみればこの衣装は破壊力がデカい気がする。七なな海みがこの服装でデートに来たらひょっとしたらオトされるかもしれん。もっともこんな格好で街中を歩いたら十分も経たないうちに警察官に職務質問されるだろうが。

　しかし、ズボンを穿いてないせいか見てるこっちが恥ずかしくなるというか……。

「……ねぇ、冬夜」

　シャツの裾をぎゅっと握って俯うつむいたまま、ラピスは小さな声で俺おれを呼んだ。

　そして、足を内うち股また気味にしてモジモジさせた後、彼女はまるで飼い主にミルクをねだる子猫みたいな表情で、

「わたしに……何か言うことはない？」

「……は？　どういう意味だよ？」

「例えば、今のわたしを見てどう思うかとか……」

「………」

　……えーっと。

　今のラピスを見て思うことと言えば……。

「……マニアック？」

「違うっ！」

「じゃあ、ピッタリとか？　その格好って男装執事なんだろ？　だったらペッタンコなラピスにはピッタリで──」

「余計なお世話よこのバカ犬っ！」

　ていうか誰だれがペッタンコよ!?　とラピスはプンスカ怒っていた。いや、事実なんだから仕方ねえだろ。うっかり言っちまった俺おれも悪いと思うけどさ。

「ごめん。悪かったよ。けど、おまえはなんて言って欲しいんだ？」

「うっ……だから、それは……」

　ぎゅぅぅぅうっと。

　ラピスはシャツの裾すそを握りしめた後で、

「そ、そんなの言えるわけないでしょっ！　バカ！　バカバカバカ犬っ！」

　拗すねた子供みたいなシャウト。

「ふんっ」と息を吐いてから、ラピスは居間から出ていってしまった。

　むー……あんなに怒るとは。やっぱりペッタンコって言ったのがマズかったのか？　後でワビを入れるためにカ×ピスソーダでも奢おごっておこう。

「……冬とう夜やくんって、本当に今は鍛錬以外に興味がないんだね」

「はあ？　どういう意味だよ」

「だって、あそこまでアピールされれば気付きそうなものなのにさ。……でも、おかげで来週のデートはバッチリかも。これなら七なな海みちゃんがアピールしてきても、よっぽどのことがない限りオトされることはなさそうだし……」

　冬夜くん……恐ろしい子っ！　と何やら叫ぶ梨り央お姉ねえ。

　……まあ、ともかく。

　会議は一時中断。真ま由ゆ香かは部屋に引きこもっちまったし、あの様子じゃラピスもしばらくは帰ってこないだろう。

「あれ？　冬夜くん、どこに行くの？」

「いや、ちょっとトイレに」

　言いつつ、居間を出て廊下へとゴー。

　しかし、お見合いデートか……。

「……来週末まで時間はあるし、色々と対策を考えるか」

　別に七海をオトさなくてもあいつの真意を確かめる方法はあると思うし。ていうか、梨央姉のことだからラピスや真由香の可愛かわいい姿を見たいがために『七海をオトす』なんてプランを言い出したんじゃねえか？

「まあ、それでこそ梨央姉って感じがするけどさ」

　そんなことを呟つぶやいてから、廊下の突き当たりにあるトイレの前で立ち止まって、ドアを開けると──。

「……え？　冬とう夜や？」

　おかしなことに、中から女の子の声が聞こえた。

　そこにいたのは、ラピス。洋式のトイレに座ったまま、彼女はドアを開けた俺おれを凝視していた。

　しかも、今まさに自分の下着を膝ひざの辺りまで下ろしながら。

「………」

　……助けて、神様。

　なんで俺はこんな恥ずかしい格好の同居人とエンカウントしちゃってるんですか？

「ラ、ラピス、なんでここに？」

「え、えっと部屋に行こうとしたんだけど……急にトイレに行きたくなって……」

「へ、へえー、そうなんだ」

「そ、それに、昨日はあんまり眠れなかったせいかボーっとして、うっかり鍵かぎを閉め忘れちゃって……」

「ね、寝不足なのか？」

「……うん。昨日、あんたと梨り央おがキスしてるのを見ちゃったせいか、どうもドキドキして眠れなくて……」

　そう言って、一気に赤くなるラピス。

　いや、なんでおまえがドキドキしてるのさ？

　つーか、前にもこれと似たようなことがなかったか？　確かあのときは脱衣所で相手は真ま由ゆ香かだった。まあ、一つ屋根の下で同居してるんだし、こういうトラブルが起きてもおかしくはないかもしれんが……とりあえず、落ち着こう。

　そう、前回の脱衣所のとき、俺は真由香へのフォローを誤ったせいで秒殺ＫＯされた。

　忌まわしい辻つじ峰みね冬夜ノックアウト事件である。

　あのときは焦ってすぐに謝ったのが失敗へと繋つながったんだ。

　だから、今回は……。

「……ラピス」

　とりあえず。

　俺はパニクってる頭で必死に出した回答を、実行してみることにした。

「──可愛かわいい」

「……えっ？」

「いや、ラピスって結構可愛い下着穿はいてるんだな」

「なっ」

　言って、ラピスは目線を自分の膝に向ける。そこには小さなリボンがちょこんとあしらわれた純白の下着。

　それを確認した瞬間、ラピスはボッと顔を真っ赤にして──。

「───」



　そこからの四秒間は、あまりにも長く感じられた。



　一秒──自分でも『今のセリフはない！』と激しく後悔した。

　二秒──『何でもいいから褒めてみよう』って考えた自分を殺してやりたかった。

　三秒──瞳ひとみを潤ませたラピスが洗剤のボトルを掴つかんでオーバースローの体勢に。

　四秒──そして、ぎゅおんっと凄すさまじい勢いでボトルが俺おれの顔面に放たれて──。



「──ぐごっ!?」

　こうして、またもや一つの秒殺劇が生まれた。

　あまりにも強烈なデッドボールに意識が遠のく中、俺が物の見事に廊下にノックダウンされていると……。

「…………冬とう夜やの、ばか」

　なぜか。

　少しだけ拗すねたようなラピスの声が聞こえた気がした。



×　　　×　　　×





　回想エンド。

　こんな感じで、あの忌まわしい第二次辻つじ峰みね冬夜ノックアウト事件があった日から俺は毎日毎日我が家の女性陣たちと今日のデートのためのシミュレーションをしてきた。

　当然、一筋縄でいくわけがない。

　梨り央お姉ねえは次々とメチャクチャな対策の練習をさせ、真ま由ゆ香かが巻き込まれて慌てて、ラピスに至ってはトイレの一件以来いつも以上にツンツン状態だった。

　そんなこんなで──デート当日。

　今日さえ乗り切ればこの騒がしすぎる生活から抜け出せる。それだけをモチベーションにして俺はなんとか生きてきたわけである。

「そういや話は変わるけど、七なな海みって名前の由来はなんなんだ？」

　とりあえず七海に話しかけてみる。今日までの苦労を無駄にしたくないし、何も聞き出せなかったらまたあのシミュレーション地獄が待ってるかもしれん。

「簡単よ。数字の七が付いた名前にしたかったの。私の本当の名前は《紅柩ピジヨンブラツド》。もともとピジョンブラッドっていうのはルビーの名前だから」

「ルビーって……あ、もしかして誕生石か？」

「そういうこと。ルビーは七月の誕生石。私の名前はそこから取ったわけ。まあ、『七なな海み』にしたのには他の理由もあるんだけどね」

「へえー。どんな理由なんだ？」

　聞き返すと、七海は「ふふっ、お兄様にはまだ秘密♪」と口唇に人差し指を当ててウィンクしてきた。むー、可愛かわいい仕草で上手く誤魔化されてしまったような……。

「そんなことより、これから行くのはショッピングモール？」

「ああ。七海は行ったことがあるのか？」

「いいえ、初めて。私はお姉様と違って誰だれかと契約を結んでないから、目覚めてからこの時代の知識を勉強するのに忙しかったのよ」

「へえー。ちなみにどうやって勉強したんだ？　何か資料を使ったのか？」

「ええ、ドラ×もんを少々」

「ドラ×もん!?」

「ねえ、お兄様。あのジャ×アンって人はどうして映画版になるとあそこまで輝いて見えるのかしら」

「おまえホントにこの時代の勉強をしたのか!?」

　ただアニメを見てただけにしか聞こえねえぞ。

「うふふっ。今のは嘘うそ。本当はちゃんと勉強したわ。色々と本を読んだり、霧きり谷や家の人に聞いたりしてね。音おと原はら市のことについても調べたもの。この街は観光地として大分発展してるようね」

「ああ、人口十万人の割には栄えてるよな」

「……お兄様。この街の人口が十万人くらいだったのは相当昔のデータよ。今ではそれよりもかなり増えているわ」

「あれ？　マジで？」

「じゃなかったら大型ショッピングモールが建つわけないでしょう？　他にも駅前が大きく変わったり、海浜公園ができたり、大規模な集合住宅地ができたり……この十年ほどで音原市は急激に発展したの。まあ、それでも都心に比べたらまだまだだけどね」

「なるほど」

　道理で街がやけに賑にぎわってると思ったよ。そういや昔この街の人口を教えてくれたのは親父だった気がする。あのロクデナシめ。さてはテキトーなことを言いやがったな。

「でも、そこまで詳しいってことはおまえもちゃんと勉強してるんだな」

「まあね。だから最近は忙しかったの。あと、お墓参りにも行ったりしたし」

「えっ……もしかして、それって魔女のか？」

「ええ。私はあの人とほんのわずかな時間しか一緒にいられなかったけど……それでも、産みの親であることには違いないから」

「……そっか」

「ふふっ。そんなに悲しそうな顔をしないで。私は寂しくなんかないわ。この時代にはアリスもいるしね。お兄様も憶えているでしょう？　霧きり谷やの屋敷で私の横にいたメイドの女の子。あの子は私がこの時代で初めてできた友だちであり、大切な家族よ」

　ぎゅっと、俺おれの手を握りしめながら七なな海みは言った。

　霧谷アリス。

　遺産№８──《四銃奏カルテツト》の所有者。どうやら、あの子は七海にとって特別な存在らしい。でも、あの子はどうしてメイドなんかやってるんだろう？　年齢は俺たちと同じぐらいにしか見えなかったけど、何か理由でもあるのかな。

「それに、お姉様は私のことを家族として見てくれてないみたいだし」

「いや、ラピスって結構不器用なヤツだから、ホントはおまえとも仲良くしたいのかもしれないぜ」

　今まで面識がなかったからっていってもラピスと七海は姉妹なんだ。ラピスは素直に本心を出すのが苦手なヤツだし、ホントは七海と家族になりたいのかもしれん。

「……それなら、少し嬉うれしいわね。お姉様が私の家族になってくれれば面白くなりそうだもの。霧谷の人たちは辻つじ峰みねの人たちみたいに明るくないし」

「俺の家は明るいっていうより騒がしいぞ」

「いいじゃない。お姉様には、あなたっていう所有者かぞくがいる。それに、真ま由ゆ香かさんも本当の兄妹じゃないのにあなたのことを『兄さん』って呼んで慕ってる。私から見たあなたたちは……眩まぶしいくらいに、幸せそうだったわ」

「………」

　……もしかして、七海はラピスや真由香のことが羨ましいんだろうか？

　自分もラピスのように新しい家族が欲しい。

　だから、俺と婚約したいなんて言い出した。俺のことを『お兄様』なんて呼んでるのだって、ただ単に真由香に憧あこがれているだけだとしたら……。

「お兄様」

　と。

　紅い宝石の色をした髪をなびかせながら、七海は俺の方を見つめてきた。

「ショッピングモールに着いたら、私の行きたいお店に行ってもいい？」

「あ、ああ。別にいいぞ」

「ふふっ。ありがとう。それじゃあ──」



　今日はよろしくね、お兄様。



　そう言って微笑ほほえんでから、七なな海みはショッピングモールへと続く道を歩き始めた。

　……いかん。

　不覚にも、七海の真意を確かめるっていう今日の目的を忘れそうになってしまった。

　霧きり谷や七海。

　彼女の笑顔は、それぐらいに魅力的だったのだ。

「───」

　しかし。

　どうしてか、俺おれにはその表情が少しだけ寂しそうにも見えた。



×　　　×　　　×





　ショッピングモールに到着した瞬間、七海が向かったのはまず洋服関係の店だった。さすがは年とし頃ごろの女の子。現代のファッションに興味津々っぽい。

　そんな感じで数件の服屋をはしごして、今俺たちがいるのが──。

「どうかしら、お兄様。これ、私に似合うと思う？」

「……知らねえよ。とりあえず、さっさとこの店から出ようぜ」

　七海から顔を逸らしながら言った。

　彼女が持っているのは、あろうことかフリルのついた可愛かわいらしい下着。

　そう、よりにもよってこの女は普通に服屋に入るノリで俺の手を掴つかんだままランジェリーショップに特攻しやがったのだ。もちろん、ここで売られてるのは全部女性用。男の俺にとっては凄すさまじくアウェー。これじゃ真意を確かめるどころじゃねえ。

「もう、そんなに恥ずかしがらなくてもいいのに。この時代では彼女の下着を一緒に買いに来るカップルも結構多いそうよ」

「どこでそんな知識を知ったんだ？」

「もちろん、ドラ×もん」

「ドラ×もんにそんなシーンはねえ」

　あのメガネ少年にそこまでの度胸があるとは思えん。

「うふふっ。でも、今日はお兄様とデートに来れてよかったわ。最近はちょっと日常に退屈してたところだったのよ」

「退屈……ね。たまには街の外にでも出てったらどうだ？」

　この音おと原はら市は海辺の観光地だけあって結構発展してるが、それでも都心には敵わない。それこそ服の店とかもあっちの方がいっぱいあるだろう。

「──無理よ」

　しかし。

　七なな海みは、少しだけ沈んだ声で応えた。

「だって、私は──いえ、私たちはこの音原市から出られないもの。魔女が街に結界を張ってしまったせいで」

「──あっ」

　そっか。音おと原はら市にはウィッチクラフトを逃がさないために魔女が張った結界があるんだった。

　だから、ウィッチクラフトはこの街から出ることができない。

　当然、七海やラピスも──。

「──悪い。嫌味なことを言っちまった。ごめん」

「謝らなくていいわ。結界がある以上私たちに自由がないのは仕方のないことだから。ちなみにお兄様は、九十九あるウィッチクラフトのうち、どれくらいが霧きり谷やと辻つじ峰みねによって蒐しゆう集しゆうされているか知ってる？」

「俺おれはこの街に来たのが今年の三月だから、それ以前のことはあんまり知らねえ」

「だったら教えてあげる。答えは、約六割」

「そんなにか!?」

「別に驚くことじゃないでしょう？　霧谷と辻峰だって半世紀も遊んでいたわけじゃないのよ。この五十年間で、それだけのウィッチクラフトが蒐集されたとされているわ」

「されている？」

「正確な数はわからないのよ。両家の仲は険悪。だから自分たちがどれくらいウィッチクラフトを蒐集したかお互いに公表していないの。つまり、六割というのは憶測の数字ね」

「何にしろ、残ってるウィッチクラフトは全体の約四割……ざっと四十個ってとこか」

「ただ、その分残っているウィッチクラフトの中には危険で厄介なものが多いわ。いわばこの五十年で蒐集難易度の高いものがふるいにかけられて残っちゃったわけ。たとえ数が少ないとは言え、そんなウィッチクラフトを街の外に出すわけにはいかないの」

　ふうっと。

　そこで七海は深く息を吐いた。

「けど──こうやってお兄様と話をして、少しだけ安心できたわ。その様子だと、お兄様は私のことを怒ってないみたいだし」

「はあ？　どういう意味だよ？」

「だって、お兄様は私のことを怒っていてもおかしくないもの。憶えてるでしょう？　私は、この前の会談で梨り央おさんにひどいことを言ってしまった」

「まあ、確かにそうだけどさ」

　七なな海みの言う通り、コイツは梨り央お姉ねえを──俺おれの家族のことを侮ぶ辱じよくした。

　だけど──。

「あれはもう終わった話じゃねえか」

「どうして？　だって、お兄様はあんなに怒っていたじゃない。思わずウィッチクラフトを使いそうになるくらいに」

「そりゃそうだけど、おまえも言ってたろ？　梨央姉を侮辱したのは確かめたいことがあったからだって。梨央姉もおまえの謝罪を受け入れた。それに──」

「……それに？」

　七海はこちらを見つめながら聞き返してきた。

　そんな彼女に、俺は言う。

「梨央姉は、俺に『七海ちゃんのことを怒っちゃダメ』って言った。俺は家族の意思を尊重する。侮辱された本人が許すように言ってんだから、俺だっておまえのことを許すのは当然だ」

「………」

　七海は、少しだけ黙った後で「……お兄様って、本当に家族想いなのね」と呟つぶやいた。

　……まあ、梨央姉曰いわく、俺は家族に固執しすぎてるらしいしな。

　思えば、三月のときだってそのせいでかなりの無茶をしてしまった。結果、俺は二週間も入院。一時は生死を彷徨さまようほどの重傷を負ったんだ。

「───」

　けど、それでもいいんだ。

　俺は自分の家族さえ守ることができれば……。

「ところで、お兄様はどっちがいいと思う？」

　話を変えるように、七海は二つの色の下着を手に持ちながらちょこんと首をかしげてきやがった。

　ちなみに、右手が黒で左手が紅あか。……えーっと、何この罰ゲーム？　思春期の高校生にとってはハードルの高すぎるクエスチョンだぞ。もはや七海の真意を探るどころか俺の性癖をリサーチされてる気さえする。

「おい、七海。いい加減に──」

「わかったわ。紅がいいのね」

「だからてめえは人の話を聞けって！」

「大丈夫よ。心の声を聞いてるから」

「それは明らかに幻聴だ」

「まあ、お兄様が本当に好きなのはＴバックみたいだけど……」

「どっかから変な電波でも受信してんじゃねえかてめえ!?」

　そんなことはこれっぽっちも思ってねえよ。

　けど、選ばないといつまでもからかわれそうだよな……。

「じゃあ、紅でいいんじゃねえか？」

「ふふっ。ありがとう」

「別にお礼はいらねえ」

「そんなことないわよ。お兄様にはこの下着を買ってきてもらうんだから、ちゃんとお礼を言わなくちゃ」

「俺おれが買ってくるんですか七なな海みさん!?」

「さっきは私がクレープを奢おごったでしょ？」

「その等価交換は絶対におかしい！」

　なんで俺がコイツの下着を買ってこなきゃならんのだ。当然だが、レジの店員さんは女性。コイツが隣にいるんならまだしも、俺一人でレジに行けと言われたら地獄だぞ。

「でも、その前に一度だけ試着してくるわね」

　言って、七海はすぐ近くにある試着室へと入っていった。

　……くそっ、落ち着け、俺。

　さっきからこの腹黒キツネのペースに惑わされすぎだ。俺の目的は七海の真意を確かめること。そのためにはコイツをオトすぐらいの気持ちで仕掛けなくちゃいけないんだが、今のところ俺はずっとディフェンス。かなりのワンサイドゲームである。

　どうにかこっちがオフェンスに転じないと……。

「ねぇ、お兄様」

　そんなことを考えていたら試着室のカーテンが開いた。そこにはさきほどの紅い下着を身に纏まとった七海がいて……ってぎゃあああああ何してんだよコイツは！

「あら、どうしてそんなにビックリしてるの？　私はただ似合ってるか確認して欲しいだけで──」

「何でもいいからさっさとカーテンを閉めろっ！」

　強引にカーテンを閉めて危険すぎる映像をシャットダウン。

　試着室の中からは「もう、お兄様ったら意外にシャイなのね」という声が聞こえてきた。

　……なんてヤツだ。

　攻めすぎだろ、七海様。もしやコイツの目的は俺を突発的な心臓発作で葬って辻つじ峰みね家の戦力を低下させることなんじゃねえか？　事故死に見せかけた完全犯罪である。

「……くそっ」

　でも……悔しいことに、俺の瞼まぶたにはさっきの光景が焼き付いて離れなかった。

　艶つややかな髪、傷一つない柔らかそうな瑞みず々みずしい肌、そして煽せん情じょう的な紅い下着。霧きり谷や七海のあられもない姿が……。

「……って、痛っ!?」

　瞬間、俺おれの側頭部を何か硬い物がコツンと直撃。

　頭を押さえながら確認すると、床には小さな氷の欠片が一つ落ちていた。

「……なんだこれ？」

　なんで氷が飛んでくるんだ？　もしかして雹ひようか？　いや、ここは室内なんだからそんなバカげたことはありえない。だとしたら──。

「お兄様」

　と。

　それはあまりにも唐突な出来事だった。試着室に背を向けていた俺を、七なな海みがぐいっと中に引き込みやがった。そして、そのまま俺の両腕を拘束するみたいに後ろから抱きついてきて……ぎゃー、何してやがるんだこの腹黒キツネ!?

「お、おまえ……っ！」

「シーっ。静かにして。今一瞬だけ、ウィッチクラフトの気配を感じたの」

「………っ！　ホントか!?」

　七海の声に、思わず小声になりながら応える。

「ええ。それに、お兄様には黙ってたけど、さっきから誰だれかに尾行されてる気がするの。その人はこっちの様子を窺っているみたい。だから、しばらくここで様子を見ましょう」

　毅き然ぜんとした態度で言った七海。

　いや、言わんとしてることはわかるよ？　ウィッチクラフトの気配を感じたんだとしたらそれがどんなものかわからない以上警戒は必要。しかも、誰かが俺たちを見張ってるんだとしたら余計に注意しなくちゃいけないが……。

「あの、七海さん？」

「何かしら、お兄様」

「試着室の隅に、さっきまでおまえが着てたキャミソールとスカートが落ちてるんだけど……」

「そうね。下着を試着してたから」

「………。わかった。けど、その隣に綺き麗れいに畳まれた女性用下着があるのはどういうことだ？」

　しかも２セット。

　さっき七海が試着してた紅いヤツとそれとは違うピンクのヤツ。

　つまり、今のコイツは……。

「大丈夫よ、お兄様」

　クスッと、七海は微笑ほほえんでから。

「靴下だけはちゃんと穿はいてるもの」

「要するにほとんど全裸ってことだよな!?」

「あら、名推理ね」

「こんなの小学生だってわかるよっ！」

　小声のままで絶叫する俺おれ。何を考えてんだコイツは。ウィッチクラフトの気配を感じたとしても、せめて服を着てから俺を連れ込めよ。いや、冷静に考えたら試着室に連れ込む時点でおかしいぞ。

「ねぇ、お兄様。服を着てないせいか、身体が冷えてきちゃった」

「そのまま凍死しろ」

「だから、もうちょっとだけぎゅってしてもいい？」

「そのバカげた思考を凍結させろっ！」

　……って、うわあああああああ俺が抗議をしてる間にもぎゅっと抱きついてきやがった！　さすが七なな海み様！　まさかこんなハニートラップを仕掛けてくるとは！

「ふふっ。お兄様の匂においがするわ」

「そ、そりゃあこれだけ密着してればな……」

「それに、心臓の鼓動も伝わってきて……あはっ、すごい。お兄様ったらとってもドキドキしてる♪」

「び、尾行者のことを警戒してんだよ……」

















「へえー、そうなんだー」

　俺おれの背中に柔らかな二つのふくらみをむにゅっと押し付けながら、七なな海みは「実は……私もすごくドキドキしてるの……」と甘えるように耳元で囁ささやいてきた。

　ピンチピンチピンチ。

　もはや俺の心境は徳とく川がわ家いえ康やすに攻め込まれた大おお阪さか城じよう。完かん璧ぺきに外堀を埋められた。このままじゃオトすどころかマジでオトされる。助けて真さな田だ十じゆう勇ゆう士し。

「──ふふっ」

　と。

　そこで、なぜか七海は楽しそうに微笑ほほえんだ。

「やっぱり、お兄様はあの人に似てるわね」

「……あの人？」

「リリィ・ヴァレンタイン。お兄様の先祖にして、私やお姉様……そして、すべてのウィッチクラフトの母親。お兄様には……あの人の面影がある気がするわ」

　言って、七海は愛おしそうにぎゅっと俺の身体を抱きしめてきた。

　そういや、ラピスもそんなことを言ってたっけな。事実、俺に受け継がれた魔女の血は他の子孫よりもずっと濃いらしいし。そのせいでラピスのことを目覚めさせることができたんだ。

　けど──。

「………」

　もしかしてそれが、コイツが俺のことを好きな理由なのか？

　リリィ・ヴァレンタイン。

　俺が自分の産みの親に……家族に似てるから。

「なあ、七海」

　気付いたら、俺は彼女に話しかけていた。

　そう──俺の目的はコイツの真意を確かめること。

　それなら……。

「なんでおまえは俺のことを好きだとか言うんだよ？　やっぱり、俺が魔女と……おまえの家族ははおやと似てるからなのか？」

「………」

　その質問に七海は黙った。

　そして──。

「──そうね。もしかしたら、それも理由の一つかもしれないわ」

「一つ？」

「ええ。確かにお兄様はあの人に似てる。でも、それ以上に──私はお兄様の家族想いなところが好きなの」

「………」

　家族想い。

　そう言えば、コイツは出会ったときから俺おれにそう言ってたっけな。

「ところで。話は変わるけど、お兄様は三月にこの街に引っ越してきて四月に千せん羽ば学がく園えんに転入したんでしょう？」

「……まあな」

「じゃあ、一つ訊きくんだけど──」

　唐突に。

　七なな海みは声のトーンを変えてきた。



「《蜃気楼ミラージユ》を蒐しゆう集しゆうしたのは、お兄様よね？」



「………っ」

　七海の口から出た言葉に息を呑んだ。

　蜃気楼ミラージユ。

　砂漠の幻の名で呼ばれた甲かつ冑ちゆうのウィッチクラフト。三月に俺はあの重じゆう騎き士しと戦った。そう、誰だれかを殺してでも自分の家族と──魔女と再会したかった、あのイカレた亡霊と……。

「おまえ、どうしてそれを……」

「ふふっ、灰はい原ばら家から情報を買ったの。ちなみに、お兄様たちもお金さえ払えば灰原家から霧きり谷やの情報を買えるはずよ。まあ、灰原家の理念は絶対中立だから、そこまで込み入った情報は教えてくれないでしょうけど」

「絶対中立？」

「片方だけに肩入れはしないってこと。何はともあれ、三月にお兄様は病院に入院していた。それはお兄様がお姉様たちを守るために戦ったからなんでしょう？」

「………」

「同時期に、街を騒がせていた亡霊騎士──《蜃気楼ミラージユ》も姿を消した。あなたが彼を蒐集したのよね、お兄様。自分の家族を守るために……瀕ひん死しの重傷を負ってまで。そして、それがお兄様にとっての初めての蒐集たたかいだった」

　そう、コイツが調べた通り、俺にとってはそれが初めての蒐集たたかい。

　それにも拘わらず俺は瀕死の身体で戦った。

　ラピス、真ま由ゆ香か、梨り央お姉ねえ。

　彼女たちを……自分の家族を守るために、命を投げ出したんだ。

「──告白するわ」

　霧きり谷や七なな海み。

　紅い刻印を持つ少女は、俺おれの身体を抱きしめたままで言った。

「その話を知ったとき──私は、恋に落ちたの」

「………」

「喩たとえでも何でもなく、お兄様のそのエピソードを聞いた瞬間、私の心は震えたわ。家族を守るために、瀕ひん死しの重傷を負いながらも《蜃気楼ミラージユ》を蒐しゆう集しゆうした。そんな、常軌を逸した家族への執着あいじよう。私は、あなたのそんなところに強く惹ひかれた」

「……どういう意味だよ？」

「うふふっ。本音を言うと、私は寂しかったのかもね。その頃ころはまだアリスと出会ってなかったし、私は家族に憧あこがれていたわ。そして、私のことを自分の家族だって言ってくれる人が欲しかった。自分の家族だって言って、守ってくれる人に……恋い焦がれていた」

「………っ。おまえ、まさかそれを確かめるために……」

「正解よ。お兄様が家族を守るために《蜃気楼ミラージユ》と戦ったっていう確信が欲しかったの。だから私は梨り央おさんにひどいことを言った。家族を侮辱されたときのお兄様の反応が見たかったから。その結果は、言わなくてもわかるでしょう？」

「───っ」

　そう、あのとき俺は無意識のうちに《剣舞士の首飾りソードダンサー》を握りしめていたんだ。

《蜃気楼ミラージユ》と戦ったときのように──。

「──だから」

　服越しに柔肌を押し付けたままで、七海は俺の耳元で囁ささやく。

「私は、あなたに家族になって欲しいの。あなたなら……私がウィッチクラフトでもきっと家族だって認めてくれると思う。現にあなたはお姉様の所有者になって、一つ屋根の下で一緒に暮らしているもの」

「………」

「──好きよ、お兄様。好き、好き、好き、大好き。霧谷七海はあなたのことを愛しています。私はあなたに……自分の家族のことを深く愛しているあなたに守ってもらいたい。ずっと一緒に……私の傍にいて欲しい。だから──」



　私を──あなたの家族ウイツチクラフトにして。



「───」

　それは、紛れもない本音に聞こえた。

　霧谷七海。

　きっとコイツは家族って存在に飢えていたんだろう。ラピスと同じで、五十年も眠りについていた彼女にはこの時代に頼れる人間なんて一人もいなかった。おまけにたった一人の産みの親も死んでしまっていた。

　だから、求めた。

　ラピスと同じように、自分の家族になってくれる人間を……そして家族として自分のことを守ってくれる人間を、強く欲した。

　恋い焦がれていた。

　だから、彼女は俺おれを……家族のためなら平気で命を投げ出すほどの執着を持った辻つじ峰みね冬とう夜やという人間を、好きになったんだ。

「………」

　……ぶっちゃけた話。

　七なな海みの気持ちは、少しだけ理解できた気がした。

　だって──コイツはラピスと一緒なんだ。

　魔女を……家族を亡くしてしまったせいで、孤独になってしまった女の子。その心境はガキの頃ころに母さんを亡くしてる俺には嫌でも共感できた。

　だから、俺は七海のことを助けてやりたいと思う。

　辻峰だとか霧きり谷やだとかそんな事情は関係ねえ。たぶん俺は……自分と同じように家族を亡くして悲しんでいるヤツを放っておくことができないんだ。

　──だけど。

「七海」

　俺は彼女を問い詰めるように、訊たずねた。

「それが、おまえのすべてなのか？」

「……えっ？」

「おまえは霧谷の屋敷で言ったよな？　辻峰と霧谷の同盟を結ぶために、俺と婚約したいって。さっきの告白も……俺はおまえの本音だと思ってる。けど、それだけなのか？　おまえはまだ俺に──いや、俺たちに何か隠してるんじゃねえのか？」

　そう、梨り央お姉ねえが抱いていた疑問。七海は俺たちに何かを隠してるんじゃないか？　それを確かめるために、俺は今日来たんだ。

「──ふふっ」

　俺の問いに、七海は囁ささやくように微笑ほほえんだ。

「そうね。私はまだお兄様に隠していることがあるわ。私が欲しいのは、私のことを家族だって認めてくれて、守ってくれる人。でも、それだけじゃない。私が欲しいものは──もう一つあるの。それは──」

　と。

　七海が言いかけた瞬間だった。

「お客様。ちょっとよろしいですか？」

「……げっ」

　……最悪だ。

　どうやら、店員さんが来たらしい。これこそ俺おれがもっとも恐れていた事態である。

「あら、何かしら、店員さん」

　何事もなかったようにカーテンの向こう側に話しかける七なな海み。

　惚ほれ惚ぼれするようなポーカーフェイス。でも、七海さん。俺の耳に口を寄せたままで喋しやべるのはやめてくれません？　くすぐったくて背筋がゾクゾクしちゃうから。

「いえ、お客様がなかなか外に出て来ないので、何かトラブルでもあったのかと思って。そう言えば、一緒にいた男の方はどこですか？」

　ぎくっ。

「もしかして、中にいるんですか？」

　ぎくぎくっ。

「答えてください。にぃ……いえ、お連れの方と試着室の中で何をしているんです？」

　カーテン越しに伝わってくる強烈なプレッシャー。

　やべえ。この店員さんタダもんじゃねえぞ。『警視庁24時』に出てくる熱血警官みたいなテンションだ。このままじゃこっちに踏み込んでくるかもしれん。

「……ん？」

　でも、なんだろう。

　気のせいか、この店員さんの声はどこかで聞いたことがあるような……。

「──きゃっ♪」

「!?」

　そんなことを思っていたら、突然後ろにいた七海がおかしな声を出しやがった。

「……お客様。今の声はなんですか？」

「い、いえ、なんでもないのよ、店員さん。ただ、お兄様が私の身体を……ひゃあんっ」

「なっ。あ、あなたたちは一体何をしてるんですか！」

「え？　そんなの決まってるでしょう？　お兄様が私に……あっ、やぁっ……お兄様ったら大胆……こんなところで私の胸を触っちゃダメぇ……っ」

「っ！　早く試着室から出てきてください！　じゃないと踏み込みますよ！　ていうか、にぃ……いえ、お連れの方は七海さんに何をしてるんですか！」

「あら？　今あなた、私のことを『七海さん』って呼んだわよね？」

「！」

「ねえ、教えて。どうして店員さんが私の名前を知っているのかしら？」

「っ！　そ、それは……っ」

　カーテンの向こうで店員さんは困っているようだった。もちろん、俺おれは七なな海みに変なことはしていない。コイツが一人で演技をしてただけである。

　しかし、なんでこの人は七海の名前を知ってるんだ？

「──七海様」

「！」

　瞬間、カーテンの向こうから「きゃっ!?　いきなり何を……って、どうしてあなたがここにいるんです!?」というひどく焦った店員さんの声がエコー。……なんだ？　一体このカーテンの向こうで何が起こってる？

「お兄様。恥ずかしいから、ちょっとだけ目を瞑つぶっててね」

「お、おう」

　返事をしてから目を瞑ると、七海の体温が俺の身体から離れた。同時に試着室に響く衣擦れの音。もしかして、服を着てるのかな？　つーか、あれだけ大胆なことをしたくせに着替えを見られるのは恥ずかしいのかよ。変なところで乙女チックなヤツ。

「もう大丈夫よ」

　目を開けると、俺の前にいたのは服を着た七海。少しだけ微笑ほほえみながら、彼女は試着室のカーテンに手をかけていた。

「まあ、詳しい事情はこのカーテンの向こうにいる人たちに訊きいてみましょう」

　そして、一気にカーテンを開ける。

　そこにいたのは──。

「──げっ」

　思わず、俺は目の前の光景に呻うめいてしまった。

　そこにいたのは黒と白のメイド服を身に纏まとった少女──霧きり谷やアリス。

　そして、彼女に腕を掴つかまれて身動きとれずにいる辻つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　最後に──。

「ちょ、ちょっと！　《紅柩ピジヨンブラツド》！　早くコイツに手を離すよう命令しなさい！　服が伸びちゃうでしょっ！」

　飼い主に捕まった子猫よろしく、アリスに服の後ろ襟を掴まれてぶら下げられているちっちゃい女の子。

　ラピスラズリ。

　我が家の従妹とプチ猫は、霧谷家のメイドの手によって物の見事に捕獲されていた。
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「……なんでおまえらがここにいるんだよ」

　ランジェリーショップの入り口の前。

　そこで俺おれはラピスと真ま由ゆ香かに訊たずねていた。てっきり梨り央お姉ねえと一緒に家で留守番してると思ってたのに……。

「ち、違うわよ冬とう夜やっ!?　わたしは好きでここに来たわけじゃないもん！　真由香があんたのデートの様子が気になるっていうから仕方なく……」

「なっ……私一人に責任を擦り付けないでください。ラピスだって、兄さんが七なな海みさんにデレデレしてないか気になるって言ってたじゃないですか」

「はああっ!?　ち、違っ、わたしは別に冬夜のことを気にしてなんか……っ」

「つまり、俺と七海のデートが気になって尾行してたのか？」

　訊ねると、気まずそうに「うっ……」と黙り込む尾行コンビ。ビンゴか。大方、本家を出た後からつけてきたんだろう。ちなみにラピスはドレス。真由香は制服姿である。

「で。なんで真由香は店員のフリなんかしてたんだ？」

「それは……兄さんが七海さんに試着室に連れ込まれていつまでも出てこないから、様子を窺おうと……」

「もしかして、俺の頭に氷の欠片をぶつけたのもおまえか？」

「うっ……ごめんなさい。兄さんが七海さんとイチャイチャしていたので、つい……」

　申し訳なさそうに顔を俯うつむかせる真由香。

　たぶん、あの氷の欠片は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で作ったんだろう。あの日本刀の能力は氷結。それくらいはできてもおかしくねえ。七海が一瞬だけウィッチクラフトの気配を感じた原因は真由香だったわけだ。

「ラピスはなんで捕まったんだ？」

「ふんっ。なんであんたにそんなこと言わなくちゃいけないわけ？　そもそも、あんたが頼りないからわたしたちが様子を見に──」

「コイツはこの店の近くの自販機でカ×ピスソーダを買っていたんだ。そこを、アリスが捕まえた」

「ばっ……なんであんたがバラしてるのよこのメイド女っ！」

「むっ。アリスはそんな名前じゃないぞ。アリスの名前は、霧きり谷やアリスだ」

　ジトッと半目で睨にらまれて、ラピスは「な、何よ、やる気？」と虚勢を張っていた。うん、やめとけラピス。おまえとアリスじゃケンカにならねえよ。主に身長差の問題で。

「アリス」

　ふうっと一度息を吐いてから、七海が声を出した。

「あなたの方こそ、どうしてここにいるの？」

「……すいません。七海様のことが心配だったので、様子を見に来てしまいました。七海様がどこにいるかは、ケータイのＧＰＳでわかっていたので」

「そう。それで、お姉様がいたからとりあえず捕まえたわけね」

「はい。コイツは挙動不審でした」

「挙動不審って何よ!?　わたしはウィッチクラフトだから遠くから様子を窺おうとしてただけっ。あんまり近づくと《紅柩ピジヨンブラツド》に気付かれちゃうし」

「まあ、私たち姉妹はウィッチクラフトの気配を察知するのが得意だからね」

「うるさい。わたしはまだあんたのことを妹だとは認めてないんだから」

「あら、『まだ』ってことはいつか認めてくれるのかしら？」

「っ!?　そ、そんなわけないでしょ！　なんでわたしがあんたのお姉ちゃんにならなくちゃいけないのよっ！」

　むーっと不満そうに唸うなるラピス。

　うーむ、なんだかんだで大所帯になっちまったな。ラピスと真ま由ゆ香かがこのまま大人しく帰るとも思えないし。つーか、そこまで俺おれは信用がないんだろうか？

「仕方ないわね。私のプロポーズの返事は後で聞くとして……こんな雰囲気のままデートを続けるのもどうかと思うから、とりあえず今からみんなで一緒にお買い物をしない？」

　にっこりと微笑ほほえむ七なな海み。

　むー、さすがは霧きり谷や家当主。大人の対応である。でも、全員で一緒に買い物か。それはそれで楽しそうな気もする。

「それじゃあ、とりあえずあの店に行ってみない？」

　俺たちをリードするように、七海はショッピングモールの一角を指さした。そこにあったのは一軒のペットショップ。むー、ホントに色んな店が揃そろってるんだなここは。

「何か飼いたい動物でもいるのか？」

「そういうわけじゃないけど、さっきからお姉様の目があの店に釘くぎ付づけだから」

「なっ……どういう意味よ《紅柩ピジヨンブラツド》。わたしは別に猫に見惚れてたわけじゃ……」

「あら、誰だれも猫とは言ってないけど？」

「うっ……」

　ラピスは悔しげに唸った後で、「……何よ。可愛かわいいんだから仕方ないじゃない」と口唇を尖とがらせて抗議。その視線の先にはペットショップのショーウィンドーの中にいる子猫。どうやら我が家のプチ猫は猫がお好きらしい。

「よし。あそこに行こうぜ」

「え？　冬とう夜や、いいの？」

「ああ。俺も動物は好きだしな」

　というか、あの店ならコイツらの荷物持ちをしなくていいと思うし。さすがにペットを買うとは言い出さないだろう。

「わぁっ……♪」

　ペットショップに入った途端、歓声を上げるラピス。彼女はそのまま子猫のいるボックスの前までダッシュ。そして「……かわいい」と呟つぶやきながら表情をとろけさせている。

　へえー、ラピスにこんな女の子らしい可愛かわいい一面があるとは。猫が羨うらやましいよ。辻つじ峰みね家の犬である俺おれにも少しは愛情を分けて欲しいもんだ。

「見てください、兄さん。この子とっても眠そうですよ」

　子犬を見ながら楽しそうにはにかんでいる真ま由ゆ香か。むー、どうやらコイツは犬が好きっぽい。そのうちラピスと真由香が猫派と犬派に分かれて本家で派閥抗争を……って、その心配はいらないか。普段からよくケンカしてるし、状況は大して変わらん。

「それにしても、この子はなかなか愛あい嬌きようがあると思います」

「……そうか？」

　真由香が見ているのはシベリアンハスキーの子犬。正直ちょっと強こわ面もてな顔をしているような……。

「特に、顔つきが兄さんと似てるところがとっても可愛いです」

「………」

　悪かったな、強面な顔で。

　しかし、真由香は不良っぽい顔つきが好みなんだろうか？　コイツは根っからの優等生だし、そういうアウトローなタイプに弱いのかもしれん。兄貴分として悪い男に引っかからないようガードしてやらねば。

「ところで、兄さんは犬と猫だとどっちが好みですか？」

「あー、どっちかって言うと俺は猫派かな。犬は金かかりそうだろ？　身体がデカいから食費もバカにならないし」

「……兄さん。そういう夢のないことを言うのはやめてください。それに、食費が気になるなら小型犬を飼えばいいじゃないですか」

「まあ、そうなんだけどさ」

　わかってはいるんだがどうしてもそこら辺が気になってしまう。きっと親父と暮らしてたせいだ。あのロクデナシは犬よりもよっぽど金がかかる。

「けど……私がアリスさんに見つかってしまったのはラッキーだったのかもしれません」

「は？　なんでだ？」

「だって、こうしてるとまるで兄さんとデ──」

　と、そこまで言いかけたところで真由香はハッと息を呑んでから、「や、やっぱり何でもありませんっ」とリボンをピコピコ揺らしながら誤魔化した。

「？　まあ、何にしろコイツに触りたいんなら触らせてもらったらどうだ？」

「えっ……でも、私が飼うわけじゃないのに……」

「それぐらいはいいだろ。店員さんに言えば大丈夫だと思うぜ」

「そ、そうですよね」

　じゃあ、ちょっと店員さんのところまで行ってきますっ、と真ま由ゆ香かははしゃいだ様子でレジの方まで走っていった。

　うーん、やっぱり真由香って可愛かわいいと思う。普段は大和やまと撫子なでしこって感じで大人しいのに、嬉うれしくなるとああやって感情を出して喜ぶところとか。

「……うわー、なんでそんなにニヤニヤしてるのよこのバカ犬。……それはそうと、さっきは真由香と何の話をしてたの？」

　ずいっと、猫を見ていたはずのラピスが俺おれの方に迫ってきた。

　むっ、そんなに俺と真由香の会話の内容が気になるんだろうか？　別に大したことを話してた覚えはない。そう、真由香と話していた話題は……。

「強いて言えば、自分の好みについてだな」

「好み？」

「そう。小さいのと大きいのだとどっちが好きかとか」

「……ふうん。ペットショップに来たくせにそんな話をしてたのね。でも、好みか……」

　何やら考え込んでいるラピス。

　………？　なんでこんなに難しい顔してるんだ？　俺と真由香は犬派か猫派かについて話してただけなのに。

「……ねぇ、冬とう夜や」

　恥ずかしそうに顔を俯うつむかせながら、ラピスは俺の名前を呼んだ。

「ちょっと訊ききたいんだけど……えっと、その……あんたはどんな子が好みなの？」

「俺？　いや、いきなりそんなこと言われても……」

「なんでもいいのよ。例えば、さっきあんたが言ったみたいに……身長とか」

「身体の大きさか？　それならちっちゃい方が断然好きだ」

　そっちの方が食費も安く済む。ペットも省エネが一番である。

「……ふ、ふうん。そうなんだ……」

　しかし、どうしてかラピスは心なしか嬉しそうに頬ほおを緩ませていた。あれ？　なんだかやけにリアクションがいいな。コイツも食費が掛からない動物が好きだったりして。

「ちなみに、ラピスはどんなヤツが好みなんだ？」

「えっ……わたし？　わたしは……」

　ラピスは少しだけ考え込んだ後で、「……わたしより身体の大きいヤツ」と消え入りそうな声で応えた。へえー、もしかして大型犬が好きなのかな？　でも、なんでそんなに恥ずかしそうに言うんだろう？

「なんで自分よりおっきいヤツが好きなんだ？」

「それは……そっちの方が頼りになる気がするし……」

「ああ、それはわかる気もするよ。でも、身体が大きいヤツは大変じゃないか？」

「……大変？」

「下手をしたら押し倒されるかもしれん」

「押し倒される!?」

「そのまま顔を舐なめられて」

「なんで顔を舐められるわけっ!?」

「はあ？　そんなの普通だろ？　それに、ラピスはちっちゃいから押し倒しやすそう……って、いてえ!?」

　ゴッ！　とラピスの強烈なフットスタンプが俺おれの足を直撃。だああああ何するんだこのプチ猫は！　蹴けりは全然痛くなかったけど、踏みつけは体重が乗ってる分ダメージがデカいぞ！　しかもピンポイントで小指を踏んできやがるし！

「てめえ！　いきなり何すんだよ！」

「黙りなさいこのスケベ犬っ！　知らなかったわ！　あ、あんたがわたしのことをそういう目で見てたなんて……っ！」

「けど、小さいヤツが押し倒されるのはよくあることだぞ。身体のおっきいヤツは子供好きなのが多いんだ。実は、俺もガキの頃ころに近所にいたヤツに押し倒されたことがある」

「えっ……だ、大丈夫だったの？」

「いや、大変だったよ。ジョンって名前のデカいヤツでさ」

「外国人!?　しかも男!?」

「まあ、男っていうよりは雄だな。あいつは子供なら男も女も見境なかったんだ。俺はジョンに押し倒された後、服を破られて身体中傷だらけに……」

「いやあああああああああっ！」

　甲高い叫び声をあげた後、ラピスは「……ごめんなさい。あんたのトラウマを抉えぐっちゃってごめんなさい……」と呟つぶやきながら青ざめた顔でガクガク震えている。

　……何やってるんだ、コイツは。

　俺はただガキの頃に近所で飼われてたゴールデンレトリバーにじゃれつかれたことを話しただけだぞ。結構ヤンチャなヤツだったからあちこち噛かまれてひどい目にあったっけ。

「……兄さん。ラピスと何をしてるんですか？」

「ん？　真ま由ゆ香かか」

　後ろを振り返ると、真由香が戻ってきていた。たぶん、店員さんに犬に触る許可をもらってきたんだろう。

「兄さんたちの話をちょっぴり聞いていましたが……二人の認識には大きな間違いがあると思います。後々問題にならないよう、ラピスの誤解は私が解いておきますね……」

　はあっとため息をつく真由香と「冬とう夜や……あんたも色々大変だったのね……」となぜか俺おれに憐あわれみの目線を向けてくるラピス。

　まあ、よくわからないけど、そこまで大した誤解でもないか。

「お待たせしました、お客様」

　勝手に納得していると、背後から女性の店員さんが声をかけてきた。

　たぶん、真ま由ゆ香かに言われてハスキーのケースを開けに来たんだろう。店員さんは慣れた手つきでケースの鍵かぎを開け、ハスキーを真由香にパス。

「あぅ……やっぱり、この子はとっても可愛かわいいです」

　ぎゅっとハスキーを抱きしめた後、愛おしそうに頬ほおずりをする真由香。

　……大丈夫か、コイツ。まさか本気で飼うとか言い出さないだろうな？　しかし、どうしてこんな強こわ面もてが好きなのかねぇ……。

「何をしてるの、お兄様」

「!?」

　突然背後から話しかけられてビクッとしてしまった。

　振り返るとそこにいたのは七なな海みとアリス。

　そういや、コイツらは今まで何を見てたんだろう。

「なあ、七海たちはどんな動物を見てたんだ？」

「それは……鳥よ。ほら、あそこにカナリアがいるでしょう？」

　ペットショップの隅の方を指さす七海。

　その先にいたのは、小さな鳥とり籠かごに入れられた紅いカナリアだった。

「へえー。鳥が好きなのか？」

「いいえ。好きってわけじゃないけれど……あの子が可哀想だったから」

「可哀想って……なんでだ？」

「だって、あの子はあんなに狭い籠かごに閉じ込められているのよ？　大空を飛べる翼があるのにどこにもいけない。それは誰だれかに飼われたとしても同じこと。きっと飼い主はあの子を逃がさない。だからあの子が世界の広さを……自由を知ることはないわ。そう──」



「──永遠にね」



　そう呟つぶやいてから、七海は紅い翼を持ったカナリアを見つめていた。

「大丈夫です、七海様」

　そこで七海に声をかけたのはアリス。

　自分の主を気遣っているのか、彼女はぎゅっと七海の手を握っていた。

「七海様には、アリスがいます」

「……ふふっ。そうね。ありがとう、アリス」

「いえ。アリスが七なな海み様の傍にいるのは当然のことです。だって……アリスは、七海様の家族ですから」

　健気に、そしてどこまでも真っ直ぐに言ってから、七海の手を握りしめるアリス。

「───」

　その光景に、俺おれたちは何も言えなかった。

　霧きり谷や七海と霧谷アリス。

　どうしてか、この二人はただの主と使用人の関係じゃないような気がした。そう、主従よりももっと深い関係……それこそ、家族って言葉がふさわしいような──。

「──おい」

　と。

　そこで何やらアリスが俺に目を向けてきて、

「いやらしい目で七海様を見るな、この犬っころ」

「………」

　……オイ。

　なんでおまえにまで犬っころ扱いされなくちゃならねえんだよ？

「このケダモノめ。この際だからはっきり言っておくぞ。七海様がいくらおまえのことを好きだろうと、アリスはおまえのことなんか絶対に認めないからな」

「うるせえ。そもそも俺はいやらしい目でおまえの主を見てなんかいねえよ」

「あら、私はいやらしい目で見てもらっても構わないけど？」

「七海様。そんなことを言ってはいけません。男なんて所しよ詮せんケダモノ。隙すきを見せたらいつ襲ってくるかわかりません」

　ギロッと不機嫌そうに俺を睨にらみつけてくるアリス。

　なんでか知らないが、コイツは俺のことを嫌ってるっぽい。まあ、コイツは七海のことをかなり慕ってるみたいだし、俺にヤキモチを焼いてるだけかもしれないが……。

「──アリス」

　瞬間、七海が毅き然ぜんとした声で自分のメイドを呼んだ。

「お兄様に謝りなさい」

「なっ……七海様、どうして……」

「考えればわかるでしょう？　近い将来お兄様は私と婚約するかもしれない。そうなったら、この人はあなたの主ということになるのよ？」

「アリスの主は七海様だけですっ！」

「そんな言い訳は聞いていないわ。あなたがお兄様に暴言を吐いたのは事実。だから、謝りなさい、アリス」

「うっ……」

　ぎゅぅぅぅうっと屈辱を堪えるようにエプロンドレスを握りしめた後、アリスは羞しゆう恥ち心しんに潤んだ目でこちらを睨にらみつけてきた。

「……ご、ごめんなさい」

「アリス。ちゃんと『申し訳ありませんでした、ご主人様』って言いなさい」

「なっ……!?」

「言ったでしょう？　お兄様は将来あなたの主になるかもしれない人なの。さあ、アリス。これは主である私の命令よ」

「くっ……わかりました。……も、もうしわけありませんでした、ごしゅじんさま……」

「はい、よくできました」

　にっこりと笑う七なな海み。

　その隣ではアリスが「くそぅ……全部おまえのせいだ……この屈辱は絶対に忘れないからな……」と涙目で俺おれをロックオン。あはは、なんでだろう。せっかく謝ってもらったのに事態が余計に悪化してる気がするんですが。

「でも、こうやって今から慣れておかないとダメよね。お兄様がアリスの主になったらおかしな命令をするかもしれないし。例えば『俺が選んだ可愛かわいくてセクシーな下着を着けてくれ！』とか」

「ざけんな。どこの世界にそんなクレイジーな命令をするヤツがいるんだよ」

「え？　私はしてるけど？」

「……は？」

「ちなみに私が選んだ色はブラック」

「ブラック!?」

「………っ！　こ、こっちを見るなこのケダモノ！　確かにアリスは七海様に選んでいただいた下着を着けているが……！」

「そうね。いくら主の命令だからって、アリスがあんなにフリルが付いた可愛らしい下着を身に着けるとは思っていなかったわ」

「な、七海様っ、アリスは七海様が似合うって言ったから……っ」

「ふふっ。ごめんなさい。今の言葉は嘘うそよ。私が選んだあの下着は、アリスにとっても似合っているもの」

「っ！　あ、ありがとうございます……」

　頬ほおを桃色にしてお礼を言いながらも、アリスは恥ずかしそうに自分の身体を抱きしめていた。

　きっとその純白のエプロンドレスの下には可愛らしい黒下着が……って、やめろ辻つじ峰みね冬とう夜や。ここでメイドさんのランジェリースタイルをイメージするのはマズい。このままじゃ俺の脳内が煩悩で黒く塗りつぶされる。

「つーか、おまえも下着くらい自分で選べよ」

「なっ、なんだと？　まさかおまえ、アリスをバカにしてるのか？」

「そういうわけじゃねえけどさ。メイドが主に下着を選んでもらうのはおかしいんじゃねえか？　普通に街で買えばいいのに」

「うっ……仕方ないだろう。アリスはこの街のことをまだよく知らないんだ」

「よく知らないって……霧きり谷やの人間なのにか？」

「………っ！　そ、それは……」

　俺おれに対する強気な態度はどこへやら。アリスはやけにオロオロしながら慌てていた。

　……なんだ？

　どうしてこんなリアクションをするんだろう。もしかして、コイツも俺と同じように街の外から来たのかな？

「ところで」

　と、俺とアリスの話を遮るように、七なな海みが割り込んできた。

「お兄様は私と婚約する気になってくれたのかしら？　ちなみに、ルビーの石言葉は『情熱』、『威厳』、そして『純愛』。その言葉通り、私はお兄様のことが大好き♪」

「石言葉ねぇ……。ちなみに、ラピスラズリの石言葉はなんなんだ？」

「確か、『崇高』、『尊厳』、『高貴』とかね」

「………。へ、へえー……」

「ちょ、ちょっと冬とう夜やっ！　どうしてそこで気マズそうにするわけ!?　どれもわたしにピッタリの言葉じゃない！」

「あら、お姉様に似合う石言葉は『ロリ』、『猫属性』、『ツンデレ』だと思うけど？」

「それのどこが石言葉よ!?　ていうか、《紅柩ピジヨンブラツド》！　冬夜は私の番い犬ぬなんだから、勝手にプロポーズなんかしないで！」

「そ、そうです。兄さんは辻つじ峰みね家の家事係いぬでもあるんですから、私の許可も取ってください」

　七海には渡さないとばかりにぎゅっと俺の手を掴つかむラピスと真ま由ゆ香か。

　うわー、コイツら俺が七海の真意を確かめるっていう当初の目的を忘れてやがる。うーむ、これじゃまたケンカになるんじゃねえか？

「あははっ」

　だけど、なぜか七海は紅い髪を揺らしながら微笑ほほえんだ。

「もう、辻峰家の人たちって本当に賑にぎやかで楽しいのね。それじゃあ、私のプロポーズの返事は後で聞くとして、別のお店を見に行きましょうか」

　言って、彼女は俺たちを先導するようにペットショップを出る。

　その顔はとても楽しそうに見えた。

















「………」

　……まあ、いいか。

　もしかしたら、七なな海みも大勢で一緒に遊ぶことができて楽しいのかもしれん。

　思い出すのは、さっきの試着室での会話。七海は自分と一緒にいてくれる家族を求めていた。それなら、みんなで一緒に買い物をするのも悪くないのかも……。

「───っ」

　しかし。

　ペットショップを出た直後──あまりにも唐突に俺おれの思考は凍り付いた。

「？　どうかしたの、お兄様」

「いや……悪い、七海。俺はちょっとトイレに行ってくるから、先に次の店に行っててくれないか？」

「ええ。別にいいけど……」

「よし。じゃあ、買い物を楽しんでてくれ」

　それだけ言い残してから、俺はなるべく自然に見えるように七海たちから離れた。

　七海は不思議そうに俺のことを目で追っていたが、俺の言葉を信じてくれたのか、すぐに近くの店に入ってくれた。ラピスたちも、彼女を追うように店に入っていく。

「……さて」

　……どうするかな。

　そんなことを考えながら、俺おれはさっき一瞬だけ見えたあいつの背中を捜す。

　いや、どうするもこうするもない。あいつがここにいる以上、もしかしたら七なな海みたちとバッティングするかもしれん。それはできれば避けたい。

　なぜなら、あいつの目的はウィッチクラフトを狩ることなのだから。

「──あれ？」

　耳に届いたのは、女の子にしてはちょっとハスキーな声。

　追いかけてくる俺に気付いたのか、白髪の少女は後ろを振り返っていた。

「──へえ。街を歩いてたら微かにウィッチクラフトの気配ニオイがしたんで様子を見に来たんだが……あんただったのか、おにーさん。確か、名前は辻つじ峰みね冬とう夜やだっけ？」

「……セツナ」

　そう、俺の目の前にいたのは──セツナ。

　ウィッチクラフトを巡る三大勢力の一角。遺産№４《魔狼フエンリル》の所有者にして、たった一人で辻峰と霧きり谷やに戦争を仕掛けて勝利した怪物。

　約三ヶ月ぶりに再会した白髪の少女は、珍しそうに俺のことを見つめていた。

「………」

　……落ち着け。セツナはウィッチクラフトの気配を感じたって言ったけど、まだラピスたちには気付いていないようだ。

　ここで一番避けなくちゃいけないのは、ラピスや真ま由ゆ香かがセツナと鉢合わせすること。コイツの目的はウィッチクラフトを狩り尽くすことなんだ。あいつらを見つけたら、コイツはいきなり襲ってくるかもしれない。

　その前に、なんとかコイツを遠ざけないと……。

「ま、ちょうど良かったかな」

　しかし。

　緊張している俺とは対照的に、セツナはニヤッと楽しそうに頬ほおを緩ませていた。

　そして──。

「ヘイ、おにーさん」

　セツナは。

　三月に会ったときとはまるで違う、屈託のない笑みを浮かべながら──一言。

「これから、アタシと一緒にデートしようぜ」










第５章　交渉の時間です。



「ハハハッ！　この犬っころがっ！　てめえごときがアタシに勝てると思ったか！　死ね！　今すぐ死ねっ！　今日がてめえの命日だっつってんだよっ！」

　隣から響く元気ハツラツなシャウト。

　場所はショッピングモール内にある小さなゲームセンター。

　まるで夏休みに突入した直後の小学生のごとく、セツナはテンションを上げながらゲームに興じていた。

　ちなみにゲームの種類はシューティング。画面に映ったモンスターを拳けん銃じゆう型のコントローラーで狙ねらい撃うちにするタイプである。しかし、今戦ってるモンスターが犬っぽいヤツのせいかどうも落ち着かない。しかも、ゲームの代金は俺おれの奢おごりだし……。

「………」

　いや、そうじゃなくて。

　どうして俺はセツナとデートなんかしてるんだ？

「おっ、見ろ見ろおにーさん！　ハイスコアだぜ！」

　ラスボスっぽいデカい犬を倒した後で、西部劇のガンマンよろしく拳銃型コントローラーをくるくる回すセツナ。むー、大した腕前だ。それにコントローラーの扱いもかなり上手い。もしかして結構やり込んでるのかな？

















「つーか、これのどこがデートだ。俺おれの役目はただの財布係じゃねえか」

「別にいいだろ？　今月は金欠であんまり遊ぶ金がなかったんだ。しかも、あんたはアタシに借りがある。三月に山で会ったときは見逃してやったしさ」

「それはそうだけど……あんたは俺たち辻つじ峰みねの敵で、ウィッチクラフトを狩り尽くすことが目的なんだろ？　なのに、俺と戦わなくていいのかよ」

　そう、俺だって《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者だ。

　だったら普通は戦いを挑まれても……。

「はんっ。バカ言ってんじゃねーよ。こんな人ひと気けの多い真っ昼間の街中で戦えるわけねーだろーが。ウィッチクラフトの存在が社会にバレちゃマズいからな」

「結構律儀なんだな」

「おー。それに、今日アタシは遊びに来たんだ。よっぽどのことが起きねー限り戦わねー。ま、だからおにーさんと会えたのはラッキーだったけどよ」

　さあ、遊ぼうぜ！　と次のゲームへと移動するセツナ。

　……まあ、俺にとってもこの展開はラッキーだ。

　なにせコイツは《魔狼フエンリル》の所有者。俺が一人で戦うのは危険すぎる。ラピスたちにはケータイで「個人的な買い物を思い出したから戻るのにちょっと時間がかかる」って伝えておいた。

　だから、このまま時間を潰つぶしながらセツナをあいつらから引き離せば……。

「よし、次はコレだ」

　ピタリと立ち止まるセツナ。その前にあるのはパンチングマシーン。どうやら次のターゲットはコイツっぽい。

「大丈夫か？　あんたが殴ったら壊れ……って、そんな心配はいらないか。今のあんたは《魔狼フエンリル》を持ってないし……」

　……って、ちょっと待て。

　よく考えれば、今のセツナは丸腰じゃねえか。だったら、別にラピスたちと出会うことがあっても──。

「残念、おにーさん。《魔狼フエンリル》はちゃんと持ってるよ。ほら、コレ」

　言って、セツナは俺に見せつけるように自分の右腕を差し出した。そこにあったのは黒曜石のように輝く漆黒の腕輪。

「戦わねーときはこうして形を変えて持ち歩いてんのさ。だから、不意打ちしようと思っても無駄だぜ？」

「別にそんなことは考えてねえよ」

　しかし、まさか形を変えて持ち歩けるとは。知らなかった。三月のときは槍やりを肩に担いだままで帰ってたし。

「………」

　そう言えば、俺おれはセツナのことを何も知らない。歳は俺と同じくらいに見える。梨り央お姉ねえの親友らしいけど、学校には通ってるんだろうか。

「なあ、セツナ」

「あん？　なんだよ、急に名前で呼びやがって」

「仕方ねえだろ。俺はあんたの本名を知らねえしさ」

　パンチングマシーンのグローブを嵌はめているセツナに言った。すると、彼女は「ああ、そういやそっちは名乗ってなかったっけ」と呟つぶやいてから、

「──セツナ・ヴァレンタイン」

「は？」

「だから、それがアタシの名前だよ。セツナ・ヴァレンタイン。どうだ？　悪くねー名前だろ？」

「でも、ヴァレンタインっていうのは……」

　頭に浮かぶのはもちろん俺の先祖である魔女のことだ。

　リリィ・ヴァレンタイン。

　もしかしたら、コイツは魔女の関係者なんじゃ──。

「まあ、カッコイイ名字だから拝借したんだけどさ」

「そんな理由かよ!?　つーか、思いっきり偽名じゃねえか！」

「当たり前だろ。そう簡単に女の子の個人情報をゲットできると思ってんじゃねーぜ」

　アハハッと笑ってから豪快な右ストレートをマシーンに打ち込むセツナ。

　くそっ……まさか偽名を使ってくるとは。人のことをからかいやがって。考えてみれば、今日は七なな海みとデートしてたせいでからかわれてばっかりで……。

「……あっ、」

　そこで、俺の脳内に一つのアイディアが生まれた。

　今日のために、俺は我が家の女性陣たちによる女の子とのデート対策を叩たたき込まれてきた。だが、さっきの七海とのデートではそれをほとんど発揮できなかった。最初からあいつのペースに巻き込まれっぱなしだったしな。

　でも、コイツならどうだろう？

　セツナ・ヴァレンタイン。

　俺にとってコイツは敵だ。しかし、話し合いで争いを回避できるならそれに越したことはない。

　だったら、この機会に少しでも仲良くなっておくべきなんじゃないだろうか？

「……よし」

　そうとなったら、行動を開始しよう。

　えーっと、今思いつくアプローチは……。



　①　いきなりキスをする。

　②『可愛かわいい』って褒めてみる。



　とりあえず、この２パターン。

　梨り央お姉ねえだったら躊躇ためらいなく①を実行しそうだが、あいにく俺おれにそこまでのチャレンジスピリットはない。なので、ここは……。

「セツナ」

「ん？　なんだよ」

　パンチングマシーンに二発目の右ストレートを叩たたき込もうとしていたセツナが聞き返してきた。

　間髪入れずに、俺は選択肢②を実行する。



「あんたって、結構可愛いんだな」



　ドオンッ！　と。

　ゲームセンターに凄すさまじい破壊音が響いた。

　見ると、セツナに拳を撃うち込まれたパンチングマシーンがグシャグシャになっていた。まるで、小型トラックにでも突っ込まれたみたいに。

「……オイ、おにーさん」

　こちらを振り向かずに、セツナは震える声で呟つぶやく。

「もう一度アタシにそのセリフを言ったら、マジで殺すからな？」

「……はい。すいませんでした」

　冷や汗をダラダラ流しながら謝る俺。

　……危ねえ。

　どうやら《魔狼フエンリル》は腕輪の状態でも能力が使えるっぽい。まさかパンチングマシーンをぶっ壊すとは。②を選んでマジでよかった。①を選んでたら俺が地獄に堕ちるとこだったぞ。

「チッ。壊しちまった。ま、いいか。プロボクサーだったらこれぐらいはやるだろうし」

　ため息を吐きながらグローブを外すセツナ。

　いや、たとえ全盛期のミルコ・クロ×ップだってこんなマネは不可能だろ。つーか、大丈夫かな？　周りの客や店員が都会のど真ん中でアマゾネスでも見たような顔で固まっちまってる。あまりの光景に俺おれたちに近寄ってすら来れないみたい。

「さあ、次のゲームに行こうぜ、おにーさん」

「お、おう」

　もしかしたら俺たちの顔がこの店のブラックリストに載るかもしれん。そんな恐怖に怯おびえながら、俺はセツナの後を追いかける。

「しかし、やっぱりあんたは変わったヤツだな」

　俺が隣に並んだ瞬間、セツナはそんなことを言ってきた。あはは、パンチングマシーンを一撃でオシャカにしたあんただけには言われたくないセリフだぜ。

「訂正しろ。俺は変わってなんかない」

「アハハッ。自覚がなかったら大したもんだよ。不死身のアタシに戦いを挑んだことがある時点で大分イカレてる。そして、もっとぶっ飛んでるのは敵であるアタシとこうしてデートしてることだ」

「誘ったのはそっちじゃねえか」

「そりゃそーだ。でも、本気じゃなかったよ。あんたのことだから、あの場で斬きりかかってきてもおかしくねーと思ってた」

「そんなに危ないヤツに見えるのかよ、俺は」

「見えるね。まゆっちのヤロウも見かけによらず結構な激情家だけど、あんたはあいつより数段タチが悪い。車で喩たとえるなら、アクセルを軽く踏み込んだだけで一気にトップスピードまで加速しちまう感じ。感情の浮き沈みが激し過ぎんだよ」

「………」

　その指摘に、俺は黙るしかなかった。

　確かにセツナの分析は当たっているかもしれん。そう、俺はとある事柄がからむと一気に自分を抑えられなくなってしまう。

　家族。

　死んだ母さんの遺言。あの人は、俺に家族を守れって言って死んだ。だから、俺にはその言葉が刻まれてしまったんだと思う。そう、母さんが思った以上に──深く、強く。

　だから、俺は──。

「ま、何が言いたいかっていうと、アタシはあんたがこうしてデートしてるのが不思議なのさ。憶えてんだろ？　アタシはあの柩ひつぎのウィッチクラフトを……てめえの家族を狩ろうとしたんだぜ？」

「……ああ。忘れるわけねえだろ。そのことについては今でも許してねえよ。ラピスは、俺の家族だからな」

「だろ？　だったら、なんで──」

「バカかあんたは。そんなの決まってんだろ」

　セツナの言葉を遮るように、俺おれは口を開いていた。

「あんたが、梨り央お姉ねえの友だちだからだ」

「……ああ？　いきなり何を言い出すんだよ？」

「梨央姉が言ってたんだよ。『セツナは根っからの悪人ってわけじゃないの』ってな。俺はあの人の言葉を信じる。それに、昔から梨央姉の人を見る目は確かだった。あの人があんたを友だちって認めてるんなら、こうして普通に話もできるさ」

　それに、梨央姉はこうも言っていた。

『昔のセツナは……ちょっと乱暴だけど、優しくていい子だったの。でも、色々あってウィッチクラフトを憎むようになっちゃったんだ』

　そう、すべての原因は三年前の事件。

　そこで《魔狼フエンリル》を暴走させてしまったセツナは、梨央姉のことを殺してしまった。そのせいで、コイツはウィッチクラフトの存在が許せなくなった。

　だから、今もウィッチクラフトを狩り続けている。

　しかも……たった一人で──。

「──ハハッ」

　俺の話を聞き終わった後、どうしてかセツナは乾いた声で笑っていた。

「相変わらずイカレてんな、おにーさん。アタシが梨央の友だちだから仲良くする。つまりは、家族の意思を尊重したいってわけだ。まったく、あんたの家族への固執は常軌を逸してるよ。これじゃ番犬っていうより、狩りのために躾しつけられた猟犬って感じだぜ」

「……うるせえ。おかしいのはあんただって一緒だろうが」

「ああ？　なんだそりゃ。どういう意味だ？」

「だって、あんたはウィッチクラフトを狩るのが目的なんだろ？　だったら、どうして辻峰本家を襲わないんだ？」

　そう、冷静に考えればおかしな話なのだ。

　セツナほどの強さなら俺と真ま由ゆ香かを同時に相手にしても勝てる確率は十分ある。なのに、コイツは辻つじ峰みね本家に襲撃をかけて来なかった……。

「チッ。それは簡単だよ。辻峰本家には梨央がいる。あいつの前だと戦いにくくて仕方ねー。三月のときみたいに身体を張られたら敵わねーしよ」

　忌々しげに呟つぶやくセツナ。

　ああ、そうか。梨央姉を生かしている《血核ハートレス》は未完成のウィッチクラフト。激しい運動をすると活動が止まって梨央姉自身が死んでしまう恐れがある。

　だから、セツナは……。

「ま、辻峰と同じで霧きり谷やの屋敷にも行ってねー。あっちはただ単純に嫌な思い出があるからだけどさ。あんたも梨り央おから聞いてるんじゃねーのか？　三年前、アタシは霧きり谷やの人間を大勢殺した。そう、アタシが《魔狼フエンリル》を暴走させちまったせいでな……」

　どこか複雑そうな表情で呟つぶやくセツナ。

　三年前の事件。

　その出来事が原因で、梨央姉ねえは一度死んで、セツナはウィッチクラフトを狩るようになった。

　一応梨央姉から事件の大まかな経緯は聞いたけど……もしかしたら、まだ俺おれが知らない事実があるのかもしれん。今のコイツの表情を見たらそんなことさえ考えてしまった。

　セツナ・ヴァレンタイン。

　今は普通の女の子にしか見えないコイツが、ウィッチクラフトを狩るためにたった一人で俺たちと戦ってる理由も──。



「──冬とう夜や？」



　と。

　そこで響いたのは、最高級のヴァイオリンの音色のように澄み切った声。

　ラピスラズリ。

　突然現れた魔女の最高傑作と謳うたわれる彼女ウイツチクラフトは、ただ茫ぼう然ぜんと俺とセツナのことを見つめていた。

「………っ」

　瞬間、ゾクッと背筋が凍り付いた。

　同時に胸の辺りが瞬時に熱を帯びる。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　俺のウィッチクラフトが灼やけ付くような熱を持っていた。まるで、持ち主に危険を伝えようとしているみたいに──。

「──はあん」

　そして、そこで息を吐いたのはセツナ。

　彼女はさきほどまでとは明らかに違う眼差しで、ラピスを見つめていた。

「なるほどね。おにーさんは一人で来てたわけじゃなかったんだな」

「セ、セツナ……」

　彼女の冷え切った声で、場の空気が一気に豹ひよう変へんする。

　──そうだ。



『よっぽどのことが起きねー限り戦わねー』



　さっきセツナはそう言っていた。

　じゃあ、この状況はどうなんだ？

　遺産№１──《蒼柩ラピスラズリ》。

　辻つじ峰みね家がウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするための要。三月に自分が狩ろうとした獲物と遭遇してしまった、この状況は──。

「───」

　沈黙。

　騒がしいゲームセンターの中で、ラピスとセツナは互いに睨にらみ合ったまま動かなかった。

　──落ち着け。

　最悪なのは、ここでセツナが戦い始めること。セツナはウィッチクラフトの存在を社会にバラすのはマズいって言ってたけど……もはやこうなってしまったら話は別だ。この状況が戦闘に発展することも十分あり得る。

　そのとき、俺おれは……。

「──ふうん」

　唐突に、沈黙を破ったのはラピスだった。

「いつまでも冬とう夜やが帰ってこないから捜しに来たんだけど、まさかあんたがいるとはね」

「なんだよ。アタシがおにーさんと遊んでたから怒ってんのか？」

「そんなわけないでしょ？　今考えてみれば、冬夜がわたしたちから離れる様子はちょっとおかしかったし。家族想いなコイツのことだから、偶然見かけたあんたをわたしたちから遠ざけようとしたんじゃない？」

「あー、なるほどね。つーか、てめえ今『わたしたち』って言ったよな？　つーことは、まゆっちも一緒にいるのか？」

「ええ。それに──霧きり谷やの人間もいるわ」

　瞬間、張り詰めた場の空気が鉛のように重くなった。

「……霧谷だと？」

　セツナ・ヴァレンタイン。

　ラピスが言った言葉に、彼女は強烈な不快感をあらわにした。

「ふざけんじゃねー。なんで霧谷と辻峰の人間が一緒にいる？」

「さあ、どうしてでしょうね？」

「──ハハッ。ウィッチクラフトごときが調子に乗ってんじゃねーぞ。てめえなら知ってんだろ？　この《魔狼フエンリル》はすべてのウィッチクラフトにとっての天敵だ。そしてアタシはウィッチクラフト相手なら手加減も容赦も一切しない。なんなら──」



　今すぐ、ここを戦場に変えちまっても構わねーぜ？



「……セツナ」

　ラピスを庇かばうように、セツナと相対する。

　こうなったら……やるしかねえ。

《魔狼フエンリル》。

　最強にして最悪と謳うたわれる漆黒のウィッチクラフト。同じ《Ⅸノウエム》の一角だが、俺おれの《剣舞士の首飾りソードダンサー》だけじゃどこまで太刀打ちできるかわからない。

　でも、退くわけにはいかねえんだよ。

　だって、ラピスは俺の家族ウイツチクラフトなんだから。

「──待ちなさい」

　しかし。

　もはや決壊寸前の空気の中で、ラピスの透き通った声が響いていた。

「ねえ、あんた……名前はセツナだったっけ？　なんなら、あんたに面白い話を教えてあげましょうか？」

「あん？　そりゃどういう意味だ？」

「簡単な話よ。あんたに教えてあげるっていってるの。今、辻つじ峰みねと霧きり谷やが何をしようとしているかをね」

「───っ」

　ラピスの言葉に、息を呑む。

　辻峰と霧谷がしようとしていること。

　それは──同盟。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

《四銃奏カルテツト》。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　三つの戦闘に特化した《Ⅸノウエム》を使用しての《魔狼フエンリル》の蒐しゆう集しゆう。

　つまりは、セツナ・ヴァレンタインの討伐。

　まさか、ラピスは……。

「だから」

　そして、ラピスは告げる。

　今まさに自分を狩ろうとしている、少女に向かって──。

「少しだけ、交渉をしましょう」










第６章　カルテット・オブ・ナイト



　ショッピングモールの近くにあるビル街。

　この時間なら普段は帰宅途中のサラリーマンやＯＬで賑にぎわっているエリアだが、休日のせいか人影はまばらだった。

　そんなビル街の端っこにある八階建ての廃ビル。

　時刻は午後七時。

　銀色の月が浮かんだ空の下、廃ビルの屋上で俺おれとラピスはセツナと向かい合っていた。

「ま、ここなら邪魔は入らねーだろ。デカいビルを建てたのは良かったが、業者の手抜き工事が明らかになったとかでテナントが一軒も入らなかったらしくてよ。ウワサじゃ近々取り壊す予定だそうだ」

「……あんた、よくこんな場所知ってたな」

「まーな。一時期野宿をして暮らしてたことがあって、ここはそんときにアジトにしてたんだ。もちろん、誰だれの許可も取ってねーけどな」

　さて、と。

　セツナは息を吐いてから。

「教えろよ、柩ひつぎのウィッチクラフト。いや、遺産№１《蒼柩ラピスラズリ》だったか？　ゲーセンでアタシに『場所を変えてから話をしたい』って言ったのはてめえだぜ？」

「………」

　その言葉に、ラピスはぎゅっと小さな拳を握りしめた。

　きっと、緊張しているんだろう。

　──交渉。

　ゲームセンターでラピスがそう申し出たとき、セツナは「とりあえず、話だけなら聞いてやる」と応えた。コイツも、辻つじ峰みねと霧きり谷やが何をしているのか気になったのかもしれん。

　そして、今俺たちはラピスの提案に従ってここにいる。

　人の目の届かない屋上。

　ここで、話し合いをするために。

「じゃあ、簡潔に言うわね」

　覚悟を決めたように深呼吸をしてから、ラピスは言葉を紡いだ。

「辻峰と霧谷がやろうとしてることは、同盟よ」

「………っ」

　やっぱりか。

　どうやら、ラピスはセツナに同盟のことを話すつもりらしい。

　でも、どうしてだ？

　コイツだって、バカじゃない。三月にやった俺おれと真ま由ゆ香かの試合。あのとき俺が勝てたのは、ラピスが作戦を考えてくれたからだ。普段はおっちょこちょいだけど、何も考えずにセツナに同盟のことを話すとは思えねえ。

　もしかして、何か考えがあるのか？

「はあん。同盟ねぇ……。にわかに信じられねー話だな。辻つじ峰みねと霧きり谷やは犬猿の仲だ。どうやって両家の仲を取り持つ気だよ？」

「それは……ちょっとした方法があるの。とにかく、今重要なのは霧谷が辻峰と同盟を組んで何をしようとしてるかってこと」

「──ハッ。読めたぜ。霧谷のクソッタレ共が考えることなんて一つしか思いつかねー。つまりは、アタシへの復ふく讐しゆう。そして、《魔狼フエンリル》の蒐しゆう集しゆうか」

「そういうことよ。そこで……あんたに提案があるわ」

　夜風の吹き荒れる屋上で。

　ラピスはその蒼あおい瞳ひとみで、セツナを真っ直ぐに見つめてから、



「今ここで、《魔狼フエンリル》を渡して」



「なっ──」

　突然の要求に、心臓の鼓動がリズムを上げる。

　ラピスラズリ。

　まさか、コイツは……。

「……てめえ。まさか、アタシを脅迫してんのか？」

　俺と同じことを思ったのか、セツナが吐き捨てるように訊たずねた。

「同盟を結んだ辻峰と霧谷と戦いたくなければ、今すぐ《魔狼フエンリル》を渡せ。そうすれば、見逃してやるってか？」

「そうよ。この三ヶ月で……梨り央おから色んな話を聞いたわ。あんたは三年前に辻峰と霧谷と戦って勝ったらしいわね。でも、それは辻峰と霧谷がバラバラだったからでしょ？　今回は違うわ」

「………」

「冬とう夜やの《剣舞士の首飾りソードダンサー》と真由香の《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。そして、霧谷家が所有してる《四銃奏カルテツト》。戦闘に特化した《Ⅸノウエム》が三つも集まれば、《魔狼フエンリル》にだって立ち向かえる。それに──」

　ビシッと。

　ラピスは陶器のように白い指でセツナの腕輪──《魔狼フエンリル》を指さした。

「《魔狼フエンリル》は確かに最強にして最悪のウィッチクラフトよ。でも、それは決して無敵って意味じゃない。《魔狼フエンリル》にだって、弱点はあるわ」

　堂々とした口調で言うラピス。

　しかし、その声は微かに震えているように思えた。いや、声だけじゃない。彼女の隣に立っている俺おれには、その腕が微かに震えているのが見えた。

　……無理もない。

　相手はセツナ・ヴァレンタイン。

　ウィッチクラフトであるラピスにとっては天敵と言っても過言じゃない。きっとこうして話しているだけでも怖いはずなんだ。

　けれど……ラピスは必死に勇気を振り絞って、戦おうとしている。

　そう、自分なりの戦い方スタイルで。

「──わかんねーな」

　どこか納得のいかない様子で、セツナはラピスの言葉に応えた。

「確かに、この《魔狼フエンリル》だって無敵ってわけじゃねー。弱点だってある。だが、それなら黙ってその弱点を突けばいいだろーが。なのに、どうしててめえはアタシにこんな交渉を持ちかけてきた？　もしかして、そのおにーさんを助けるためか？」

「………」

　セツナの問いかけに沈黙するラピス。

　──そうだ。

　ラピスが交渉をするって言わなければ、間違いなく俺とセツナはあのゲームセンターで戦うことになっていたと思う。いくらウィッチクラフトの存在を世間にバラしたくないって言おうが、セツナがラピスを見逃すはずがない。

　その場合、俺は間違いなくセツナと戦っていた。

　それを避けるために、ラピスはこうやって交渉を……。

「……ううん。それだけじゃないわ」

　しかし。

　ラピスはセツナの言葉を否定していた。

「確かに、わたしがゲームセンターであんたに交渉を持ちかけたのは冬とう夜やを戦わせないためよ。コイツって……自分の家族のことになるとかなり無茶をしちゃうからね」

「ま、そうだろうな。そのおにーさんなら、アタシに勝てないってわかってても戦いを挑むだろうさ。けど、てめえがアタシに交渉を持ちかけたのはおにーさんのためだけじゃねーんだろ？　じゃあ、一体何の──いや、誰のためだよ？」

「………。それは……」

　少しだけ顔を俯うつむかせた後で、ラピスは応える。

「梨央のためよ」

「……ああ？　ふざけんな。なんでそこで梨り央おが出てくる？」

「だって……たぶん、あんたと梨央は友だちだったんでしょ？　本家で《魔狼フエンリル》を蒐しゆう集しゆうする話をしてたとき……梨央は辛そうな顔をしてたもん。きっと、辻つじ峰みねと霧きり谷やが同盟を結んであんたと戦うことになれば、梨央は悲しむわ」

「………」

「それに……この交渉は真ま由ゆ香かのためでもあるの。ここであんたが《魔狼フエンリル》を渡せば、誰だれも傷つかなくて済む。冬とう夜やも、真由香も、梨央も……誰も戦わなくていい。だから──」



《魔狼フエンリル》を、渡して。



　毅き然ぜんとした態度で、ラピスはそう言ってみせた。

「───」

　──ああ、そうか。

　ラピスは俺おれたちの……自分の家族のことを心配してくれてたのか。

　だから、セツナにこんな交渉を持ちかけた。

　家族を戦わせたくない。

　その一心で、勇気を振り絞って──。

「──はあん」

　そして、セツナは白髪を夜風になびかせながら息を吐いた。

「確かに、てめえの話はわからねーでもねー。戦闘用の《Ⅸノウエム》が三つも集まっちまったら、さすがのアタシでも勝てるかわかんねーからな。だったら、ここで大人しく《魔狼フエンリル》を渡して争いを回避するってのもありだろう」

「そうよ。だから──」

「──ただし」

　今までにない強い口調で、セツナはラピスの言葉を遮った。



「それは、三つの《Ⅸノウエム》を完かん璧ぺきに使いこなせたらの話だろ？」



「………っ！」

　きゅっと、セツナの問いにラピスは口唇を噛かみしめた。

「てめえも気付いてんだろ？　おにーさんが所有してる《剣舞士の首飾りソードダンサー》はわからねえが、少なくともまゆっちは《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を半分も発揮できてねえ。わかるか？　今のあいつじゃ、三年前の梨央には程遠いっつってんだ」

「でも、こっちには《四銃奏カルテツト》も……」

「はんっ。確かに、《四銃奏カルテツト》はただ単純な破壊力……いや、火力だけなら《魔狼フエンリル》にすら匹敵する。あれほど攻撃のみに特化したウィッチクラフトも稀け有うだろうよ。けど──アタシから言わせれば、あれはラストショットさえ撃うたせなければ怖くねーぜ」

　自信満々に、セツナは言いきった。

　──ラストショット。

　そういや、梨り央お姉ねえは《四銃奏カルテツト》には四種類の弾丸があるって言ってたっけな。俺おれの記憶が正しければ、霧きり谷や家でアリスが撃ったのはファーストショット。名前から察するに、ラストショットは四つ目の弾丸か。

「──いや、」

　そんなことより、どうしてセツナは、《四銃奏カルテツト》のことについてここまで知っているんだ？　三年前の事件のとき、コイツは当時《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者だった梨央姉と戦った。

　だったら、梨央姉と真ま由ゆ香かの実力を比べられるのも不思議じゃねえ。

　真由香も三月に俺と試合をしたとき、『姉さんほどは《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を引き出せません』って言ってた。

　でも、どうしてセツナは《四銃奏カルテツト》の能力まで知ってるんだ？

「ん？　不思議そうな顔をしてんな、おにーさん」

　俺の態度が気になったのか、セツナがいきなり話しかけてきた。

「アタシが《四銃奏カルテツト》のことについて知ってんのが不思議だったのか？　オイオイ、よく考えろって。そんなの答えは一つしかねーだろ」

「答え？」

「──そうさ。アタシがあのウィッチクラフトの能力を知ってる理由はたった一つ。三年前、《四銃奏カルテツト》の所有者を……当時の霧谷の当主を殺したのは──誰だれであろう、このアタシだからな」

「………っ！」

「おかげで、《四銃奏カルテツト》の能力はよーく知ってる。あれのラストショットは危険すぎるんだ。制御できずに暴走させちまうことは必至。そして、今まであれを使ったヤツは全員死んでる。つまり、文字通り最後の弾丸ラストシヨツトなのさ」

　言って、セツナは右手を伸ばした。

　瞬間、漆黒の腕輪が一本の槍やりへと変わる。

《魔狼フエンリル》。

　黒曜石の輝きを持つ長槍が、セツナの右手に握られていた。

「ま。つーわけで、交渉は決裂だ。同盟でもなんでも結びやがれ。てめえらがどんなに結託しようが、このアタシがたった一人で打ち砕いてみせる。すべてのウィッチクラフトを狩り尽くす。それこそが、アタシの目的だからな。もちろん──」



　てめえだって例外じゃねーぞ、《蒼柩ラピスラズリ》。



　ヒュオンッと夜風を切ってから、セツナは飢えた狼の眼差しをラピスに向けた。

「……ごめん、冬とう夜や」

　途端、隣から小さな声が聞こえた。

「なんとか丸め込もうと思ったんだけど……ダメだったみたい」

「……バカ。謝んじゃねえよ。あのセツナに啖たん呵かを切ったんだ。交渉をしてるときのおまえはすげえカッコ良かったぞ」

「でも、結局状況はあんまり変わらなくて……」

「いや、戦う場所を変えられただけでも十分だ。あのゲームセンターで戦ったら、かなりマズいことになってたからな」

　そう、あそこで戦ってたら無関係の人たちまで巻き込んでたかもしれん。

　それは辻つじ峰みねの流儀に反することだ。

「だから、ラピス」

　ラピスを庇かばうように前に出てから、俺おれは首から外した《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力を発動させて、右手に剣を──《円舞曲ワルツ》を握っていた。

「───」



　さぁ──蒐集たたかいを始めよう。



　今夜の蒐しゆう集しゆう対象は遺産№４《魔狼フエンリル》。

《Ⅸノウエム》の一角にして、最強にして最悪と謳うたわれるウィッチクラフト。

「──ラピス。おまえがさっき言ってた、《魔狼フエンリル》の弱点を教えてくれ」

「………っ。ダっ、ダメよっ。あいつと戦ったりしたら、冬夜が──」

「心配すんなって。俺だってこの三ヶ月真ま由ゆ香かと一緒に鍛錬を積んできたんだ。おまえが《魔狼フエンリル》の弱点を……あいつを倒せるかもしれない方法さえ教えてくれれば、勝機はゼロじゃなくなる。だから──」



　ラピスは、俺が守るよ。



「………っ」

　たぶん、俺の言葉が精一杯の虚勢だとわかってしまったんだろう。

　うっすらと瞳ひとみに涙を溜ためながら、ラピスは「……わかった」と頷うなずいてくれた。

　そして──。

「よく聞いて、冬とう夜や。《魔狼フエンリル》の弱点は──」



×　　　×　　　×





「オイオイオイオイいつまでくっちゃべってんだてめえら!?　楽しい楽しいラブコメの時間はもうとっくに終わってんだよ！」

　刹せつ那な、白髪の少女が夜空を舞う。

　まるで獲物に跳びかかる獣のごとき動作。跳躍の勢いそのままに、セツナは大きく振りかぶった漆黒の槍やりを何の躊躇ためらいもなく俺おれの脳天に叩たたき下ろす。

　反射的に、横に跳んで回避するが、

「!?」

　わずかコンマ数秒後、夜を戦慄わななかす轟ごう音おんが屋上の空気を軋きしませた。

　俺が避けたことで、叩き下ろされた《魔狼フエンリル》の穂先が屋上を直撃。結果、生まれたのは直径二メートルほどの風穴。そこから覗のぞくのは誰だれもいない階下の部屋。そう、恐ろしいことにたった一撃でセツナは屋上を貫通させたのだ。

「───っ！」

　その凄せい惨さんすぎる傷跡に、背筋が凍りつく。

　自分よりも小柄な女の子が放ったとは思えない、重く鋭い一撃。戦闘用ウィッチクラフトは所有者の身体能力と治癒力をある程度強化するものが多い。俺だって《剣舞士の首飾りソードダンサー》の恩恵を受けて普段以上の力を出せているはずだ。

　しかし──。

「──さぁ」

　獣化変身。

　身体を獣へと変へん貌ぼうさせることで、俺とは比べ物にならないほどに身体能力を強化された少女──セツナは、槍を構えたままで不敵に口元を歪ゆがめた。



「こっからは──狩りの時間だ！」



　吹き荒れる夜風を切り裂く獣じみた雄叫。

　同時に、セツナはただ力任せに槍を振り回して、

「くっ!?」

　瞬間、衝撃。

　火花を散らしながら、迫りくる刺突を迎撃する。しかし、受け流すのがやっと。とてもじゃないが正面からはマトモに打ち合えない。あまりにも乱暴で雑な槍やり捌さばきだが、圧倒的な機動性スピードと破壊力パワーが、それを必殺の一撃へと昇華させている。

「……いや、」

　もしかしたら、セツナは槍の扱いにそこまで長けていないのかもしれない。

　もともと『技』というのは、弱者が強者を倒すために生み出されたものだ。自分よりも優れた身体能力を持つ強者と相対するために、弱者は自らの技巧を磨いて立ち向かった。

　だが、そんな小細工をする必要は、セツナには全くない。

「──ハッ！　どうしたよおにーさん！　まさかとは思うが、アタシが女だから手加減してんじゃねーだろうな!?　頼むからそういう漫画に出てくる主人公みたいな甘ったれた気遣いはやめてくれ！　じゃねーと、アタシの方があんたを殺しちまいそーだ！」

　叫んでから、漆黒の長槍を翻すセツナ。

　──獣。

　あまりにも強引すぎる正面突破。ただただ己に与えられた暴力だけで獲物を蹂じゆう躙りんする獣のように、セツナは力任せに突貫してくる──！

「ぐっ、おっ……!?」

　暴風。

　そう表現するのがぴったりな猛攻に、剣を握る両腕が落雷に打たれたかのように痺しびれた。冗談でもなんでもなく、一撃捌さばくごとに屋上の空気が軋きしむ。一撃受けるだけで身体ごと弾き飛ばされる。一撃凌しのぐだけで呼吸が止まりそうになる。

　しかも、あいつは不死身の身体。

　ゆえに防御を無視して攻撃だけに集中できる。不死身という究極の防御手段があるからこその、攻撃だけに特化した戦闘スタイル。

　それこそが、セツナ・ヴァレンタイン。

　ウィッチクラフトを巡る三大勢力の一角にして、三年前たった一人で辻つじ峰みねと霧きり谷やから勝利を奪った怪物……！

「──チッ」

　響き渡る重く鈍い剣けん戟げきの音色。

　十数号の攻防の後、横薙なぎで放たれた槍の威力を殺し切れずに下がった俺おれを睨にらみながら、セツナは舌打ちをした。

「……つまんねー。いい加減攻めてきてくれよ、おにーさん。アタシの敵はウィッチクラフトだけだ。だが、もしかしたら《剣舞士の首飾りソードダンサー》を狩る過程であんたを殺しちまうかもしれねー。そんな覚悟はとっくに決まってる。けど──」



　おにーさんは、どうなんだ？



「………」

　……確かに、セツナの言う通り俺おれには覚悟が足りないのかもしれない。

　この三ヶ月で俺たちは三つのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしたが、その三つはすべて所有者がいなくても発動するタイプのウィッチクラフトとの戦いだった。

　しかし、今回は違う。

　相手はセツナ・ヴァレンタイン。遺産№４《魔狼フエンリル》の所有者。そして、紛れもない人間だ。この三ヶ月間で真ま由ゆ香かと限りなく実戦に近い鍛錬をしてきたけど、それもあくまで試合で──本番とは違う。

　本番じゃ、試合のときみたいな甘い気持ちのままじゃ生き残れない。

　俺を必要としてくれている人たちの……家族のもとに帰れなくなる……。

「別に女だからって手を抜く必要はないんだぜ？　アタシはおにーさんたちの敵。プロレスで言うところの悪役ヒールだ。それとも、もっと悪役ヒールっぽいことをしなくちゃ本気になれねーか？　例えば──」

　ふぅっと一度息を吐いてから。

　セツナは《魔狼フエンリル》の穂先を俺に向けて──。

「──思い出せよ。三年前、おにーさんの大事な大事な家族を死にぞこないの怪物アンデツドにしたのは、このアタシだぜ？」

「………っ」

　──やめろ。

　心の中で必死に叫んだ。

　それ以上言ったら、自分でも止められなくなる。

「あんときのことは忘れられねー。《魔狼フエンリル》を暴走させちまったアタシは、まゆっちのことを殺そうとしたんだ。そして、まゆっちを守ろうとした梨り央おと戦った。その結果……アタシは梨央を殺した。そう、この《魔狼フエンリル》でな」

　──そうだ。

　コイツが梨央姉ねえを殺した。

　俺の家族を、あんな身体にしやがったんだ。

「そんなことがあったから、アタシはできれば人間を殺したくねー。だが、今てめえの後ろにいるちっこいのは別だ。遺産№１《蒼柩ラピスラズリ》。きっとアタシは、いつかてめえの家族ウイツチクラフトを殺すぜ？　なぁ──」



　──辻峰冬夜ッ！



　高らかに俺おれの名を叫んでから──セツナはこちらに向かって一直線に疾駆。

　その手には、《魔狼フエンリル》。

　梨り央お姉ねえを一度殺した漆黒の槍やり。

　そして、ラピスを殺すかもしれないウィッチクラフト──。

「───」

　──瞬間。

　俺は向かってくるセツナに突進するように、駆け出していた。

　明らかに、今のセツナの言葉は俺を本気にさせるための挑発トラツシユトーク。

　けど……。

「………っ」

　今の宣告通り、このままじゃセツナは本当にラピスのことを殺す。

　だったら、俺は戦わなくちゃいけない。

　セツナを……斃たおさなくちゃいけない……！

「───」



　──さあ、踊れ。



　右手に握った剣が俺をそう急かしている気がした。

　そう、俺のウィッチクラフトの名前は《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　だったら──戦え。

　恐怖を、絶望を、敵を──打倒しろ。

　家族を守るために……敵だれかを斃す覚悟を決めろ！

「セツナあああああああああああッ！」

　肺の奥から絞り出すように叫ぶ。

　そう──俺に残されたたった一つの勝機。

　強制解放フオルテ。

　その名前通り、《剣舞士の首飾りソードダンサー》が姿を変えたこの剣は一定時間だけ持ち主の運動能力を強制的に解放し、限界まで向上させる。

　たとえるなら、セツナは長距離走者マラソンランナー。獣化変身の能力を使って、長時間一定のスピードを維持できる。

　対して、強制解放フオルテを使った俺は短距離走者スプリンター。スタミナが切れるのは早いが、一瞬のトップスピードだけならあいつを上回れるかもしれない。

　だったら、その一瞬で《魔狼フエンリル》の弱点を突くだけだ……！

「あああああああああああアアアアアアッ！」

　瞳ひとみに映ったのは、咆ほう哮こうを上げながら俺おれに槍やりを突き立てようと加速するセツナ。

《魔狼フエンリル》と《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　夜風を切り裂きながら、再び二つの《Ⅸノウエム》が交錯しようとして、

「───っ!?」

　瞬間、心臓を鷲わし掴づかみにされたかのような悪寒が走る。

　セツナの背後に見える屋上の入り口。

　そこにいたのは、大口径リヴォルバーを構えるメイドの姿──。



「──強制解放フオルテ！」



　その姿を確認した一瞬、俺は間髪入れずに《円舞曲ワルツ》の能力を発動。そして、真横に跳び退くように緊急回避。

　──避けろ。

　右手に握った十字架の剣が強くそう警告した気がしたのだ。強制的に解放された運動能力のおかげで俺は一気にセツナから距離を離すことに成功。そして──。



「──爆ぜろ、セカンドショット」



　轟とどろく銃声。

　そして、俺の視界に飛び込んできたのは──火球。サッカーボールほどの大きさの炎ほのおの球体である。突然放たれた鬼火にも似た弾丸は一直線にセツナへと疾走し、

「う、おっ!?」

　途端、強烈な爆圧が頬ほおを叩たたく。前を向いていられないほどの熱風。状況を確認しようとなんとか視線を戻すと、そこに広がっていたのは紅ぐ蓮れんと黒煙。

　爆炎。

　セツナに命中した瞬間、火球が爆発したのだ。

　まるで、小型の手しゆ榴りゆう弾だんが爆ぜたみたいに。

「……《四銃奏カルテツト》」

　小さな声で呟つぶやくラピス。

　そして、その蒼あおい瞳ひとみの先にいるのは──霧きり谷やアリス。

　月明かりの下の屋上。燃え上がる炎に照らされながら、灰色の髪の少女はただ静かに佇たたずんでいた。



×　　　×　　　×





「どうしてあんたがここにいるのよっ！」

　突然屋上に舞い降りたアリスにラピスが叫んだ。

　すると、アリスは《四銃奏カルテツト》を右手に構えたままで口を開く。

「七なな海み様のご命令だ」

「《紅柩ピジヨンブラツド》の？」

「そうだ。七海様がこのビルでウィッチクラフトが戦っている気配を察知した。だから、アリスをここに寄越したんだ。そして、七海様はアリスに二つ命令をした。一つは──そこにいる犬っころを守ること」

「………」

　このメイド女め。やっぱり俺おれのことは犬扱いかよ。

　つーか、さっきのは俺も結構危なかったぞ。もっとも、アリスは俺が避けたのを確認してからセカンドショットを撃うったみたいだが……。

「霧谷ぁあああああアアアアアッ！」

　直後、大気を劈つんざいたのは怨おん念ねんすら籠こもった絶叫。

　同時に燃え盛る炎ほのおの中から飛び出すセツナ。

《四銃奏カルテツト》を見てアリスが霧きり谷やの人間だと悟ったんだろう。纏まとっていた服を爆炎で燃やされながらも、全身に負った火傷を《魔狼フエンリル》の力で急速に再生させ、セツナは瞬く間に彼女との距離を詰める。

















「霧きり谷やのクソッタレが何しに来やがった！　今さら《四銃奏カルテツト》なんて胸クソ悪いもん持ち出してんじゃねーよ！」

　そして、跳躍。軽やかに宙を舞ったセツナは、全体重を乗せた一撃をアリスの頭部へと叩たたき下ろして、

「──アリスを甘く見るな」

　その一瞬、《魔狼フエンリル》が止まる。

　信じられないことに、アリスは叩き下ろされた《魔狼フエンリル》を──左腕一本で受け止めていた。

「なっ……」

　驚きよう愕がくする俺おれの耳に届いたのは、太い木の枝が折れたかのような鈍く乾いた音色。どうやら、今の一撃を受け止めたアリスの左腕が折れたらしい。

　けど……ありえない。

　腕を犠牲にしたとはいえ、屋上に風穴を空けるほどの破壊力を持ったセツナの一撃を素手で……しかも片腕一本で止めるなんて……！

「!?」

　しかし、本当の驚愕はここからだった。

　アリスは受け止めた槍やりを横に払った。そして、そのまま壊れたはずの左腕をセツナの腹部に伸ばして──。

「がっ……!?」

　セツナの苦く悶もんの声と共に、篝かがり火びに照らされた屋上に鮮血が飛び散る。

　あろうことか──折れているはずのアリスの左腕がセツナのミゾオチの辺りを貫いた。

　空手で言うところの、貫ぬき手て。

　鍛えた指先で相手の急所を突く局部攻撃。だが、いくらなんでも折れた腕で人間の身体を貫通するなんてデタラメはありえない。当然、セツナの槍を素手で受け止めることも。

　しかし、霧谷アリスはその二つのデタラメをやってのけやがった。

「………っ。この気配ニオイ……まさか、てめえは……っ」

　ゴホッと口から吐血をしながらも、憎しみの籠こもった眼差しでアリスを睨にらみつけるセツナ。そんな彼女の視線に応えるように……。

「たぶん、おまえの考えた通りだ、《魔狼フエンリル》の所有者。そう、アリスは……ただの人間じゃない」

　霧谷アリスは、セツナの吐いた血の雫しずくで頬ほおを赤く濡ぬらしながら──告げる。



「アリスは──ウィッチクラフトだ」



「───っ！」

　……ウィッチクラフトだと？

　じゃあ、アリスは人間じゃないっていうのか？　俄にわかには信じられない話だが……あの人間離れした腕力もあいつがウィッチクラフトだとしたら説明が付く。



『何を所有しているかまではわからなかったけど、あのメイドからはウィッチクラフトの気配を二つ感じたの』



　先日の会議でラピスはアリスが俺おれと同じ二重所有者ダブルホルダーだと推理した。だが、実際は霧きり谷やアリス自体がウィッチクラフトだった……。

「……ありえないわ」

　俺の隣から茫ぼう然ぜんとした声が響く。

　ラピスが、告げられた真実に驚きよう愕がくしていた。

「だって……わたしはあんなヤツなんか知らない。九十九のウィッチクラフトの中に、あんなヤツはいなかったはずよ。だからわたしは、あいつのことを二重所有者ダブルホルダーだって思ったのに……」

「………っ」

　どういうことだ？

　霧谷アリス。

　ラピスの言葉が真実だとしたら、彼女は一体──。

「最後に、一つだけ教えてやる。《魔狼フエンリル》の所有者」

　と。

　アリスはセツナの身体を手刀で貫いたまま……いや、拘束したままで──。



「七なな海み様からの二つ目の命令。それは──おまえを殺すことだ」



　たった一言。

　どこまでも冷酷な口調でそう宣告してから、夜空に輝く月でも狙ねらうように《四銃奏カルテツト》の銃口を真上に向けた。

「……嘘うそ、まさか……っ」

　その光景を見た瞬間、ラピスの顔から一気に血の気が引く。

　そして──。



「──羽ばたけ、サードショット」



　夜空に向かって、第三の弾丸が放たれる。上空高く打ち上げられた小さな炎ほのおの弾丸は、ちょうど俺おれたちの真上で爆散。大量の火の粉を撒まき散らした。

　夜空を彩る炎の破片カケラ。

　それはまるで夏祭りの打ち上げ花火のように綺き麗れいで……。

「このバカ冬とう夜やっ！　見み惚とれてる場合じゃないわよっ！」

　炎の明かりに照らされた屋上で、ラピスが叫んでいた。

「早く！　サードショットが現れる前に逃げないと！」

「あ、現れる？」

「黙って聞いて！　《四銃奏カルテツト》のサードショットは今までのとは火力が違いすぎるのっ！　だから、早くこの屋上から……いえ、ビルから逃げなくちゃ──」

　ラピスの言葉とほぼ同時に、上空にバラ撒かれた炎の破片たちが大きな渦を描くようにしながら一ヶ所に集まり、その形を変へん貌ぼうさせる。

　やがて、夜空に現れたのは、鳥。



　──不死鳥。



　その姿は、まるで古代神話に出てくる火の鳥そのもの。上空にバラ撒かれた炎の破片が生み出したのは、巨大な炎の怪物だった。

「………っ」

　まさか、あの鳥がサードショットなのか？

《四銃奏カルテツト》の能力──焔えん弾だん。

　そのファーストショットはピンポン玉くらいの大きさで木製の机に穴を穿うがった。セカンドショットはサッカーボールほどの大きさで手しゆ榴りゆう弾だんなみの爆発力を誇っていた。

　だとしたら、あの巨大な炎の鳥はどれほどの火力を持ってるんだ？

　上空で翼を羽ばたかせるサードショットの大きさは軽く十メートルを超えている。もしあれが、屋上に撃ち込まれでもしたら──。

「くっ……あああああっ！」

　頭上で羽ばたく怪物の重圧プレツシヤーを振り払うように叫びながら、立ち上がる。そう、あの弾丸の射程距離から逃げるために──。

「ぎっ……!?」

　しかし、身体を襲ったのは呼吸すら止まるほどの激痛だった。

　強制解放フオルテを使った反動。解放された運動能力に耐え切れなかった身体が、今になって悲鳴を上げてやがる……！

「──わ、悪い、ラピス。ちょっとの間我慢してくれ」

「え？　きゃっ……冬とう夜や！　なんでわたしのことを抱きかかえるのよっ！　下ろして！　抱きかかえられるより、わたしが走った方が──」

「……無理だ。それじゃ間に合わねえ。おまえはさっき言ったろ？　屋上じゃなくて、このビルから逃げ出さなくちゃダメだって」

　そう──ラピスの言葉が真実なら、サードショットの破壊力はそれほどなんだろう。

　セツナ曰いわく、《四銃奏カルテツト》は攻撃だけに特化したウィッチクラフト。《Ⅸノウエム》の一角にして、遺産№８。その異名は……きっと伊だ達てじゃねえ。

「で、でも……じゃあ、どうやって逃げるの？　もしかして、ここから飛び降りる気？」

「それもダメだ。このビルは飛び降りるには高すぎる」

　そう、この廃ビルは八階建て。

　地上までの距離はざっと三十メートル。

　とてもじゃないが、ラピスを抱えたまま飛び降りられる高さじゃない。

　だから──。

「ラピス。今からちょっと揺れるから、俺おれの首にしっかり掴まっててくれ」

「………っ！　あんた、まさか──」

　言ってから、俺の視線の先にあるものを見つめる。

　そこにあったのは、隣にあるビル。そう、このビルから……いや、《四銃奏カルテツト》のサードショットの射程距離から逃げるには、あっちに跳び移るしかねえ……！

「む、無理よっ！　いくらなんでも遠すぎるわっ！」

　抱きかかえられたラピスが青ざめた顔で叫ぶ。

　あっちのマンションまでは目算で二十メートルほど。

　しかも、こっちのコンディションは最悪。

　強制解放フオルテの反動で身体中がひどく軋きしんでるし、ましてや女の子を一人抱えてるんだ。いくら戦闘用ウィッチクラフトが所有者の身体能力を強化するって言っても、届く可能性は限りなくゼロに近いだろう。

　でも──。

「……冬夜」

　そこで、ラピスが俺の名前を呼んだ。

　震える声を、必死に振り絞りながら──。

「わたしがここにいるのは……わたしの責任よ。だから……わたしのことを置いていっていいわ。あんた一人なら、まだ助かる希望が──」



「バカなことを言うのはやめろっ！」



　身体中が悲鳴を上げるのも構わずに、俺おれは叫んでいた。

「ラピス。おまえは俺の家族だ。それに、おまえは俺のウィッチクラフトだろ？　だから……所有者として、絶対に助けてみせる」

「………っ。冬とう夜や……」

　わずかな沈黙の後、ラピスは「……わかった」と呟つぶやいてから、

「わたしもあんたを……自分の所有者かぞくのことを、信じるから」

「──ああ、ありがとな」

　ラピスの言葉に応えてから、俺はセツナとアリスに目を向ける。

　セツナもなんとか拘束を振りほどこうともがいていたが、アリスは彼女の身体を左腕で貫いたまま離さなかった。

　そして──。

「──頼む」

　彼女は、真っ直ぐに俺を見つめながら言った。

「何としてもここから逃げろ。その後で……今からアリスが言う言葉を、七なな海み様に伝えてくれないか？」

「……言葉？」

「ああ、そうだ」

　そして。

　アリスは一度だけ深く目を瞑つぶってから──。



「──さようなら、七海様」



　たった一言だけ、そんな言葉を遺した。

　その上空では、火の粉を舞わせながら羽ばたく炎ほのおの怪物。

　サードショット。

《四銃奏カルテツト》が生み出した紅くれないの魔弾は、まるで獲物を仕留めにかかった鷲わしのように急降下。

　遥はるか上空から、俺たちがいる屋上めがけて一気に加速する──！

「くっ──」

　夜空を切り裂く炎の翼を一いち瞥べつした後で、俺はラピスを抱えたままで全力疾走。

　当然だが、このまま跳んでもただの自殺だ。

　今の俺には向こう側に跳び移れるスピードも跳躍力もない。

　それなら……！



「……強制解放フオルテっ！」



　自分自身を鼓舞するように叫んだ瞬間、悲鳴すら上げられないほどの激痛が身体を襲う。

　当然だ。なにせさっき強制解放フオルテを使ったばっかり。身体に蓄積されたダメージはとっくに限界を超えてやがる。気を抜けば、痛みだけで意識が飛びかねない。

　けど……それでも……。

「……冬とう夜やっ」

　微かに身体を震えさせながら、ラピスが俺おれをぎゅっと抱きしめてきた。

　──ああ、そうだ。

　俺は自分の家族を守るんだ。

　ラピスのことを……守らなくちゃいけねえんだよ……！

「おぉおおおおおおおおおおおおッ！」

　恐怖と激痛を無理やり塗りつぶすかのように咆ほう哮こうを上げながら、強制解放フオルテで加速した勢いそのままに屋上の端ギリギリまで疾走し──跳躍。

　そして──一瞬の無重力。

　たとえでも何でもなく、俺たちは夜の空を舞っていた。

「───ッ!?」



　刹せつ那な──雷鳴のような轟ごう音おんが夜の街に鳴り響く。



　同時に、背後から吹き荒れる爆風。

　サードショット。

　おそらくたった今あの炎ほのおの鳥が廃ビルの屋上に着弾し、爆ぜたのだ。

　そして、その爆発によって発生した突風に背中を押されるようにして──。

「くぅっ──！」

　ガガガガガッと音を立てて俺は目的地へと着地。

　二十メートルもの距離を跳んだ勢いを殺し切れずに、ラピスを抱えたままでマンションの屋上を転がる。

　そして、十数秒。

　息の詰まるような沈黙が、俺たちの間を満たしてから──。

「……ねぇ、冬夜」

　微かに震える声で、ラピスが俺に話しかけてきた。

「あんた……ちゃんと生きてる？」

「……ああ。なんとかな」

　応えてから、着地の衝撃から守るように抱きかかえていたラピスを放す。

　すると、身体を起こした彼女は倒れている俺おれの顔を覗のぞき込みながら……。



「…………よかった」



　涙でクシャクシャになった声で、そう告げた。

「ほっ、本当によかった……っ。あんたが……冬とう夜やが……生きててくれて……っ」

「──おう。俺も、ラピスが生きててくれてすげえ嬉うれしい」

　泣きじゃくるラピスを少しでも安心させたくて、屋上に寝転がったままでその蒼あおい瞳ひとみから零れた涙を拭ぬぐってやる。

　きっと緊張の糸が切れてしまったんだろう。「冬夜ぁ……とうやぁ……っ」と小さな嗚お咽えつを零しながら、ラピスは俺の身体をぎゅっと抱きしめてきた。

　まるで、俺が生きていることをただただ確かめたいかのように──。

「───」

　──俺は。

















　ラピスの温かな体温を感じながら、さっきまでいた屋上を眺めた。

　炎上。

　サードショットの直撃を喰くらった屋上は、紅ぐ蓮れんの炎ほのおで覆われていた。

　それどころか、燃え盛る灼しやく熱ねつの劫ごう火かは廃ビルの上半分をも飲み込んでいる。あの炎に飲み込まれたら人間なんて一瞬で消し炭になって、そのまま灰へと変わるだろう。

《四銃奏カルテツト》を使用しての──心中。

　それこそが、霧きり谷や家が考えていた《魔狼フエンリル》の所有者を討伐するための策だったのかもしれない。

　そう、ラピスが俺おれに教えてくれた《魔狼フエンリル》の弱点。



　所有者が身に着けていなければ、獣化変身の能力を使えない。



　だから、俺は強制解放フオルテを使ってセツナから《魔狼フエンリル》を奪おうと考えた。

　けど、アリスは違った。

　あいつは《四銃奏カルテツト》で《魔狼フエンリル》を握ったセツナの身体自体を焼失させたんだ。

　そう、自分の命と引き換えに──。

「………」

　そして、地鳴りのような音を立てて廃ビルが崩壊する。

　夜空に黒煙と紅蓮の炎を撒まき散らしながら、轟ごう音おんを立てて消失していく。

「───」

　けど、どうしてだろう。

　なぜか俺には、その崩壊の音色が……何かの始まりを告げる合図のように聞こえて仕方がなかった。










第７章　七月革命



　──廃ビルでの戦いの後。

　ラピスがケータイで真ま由ゆ香かに連絡すると、あいつはすぐに俺おれたちが跳び移ったマンションの屋上まで来てくれた。どうやら廃ビルの崩壊には巻き込まれずに済んだらしい。

　そして、そのまま俺は真由香が呼んだ救急車で病院へ直行。

　三月のときほどの致命傷は負わなかったが、それでも重傷には変わりない。短時間に二回も強制解放フオルテを使ったせいで全身の筋肉をひどく痛めてしまったのだ。しばらくはまともに歩くのもキツいだろう。

　だが、俺にはのん気に入院してる気なんてさらさらなかった。

「……大丈夫ですか、兄さん」

　時刻は午後十一時。

　病院から乗ったタクシーから降りると、真由香が心配そうに声をかけてきた。

「ああ、病院で診てもらったからな。そこまで身体は痛まねえよ」

「……冬とう夜やくん。嘘うそを吐いちゃダメだよ。ホントは身体を動かすだけで辛いんでしょ？」

　タクシーの助手席から降りてきた梨り央お姉ねえが言った。

　今日はずっと本家で待機している予定だったんだが、俺が病院に運ばれたときに合流したのだ。そして、俺は梨央姉に『入院はしない』って伝えた。

　そう──俺には、話を聞かなくちゃいけない相手がいたんだ。

「──行くわよ」

　静かに呟つぶやいてから、タクシーから降りたラピスがその屋敷に足を向けた。

　霧きり谷や家。

　病院で治療を受けた俺は入院した方がいいという医者の勧めを断ってこの屋敷へとやってきた。ここで、彼女と会うために──。



「──こんばんは、辻つじ峰みね家のみなさん」



　屋敷の門を潜って庭を抜けると、紅い髪を持った少女は以前来たときと同じように俺たちを出迎えた。

　霧谷七なな海み。

　霧谷家の当主にして、遺産№２──《紅柩ピジヨンブラツド》。

　最初に出会ったときと同じ紅いドレスに着替えた七海は、胸の刻印を紅く輝かせながら俺たちと対たい峙じした。

　当然ながら、その横にアリスの姿はない。

「──説明しなさい、《紅柩ピジヨンブラツド》」

　七なな海みと向かい合ったままで訊たずねるラピス。

　そう、今日のデートの後。真ま由ゆ香かと一緒に病院に行ったせいで七海とははぐれたままだった。だから、俺おれたちはここにやってきたんだ。

　七海から、今回の事件の真相を聞くために。

「ふふっ。じゃあ、まずはアリスのことから話そうかしら？」

「そうね。わたしも、あいつのことが一番気になってるわ。あいつは自分のことをウィッチクラフトだって言ってた。でも、わたしはあんなヤツ知らない。九十九のウィッチクラフトの中に、あんなヤツはいなかったはずよ」

　ラピスははっきりと断言した。

　沈黙。

　夜の庭を少しだけ沈黙が支配した後で、

「うふふ。お姉様の主張は正しいわ。だって、あの子は私が生み出したウィッチクラフトですもの」

「………っ!?」

　霧きり谷や家当主の言葉に俺たち全員が言葉を失った。

　私が生み出した、だと？

　それは、つまり……。

「──嘘うそよっ！　あんたにそんなことができるわけない！　ウィッチクラフトはリリィの血液を分け与えられたことで魔力が宿ったアンティーク！　だったら……リリィが死んだ今、ウィッチクラフトを生み出せるはずがないもんっ！」

「その通り。ウィッチクラフトは魔女の血液を分け与えられた九十九のアンティーク。魔女が死んだ今、彼女の血液を手に入れることはできない。けど、それなら──」



　違うものを材料にすればいいじゃない。



「……違うもの？」

「その通り。ところで、お姉様は魔女のお墓にはもう行ったかしら？」

「……行ったわよ。この時代で目覚めてからすぐに」

「へえ。ちなみに、お兄様には今日のデートでも教えたけど、私もこの前あの人のお墓に行ってきたわ。そう──欲しいものを、手に入れるために」

「………っ。もしかして……あんた……っ」

　何かを察したのか、ラピスの顔が激しい怒りに染まる。

　そんな姉に、妹は告げる。

「たぶんお姉様の考えてる通りよ。私が欲しかったのは──魔女の遺灰」

「───っ！」

「お墓の下にはあの人の遺灰が収められていたからね。遺灰は元々あの人の身体そのものだった。だったら、血液と同じように魔力が宿っていたとしてもおかしくはないでしょう？」

「じゃあ、あんたは……っ」

「そう。私は魔女の遺灰を材料にして霧きり谷やアリスを生み出した。名前を付けるとしたら、《遺灰人形ウイツチドール》ってところかしら？　ちなみに、彼女の素材にしたのはアンティークのナイフ。銀細工で作られたそれに、私は魔女の遺灰を振りかけて──」

「………っ！　やめてっ！　そんな話はもう聞きたくないっ！」

　ひどく取り乱した様子でラピスは叫んだ。

　……当たり前だ。

　ラピスにとって魔女は大事な家族だった。

　その魔女の墓を暴かれて、しかも遺灰まで奪われちまったんだ。落ち着いていられるわけがねえ。

「──七なな海み」

　取り乱すラピスを庇かばうように、俺おれは口を開いた。

「おまえがアリスを生み出したのはわかった。でも、なんであんなことをさせたんだ？」

「あの廃ビルの件を言っているの？　あれは不可抗力。私だってまさかお兄様がデートの途中でセツナと戦うなんて思わなかったから。それに、ちゃんと助けてあげたでしょ？」

「確かに、アリスが来なかったら俺はセツナに殺されてたかもしれねえ。でも、おまえが命令したせいで、アリスは……」

「それは仕方のないことよ。アリスには『ラストショットは使わないで』って以前から言い聞かせていた。あれを制御するのは誰だれにも不可能。だから、あの子はサードショットでセツナを殺したの」

「……でも、あいつは最後に俺にこう言ったんだぞ？　『さようなら、七海様』っておまえに伝えて欲しいって」

「………。そう。アリスらしいわね」

　七海は、少しだけ悲しそうな表情で告げた。

「アリスにはこう命令をしていたわ。『セツナを倒せる機会があったら、躊躇ためらいなく殺しなさい』って。その結果が、あの廃ビルの惨劇。灰はい原ばら家に連絡をしたけど、ビルの周辺にいた人に怪我はなかったらしいわ。あの崩落もガスの爆発事故として処理されるとか」

「でも……あの廃ビルでアリスとセツナが死んだんだ」

「問題なんてないわ。所有者が死んでも、きっと《四銃奏カルテツト》と《魔狼フエンリル》は無事よ。《Ⅸノウエム》があの程度の崩落で壊れるはずが──」

「違う！　俺おれはそんなことを聞いてるんじゃねえっ！」

《遺灰人形ウイツチドール》。

　たとえ自分が生み出したウィッチクラフトだったとしても、アリスはおまえの家族だったんじゃねえのかよ？

「──そうね。アリスは、私にとって大事な家族だった。だからこそ……アリスの犠牲は絶対に無駄にしない。そう、アリスのおかげで……やっと私の目的を遂げられるもの」

「おまえの目的？」

「そう。霧谷家の目的とは別の私個人の目的。本当は辻つじ峰みねと同盟を結んでからセツナを討伐する予定だった。そうすれば、アリスを犠牲にしなくて済んだかもしれないしね。でも、同盟を結ぶ前にセツナは死んでしまった。だから、計画を早めましょう」

　そして。

　霧きり谷や七なな海みは、その長い指で梨り央お姉ねえを……辻峰の当主を指さした。



「たった今、私は辻峰家に宣戦布告をするわ」



「………っ！」

　あまりにも突然すぎる宣告に、場の空気が凍り付く。

　霧谷七海。

　霧谷の当主の言葉は、どう考えても本気にしか聞こえなかった。

「……七海ちゃん。それは本気？」

「もちろんよ。前にも言ったでしょ？　ウィッチクラフトである私が霧谷の当主を続けるためには条件があった。それは、セツナの討伐。セツナに深い恨みを持っている霧谷の人々にとっては、もはや蒐しゆう集しゆうよりも彼女を斃たおすことの方が重要だったみたい」

「……なるほど。だからボクたちに同盟を持ちかけたわけか。そして、アリスちゃんにセツナを殺させた。でも、わからないな。きみはどうして辻峰に宣戦布告をするの？　その意味がちゃんとわかってる？」

「当然。霧谷の当主が宣戦布告をした以上、霧谷と辻峰の間で戦争が起きるでしょうね。けど──構わないわ。だって、それが私の目的だから」

　ねえ、あなたは不思議に思わなかった？　と。

　七海は梨央姉に問いかける。

「どうしてお姉様は私と違って誰かと契約しなくちゃ人の姿を保っていられないのか？　初めて出会ったときに私は誤魔化したけど、それには明確な理由があるの」

「理由？」

「これはもしかしたらお姉様も知らない事実かもしれないけど、お姉様には重要な役目がある。それは──音原市の結界の維持」

「───っ。まさか、この街の結界はラピスが……」

「あら、その様子じゃ梨り央おさんも知らなかったのね。この街に張られたウィッチクラフトを逃がさないための結界。そのシステムの中心はお姉様なのよ？　だから、お姉様は誰だれかと契約しなくちゃ人の姿を保てない。結界の維持に力を使っているから」

「……なるほど。だから魔女はラピスと冬とう夜やくんを契約させたわけか」

「その通り。遺産№１《蒼柩ラピスラズリ》。お姉様が《Ⅸノウエム》の筆頭に数えられたのは、その結界を維持する能力のせい。お姉様は私とは違うのよ。だから魔女は、お姉様のことを自分の最高傑作と呼んだ」

「………」

　七なな海みの言葉を信じるなら、ラピスは結界の維持に力を使ってるせいで人の姿を保てない。だから、足りない力を補うために俺おれと契約したってことか……。

「ちょ、ちょっと待ってください。ラピスがこの街の結界の中心ということはわかりました。でも……それと辻つじ峰みねへの宣戦布告がどう繋つながるんです？　それに、あなたの目的っていうのは……」

「簡単よ、真ま由ゆ香かさん。だって、私の目的は──音原市の結界を破壊することだもの」

「なっ──」

　──ざけんな。

　そんなことをすればどうなるかわかってんのか？

　結界を壊せば、閉じ込められていたウィッチクラフトが街の外に──。

「………っ！」

　刹せつ那な、そこで俺の脳裏である一つの仮説が生まれた。

　もしかして、七海は……。

「七海。おまえは今日のデートで俺に言ったよな？　家族の他にもう一つ欲しいものがあるって」

「ふふっ。よく憶えててくれたわね。私が家族の他に欲しいもの。それは──」



　──自由よ。



　たった一言、七海はそう応えた。

「だって、そうでしょう？　私はウィッチクラフトである以上、この街から一歩も出られない。この世界はこんなに広いのに、私は言わば籠かごの鳥。だから、私には願いがある。私は自分の足で世界中を旅したい。そして、いつか──七つの海を見てみたいの」

「………っ！」

　……ああ、たった今思い出した。

《紅柩ピジヨンブラツド》。

　コイツは自分の名前に数字の『七』が付く言葉を選んだって言ってた。そして、その言葉を選んだのには他にも理由があるって言ってたっけな。

　それは即ち、自由。

　だから彼女は七なな海みという名前を自分に付けた。

　この街という鳥お籠りから抜け出して世界を巡り、七つの海を見てみたい。そんな願いを、自分の名前に込めたんだ──。

「……《紅柩ピジヨンブラツド》。あんた、本気なの？」

　蒼と紅。

　二つの刻印を持つ姉妹は、お互いに視線を交錯させる。

「もちろん。私は自分の願いを叶かなえるために、この音おと原はら市の結界を破壊する。そう──あなたを殺すわ、お姉様」

「………っ！」

「そうすればこの街の結界が解けるでしょう？　すべてのウィッチクラフトを集めれば一つだけ願いを叶えられるらしいけど……そんないつ終わるかわからない作業をするほど、私は悠長じゃない。だから、せめてもの情けに正々堂々あなたのことを殺してあげる」

　紅くれない色いろの髪を揺らしながら、霧きり谷や七海は高らかに告げた。

　それは紛れもない開戦宣言。

　辻つじ峰みねと霧谷。

　お互いの覇権を賭かけた全面戦争。

　ウィッチクラフトを巡る三大勢力のうち二つが、抗争を繰り広げることに──。



「──はあん。ウィッチクラフトごときが、面白そーなこと言ってるじゃねーか」



　突如、張り詰めた空気を壊したのは女の子にしては少し低いハスキーボイスだった。

「───っ！」

　その声に、全員の目が霧谷家の門へと向かう。

　そこに立っていたのは、白髪の少女──セツナ。

　遺産№４《魔狼フエンリル》の所有者だった。

「セ、セツナ……」

「あん？　なんだよ、おにーさん。『バカな、おまえは死んだはずだ!?』とかお約束のセリフを言うのはＮＧだぜ？　それに、アタシはあんたに言ったはずだ。《四銃奏カルテツト》は、ラストショットさえ撃うたせなければ問題ないってな」

「………っ。でも、あんたはサードショットの炎ほのおに飲み込まれて……」

「あー、確かにあれは結構危なかった。けど、おにーさん。あんたはこの《魔狼フエンリル》の怖さを全然理解してねー。コイツが最強にして最悪のウィッチクラフトと謳うたわれている真の理由……第二獣化形態を、あんたはまだ見てねーのさ」

　そう言ってから、セツナはその視線を七なな海みへと向ける。

　セツナ・ヴァレンタインと霧きり谷や七海。

　霧谷家の庭で、二人の少女は静かに対たい峙じしていた。

「はじめまして、セツナさん。私は遺産№２《紅柩ピジヨンブラツド》。でも、今の私は霧谷七海。霧谷の新しい当主よ」

「チッ。ウィッチクラフトごときに当主をやらせてるとは、霧谷も堕ちたもんだな」

「そうなったのはあなたのせいでしょ？　三年前にあなたが霧谷の人たちを大勢殺したから。ところで、セツナさん。あなた、本当によく生きていたわね」

「ハハッ！　なーんだ！　まさかてめえ、あのメイドも生きてるかもしれないって思ってんのか？　だったら残念だな。あいつはアタシと違って《魔狼フエンリル》の所有者じゃねー。だから、あいつは間違いなく死んだよ。そして──」



　次はてめえの番だぜ、《紅柩ピジヨンブラツド》。



「それは……宣戦布告と受け取ってもいいのかしら？」

　殺意の籠こもったセツナの言葉に、七海が応える。

「ああ、この言葉を言うためにアタシは今夜ここへ来た。アタシが──てめえを狩る」

「ふうん。それなら都合がいいわ。私もあなたを殺さないと霧谷家の当主を続けられないって条件がある以上、もう一度あなたと戦わなくちゃいけなかったから」

「ハハハハハッ！　上等じゃねーか！　アタシも今聞いた音おと原はら市の結界をぶっ壊すって話を見逃すわけにはいかねーし、ウィッチクラフトをこの街から逃がすわけにもいかねー。この街はアタシの狩猟場かりばだ。それに……」

　言って、セツナは七海から目を逸らした。

　その視線の先にいるのは、辻つじ峰みね梨り央お。

　辻峰家の当主にして、自らの親友である女の子──。

「アタシは、辻峰とも共闘はしねーぜ」

「セツナ……」

「そのちっこいのには手を出さねーよ。狩ると結界が壊れるってわかっちまったからな。けど、辻つじ峰みねが所有してる他のウィッチクラフトは狩り尽くす必要がある。だから……」



　てめえはアタシの敵だ、梨り央お。



　まるで決別でもするような重い口調で、そう告げた。

　セツナの言葉に梨央姉ねえも「……うん。わかってるよ、セツナ」と静かに頷うなずいた。

「───」

　かくして、舞台は整った。

　──戦争。

　俺おれたちが始めるのは紛れもなく戦争に違いない。

　辻峰家、霧きり谷や家、セツナ。

　ウィッチクラフトを巡る三大勢力による全面抗争──。

「──待ちなさい」

　しかし、そこで口を開いたのはラピスだった。

　彼女の蒼あおい瞳ひとみは迷うことなく七なな海みに向けられている。

「《紅柩ピジヨンブラツド》。あんたはホントにいいの？　あんたは……いえ、霧谷は何もかも失ったのよ？　《四銃奏カルテツト》が壊れていないとしても、その所有者は死んだ。だとしたら、あんたたちの戦力は……」

「あら。それなら心配無用よ、お姉様。だって──」

　姉の言葉を遮るように、七海は言葉を紡ぐ。

「私は《遺灰人形ウイツチドール》がアリスだけとは、一言も言っていないもの」

「………っ!?」

　七海の言葉に、この場にいる全員がはっきりと息を呑んだ。

　──そして。

　紅い少女は、笑う。

　これから始まる戦争の勝利を確信したかのような、酷薄な表情で──。



「さあ──目覚めなさい、《遺灰人形ウイツチドール》たち」



「───っ！」

　目の前の光景に、呼吸すら止まりそうになる。

　七海の言葉が合図だったみたいに、屋敷の玄関から歩み出る幾つもの人影。

　霧谷家から現れたのは、メイド服を身に纏った何十人もの少女たち。

　外見は霧谷アリスと──《遺灰人形ウイツチドール》とまったく同じに見えた。しかし、その顔はアリス以上に人形じみている。

　夜空の下。

　感情が欠如したかのように表情を失くした少女たちは、まるで訪れた客人を出迎えるように屋敷の前で横一列に並んでいた。

「紹介するわ」

　そして、彼女たちの主人──霧きり谷や七なな海みは口唇を歪ゆがませる。

「彼女たちはアリスの姉妹。《蜃気楼ミラージユ》と同じ、所有者がいなくても動く戦闘用ウィッチクラフト。私が魔女の遺灰から生み出した《遺灰人形ウイツチドール》たちよ。まあ、姉妹って言うには少し多いかしら。だって、全部で三十七体もいるから」

「………っ！」

「残念なことに、彼女たちはアリスみたいに自我を持つことはできなかった。でも、戦力としては十分。彼女たちは、私の意志めいれいに従って死すらも恐れずに戦う最強の軍隊。ねえ、お兄様。あなたもアリスの戦闘能力の高さは見たでしょう？」

　そう、七海の言う通り霧谷アリスの戦闘能力はずば抜けていた。アリスはセツナの一撃を素手で受け止め、その身体を左腕一本で貫いたんだ。

　もし、あのメイドたちがアリスと同じだけの戦闘能力を持っているとしたら……。

「お兄様。今日のデートで言ったわよね。私は──あなたのことが好き。私は自分のことを守ってくれる家族が欲しい。だから、私はお兄様のことを愛してる。ウィッチクラフトの私を家族だって言って守ってくれる人を求めている」

「七海……」

「それに、はっきり言って辻つじ峰みね家は圧倒的に不利だわ。あなたたちの敵は三十七体の《遺灰人形ウイツチドール》を所有する霧谷家と、《魔狼フエンリル》の所有者であるセツナ・ヴァレンタイン。今から始まる戦争に、辻峰家の勝機なんてありはしない」

「………」

「……お願いよ、お兄様。私の……家族みかたになって。そして、私と一緒にこの街を出て世界を見に行きましょう。今日のデートみたいな楽しい時間をずっとずっと二人で過ごしたい。私はそう願ってる。だから──」

「──ごめん、七海」

　七海の告白を遮るように、俺おれははっきりと言い切った。

「俺はラピスの所有者で──コイツの家族なんだ。だから、おまえの話に乗ることはできねえ。おまえが自由を手に入れるためにラピスを殺すっていうんなら──俺が、ラピスを守ってみせる」

　それは、あまりにも明確な決別宣言。

　瞬間、掌に温かい体温が触れる。

　ラピスラズリ。

　蒼あおく輝く刻印を持つ少女の小さな掌が、俺おれの手を握ってくれていた。

「…………ありがとう、冬とう夜や」

「は？　なんだよ、ラピス。普段の小生意気っぷりはどうした？　そんなに縮こまってたら余計にちっこく見えるぞ」

「う、うるさいわねっ！　わたしは……あんたのことを心配してあげてるのよっ。それに……本当に《紅柩ピジヨンブラツド》じゃなくてわたしを選んでいいの？　悔しいけど、あいつって結構可愛かわいいし、あんたもわたしなんかよりあいつの方が……」

「あー、もしかしておまえ、七なな海みより身長が低いのを気にしてたのか？」

「うっ……仕方ないでしょ。あっちの方が、わたしよりスタイルも良くて──」

「バカ。そんなことは気にすんな」

　ポンッと。

　俺はラピスの頭を撫でてから。

「ラピスだって、可愛い女の子じゃねえか」

「っ!?」

　ラピスは。

　顔を紅く染めたままで口をパクパクさせてから。

「……こんなの、ずるい」

「ああ？　ずるいって……どういう意味だよ」

「だって……ずるいもんはずるいもん。今のは完かん璧ぺきに不意打ちよっ。この前は……わたしがいくら頑張っても全然言ってくれなかったのに……」

「この前？」

　何かあったっけな？

　ここ最近で印象に残ってるのは、七海との話し合い、梨り央お姉ねえのキス、真ま由ゆ香かとのデート練習、そしてラピスが執事服を着たことくらいだが……。

「……けど、ホントにいいの？」

　微かに震える声で、ラピスが訊たずねてきた。

「《紅柩ピジヨンブラツド》が言った通り、今から始まる戦争にわたしたちの勝ち目は薄いわ。だったら、いっそのこと戦わずにあんたたちだけでも──」

「大丈夫。俺は自分の意志でおまえを守るために戦うんだ。だから、おまえも魔女の遺灰を取り戻すために戦ってくれ」

「えっ……でも、リリィの遺灰はもう《遺灰人形ウイツチドール》に……」

「ラピス。おまえは自分がなんだか忘れちまったのか？　おまえはウィッチクラフトを封印する柩ひつぎだ。《遺灰人形ウイツチドール》って言ってもウィッチクラフトには違いない。それなら、あいつらを蒐しゆう集しゆうして、おまえの中に封印することもできるんじゃないか？」

「………っ」

「だったら、おまえが魔女の──リリィ・ヴァレンタインの柩になれ。遺灰だって感情のない兵隊の材料なんかにされてるよりはそっちの方がいいはずだろ？　だから──」

　真っ直ぐに。

　俺おれは彼女の蒼あおい瞳ひとみを見つめながら、言葉を紡ぐ。



「俺たちの手で、魔女を取り戻すんだ」



「───っ」

　ぎゅっとドレスのスカートを握りしめた後、ラピスは「──わかったわ」とはっきり応えてくれた。

「わたしも冬とう夜やと一緒にあいつらと戦う。遺灰を……リリィを取り戻すために、わたしがあいつらを封印してみせる。リリィの──柩ひつぎになってみせるわ」

　気丈な態度で、ラピスは告げた。

　そう、彼女は《蒼柩ラピスラズリ》。

　魔女の最高傑作と呼ばれたウィッチクラフト──。

「ラピス。あなたと一緒に戦うのは、兄さんだけじゃありません」

「真ま由ゆ香か……」

「もちろん、ボクも一緒に戦うよ。ラピスはもうとっくにボクたち辻つじ峰みね家の一員だからね。だから、辻峰家の当主としてきみを守ってみせる」

「梨り央お……」

　二人の言葉に、ラピスは「──うん。一緒に戦いましょう」と頷うなずいた。

　そう、辻峰家の役目はウィッチクラフトの蒐集。

　それこそが俺たちの戦い。

　だったら、俺たちは蒐集の要であるラピスを失うわけにはいかない。言うなれば、今から始まるのは蒐集たたかいを続けるための戦争たたかいなんだ。

　それに──。

「───」

　──自由。

　そんな願いを七なな海みが持っていることはわかった。

　だけど──俺たちにだって願いはある。

　ラピスは魔女との約束を果たすこと。

　真由香と梨央姉は辻峰家の役目を全うすること。

　そして俺おれは……そんな彼女たちを守り、九十九すべてのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうして、梨り央お姉ねえを普通の女の子に戻すこと。

　それぞれがそれぞれの願いを持ってる。

　だから俺たちは戦うんだ。

　紛れもない、自分の意志で……。

「──そう。残念だわ」

　俺たちの言葉を聞いて、七なな海みは悲しそうな声で呟つぶやいた。

　そのまま、彼女は自分の右腕にした時計を確認してから、



「それでは、戦争の時間ね」



　高らかに、開幕のベルを鳴らした。

「今日は七月一日。六月が終わって、七月が始まった日。革命の始まりを告げるには、ちょうどいいタイミングだわ」

「……革命？」

「ええ、お兄様。私にとってこの戦争は革命なの。音おと原はら市に張られた結界を破壊して、自由と解放を手に入れるための戦い。だから私は私のために戦ってくれる《遺灰人形ウイツチドール》たちを、《革命軍レジスタンス》って呼ぶことにするわ」

「《革命軍レジスタンス》……」

「そう、これは私たちをこの街に閉じこめた魔女に対する──革命よ」

　紅い髪をなびかせながら、七海は宣言した。

　その胸元では、魔法陣に似た刻印が月明かりを受けて紅く輝いている。

「───」

　かくして、賽さいは地上高く投げられた。

　辻つじ峰みね家。

　霧きり谷や家。

　セツナ・ヴァレンタイン。

　始まるのは、《魔女の遺産ウイツチクラフト》を巡る三みつ巴どもえの争い。

　一人の少女の願いが生んだ戦争。

　恐らくは、この街を血で染め上げることになるであろう深紅の革命劇。

「──さぁ」

　そして、

　紅く輝く刻印を持った少女は、

　まるで歌うように、深紅の口唇で言葉を紡いで──。



「──革命たたかいを、始めましょう」



















あとがき



　お久しぶりです！　第二巻はラブコメ大増量！　あさのハジメです。

　さて、この蒼そう柩きゆうのラピスラズリも二巻目。今回は上下巻構成の前編ということでラブコメフルスロットル！　新キャラが二人も加わり、さらに賑にぎやかになる日常。バトルの方もガンガン加速していますので、まだお買い上げでない方この本を抱えたままぜひぜひレジの方に豪快なダイビングフットスタンプをキメていただけるとありがたいです！

　そして、ここで重大な告知が一つ。

　この第二巻が発売されると同時期に、自分のデビュー作である『まよチキ！』の画集が発売予定です！　小説版全十二巻を彩ったキュートなイラストはもちろん、本編の後日談となる書き下ろし短編小説なども載っていますので、ぜひぜひチェックを！

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　まずは担当の成なり田た様。担当様と初めてお酒を飲んだ日の翌日、自宅で目を覚まして冷蔵庫を開けると、なぜか出版社から届いた本が入っていました……。どうやら二日酔いで寝ボケていたため、受け取った荷物を冷蔵庫に入れて、そのまま二度寝していたようです。そんなよくわからないことをする原作者ですが、今後ともよろしくお願いします。

　新キャラクター二人に命を吹き込んでくださった菊きく池ち政せい治じ様。今回は『まよチキ！』画集も同時発売で普段よりもさらにお忙しい中、『同じウィッチクラフトではあるが似て非なる姉妹』という難しいオーダーを叶えてくださり、ありがとうございました！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、校正様、デザイナー様、この本を世に出すために尽力してくださったすべての方々、一緒にお酒を飲んでくださる作家の皆様、作品の根幹を一緒に作ってくださった前担当の庄しよう司じ様。

　誠に、ありがとうございました。これからも作家としての本分を忘れずに、筆を止めることなく物語を書き続けたいと思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いします。

　さてさて。それでは恒例の次回予告コーナーを。今回は上下巻構成のためネタバレを含んでいますので、まだ今巻を読んでいない方はお気を付けください。

　火ひ蓋ぶたを切った辻つじ峰みね家ｖｓ霧きり谷や家ｖｓセツナの全面抗争。戦いが始まると同時に主人公たちの学園へと転入してくる七なな海み。明らかになる《剣舞士の首飾りソードダンサー》のもう一つの能力。そして、暗躍する新たな敵の存在……。そんな感じで、後編もラブコメ＆バトル全開なストーリーになるのではないかと思われます。

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、今後とも初志貫徹という言葉を忘れずにガンガン走り続けていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします！

あさのハジメ










　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。東京都在住。

　　突然ですが、『蒼柩のラピスラズリ』のボツになったタイトル案を暴露するコーナー！

　　①『アンティークファミリア』、②『カルテットクローバー』、③『ラピスラ！』などなど。

　　十数個の案から現在のタイトルに決まったわけですが……③だとやけにラブコメっぽい感じです。



　イラスト

　菊池政治（きくち・せいじ）

　　ＨＰ「アメリカン拳法ＢＬＯＧ」

　　http://americankenpou.blog74.fc2.com/
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